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We look into  your  eye s ,  lend a n  ea r  to  you,  a nd engage  w it h  you.

阿武　義人 氏　青藍会グループ　代表／医療法人社団 青藍会　理事長
井　貴樹 氏　株式会社 旅館壱の井　代表取締役
中嶋　恒治 氏　株式会社 中嶋屋本店　代表取締役

To p  I n t e r v i e w

ビジネスに役立つ様々なサービスをご利用いただけます。

26,000円年会費

FFG経営者クラブ
ビジネスに直結する情報提供を通じて会員企業さまの発展をサポートいたします。

商談会の開催

FFGのネットワ－クを
利用した商談会！
販路拡大に繋がる商談会を開催
いたします。

ビジネスに即した
様々な情報を入手！
経営上の疑問・課題の解決に役
立つ豊富な情報をタイムリーに
提供します。

社員教育・研修で大活躍！
多様なテーマでバックアップ！
新入社員、若手社員向けのビジネ
スマナーはもちろん、コンプライ

アンス経営、顧客満足など、経営全般に参考となるDVD・
ビデオ（総数200タイトル以上）を無料でご利用いただけます。

社員教育用DVD・ビデオの無料貸出

交通至便な
福岡天神の商談スペース！
福岡銀行本店ビル5F（福岡天神）の
ビジネスマッチングフロアを無料
でご利用いただけます。

ビジネスマッチングフロアのご利用

実務情報や
経営ノウハウが直接聞ける！
人材育成に関するテーマを中心に、
経験豊富な講師陣による各種セミ
ナー・研修会を開催いたします。

セミナー・研修会の開催

株式会社FFGビジネスコンサルティング内
〒810-0001 福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店ビル5階

TEL 092-723-2241
受付時間／平日9：00～17：45（但し、銀行休業日は除きます。）

FFG経営者クラブ事務局
お申込み
お問合せ

多彩なセミナーを
インターネットで視聴できる！

24時間いつでもご利用いただける
インターネットセミナー

豊富なラインナップから、お客様の
ご希望のセミナーを24時間無制限
でご視聴いただけます。勉強会（社内
研修）などにもご活用いただけます。

FFG経営者クラブ入会受付中

FFG経営者クラブ
インターネット情報サービスによる情報提供

FFG調査月報、
小冊子のご提供

ビジネスに役立つ！ 日常業務でも使える！
ふくおかフィナンシャルグループの経済情報誌や
ハンドブックをお届けします。



季節の便り

今回は、熊本銀行 小国支店から春の便りです。

熊本銀行
小国支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g

　熊本県阿蘇郡小国町に裏見の滝として代表される
鍋ヶ滝があります。滝の落差は約10ｍに対して、幅は
約20mあり、カーテンのように幅広く落ちる水が木漏
れ日に照らされる様子は、とても優美で神秘的です。
　阿蘇のカルデラをつくった約9万年前の巨大噴火で
できたとされるこの滝は、長い年月をかけて現在の形
になりました。滝上部の固い岩盤や滝裏のやわらかい
地層は、今も浸食等を繰り返し、少しずつ形を変えて
います。
　春には期間限定で滝を裏側からライトアップする
イベントが開催されます。
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を
含
め
て
制
作・運
営
の
一
切
を
安
元
が
担
当
し
、稽
古
場
、劇
場
は

診
療
所
、自
宅
を
改
装
し
て
充
て
た
。安
元
に
は
住
民
と
連
帯
し
村

の
活
力
を
創
出
す
る
と
い
う
哲
学
が
あ
っ
た
。野
外
劇
場
の
建
設
が

実
現
し
た
の
も
そ
の
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。土
地
は
素
封
家

の
提
供
、経
費
は
有
志
の
寄
付
、労
務
は
村
民
の
奉
仕
で
あ
っ
た
。

　記
録
に
あ
る
五
十
本
の
上
演
戯
曲
に
は
新
劇
の
証
し
で
あ
る
チ

エ
ホ
フ
、ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
も
み
え
る
が
、青
年
団
の
相
撲
大
会
で
開

場
を
祝
っ
た
野
外
劇
場
に
芝
居
上
演
の
記
録
は
な
い
。劇
団
運
営
の

す
べ
て
だ
っ
た
安
元
が
急
逝
す
る
と
、嫩
葉
会
は
翌
年
に
追
善
公
演

を
行
っ
て
解
散
し
た
。村
人
の
心
を
照
ら
し
た
四
年
間
の
光
芒
。劇

場
は
や
が
て
土
に
埋
も
れ
た
。復
元
さ
れ
て
蘇
っ
た
の
は
平
成
二
十

九
年
の
暮
れ
で
あ
る
。地
元
山
春
小
児
童
が
合
唱
と
ダ
ン
ス
で
再
生

を
祝
っ
た
。嫩
葉
は
再
び
芽
吹
き
、確
か
に
引
き
継
が
れ
た
。

（
文
・
山
﨑  

潔
）

　九
州
山
地
に
近
い
村
里
に
移
り
住
み
、田
園
を
一
望
す
る
丘
で

「
円
形
劇
場
の
由
来
」の
看
板
を
見
た
と
き
の
驚
き
を
忘
れ
ら
れ
な

い
。丘
陵
に
果
樹
園
、平
野
部
の
田
畑
と
ハ
ウ
ス
栽
培
の
点
景
が
美

し
い
福
岡
県
う
き
は
市
。大
正
時
代
に
野
外
劇
場
が
存
在
し
た
と
い

う「
説
明
」を
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。円
形
劇
場
と
い
え

ば
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、西
洋
演
劇
の
ル
ー
ツ
だ
か
ら
で
あ
る
。「
安
元
知

之
氏
を
中
心
と
し
た

わ
か 

ば 

か
い

嫩
葉
会
の
設
計
に
よ
る
」を
頼
り
に
足
跡
を
た

ど
り
、農
民
劇
団
と
野
外
劇
場
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　芸
術
を
熱
愛
す
る
安
元
は
家
業
の
医
院
を
継
ぐ
三
十
四
歳
で

あ
っ
た
。人
々
の
暮
ら
し
は
等
し
く
貧
し
く
、文
化・娯
楽
に
恵
ま
れ

な
い
地
域
の
情
況
へ
の
憂
慮
と
芸
術
へ
の
熱
情
が
化
学
反
応
を
起
こ

し
た
と
言
っ
て
い
い
。時
代
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
。松
井
須

磨
子
の
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
が
評
判
と
な
り
、ヒ
ロ
イ
ン
が
師
の
島
村
抱
月

を
追
っ
て
自
殺
す
る
衝
撃
も
あ
っ
て
新
時
代
の
思
潮
は
地
方
の
イ
ン

テ
リ
層
に
も
お
よ
ん
だ
。安
元
の
思
い
は
演
劇
に
凝
結
し
て
若
者
た

ち
を
巻
き
込
む
演
劇
集
団「
嫩
葉
会
」の
旗
揚
げ
と
な
っ
た
。

　大
正
十
二
年
四
月
。「
芝
居
」し
か
知
ら
な
い
村
里
に
、「
新
劇
」は

そ
れ
だ
け
で
新
し
か
っ
た
。劇
団
員
二
十
余
人
。農
業
青
年
の
ほ
か
に

様
々
な
職
種
の
人
が
い
て〝
女
優
〞は
看
護
婦
で
あ
っ
た
。脚
本
、演
出

所在地：うきは市浮羽町山北
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（満37歳没）
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復元された野外円形劇場（道の駅うきはの西隣り）
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バックナンバーのお知らせ

2

62 18121

今
月
の
一
枚  

「
皇
帝
パ
レ
ー
ド（
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
）」

「皇帝パレード」に参加した親和銀行行員

九州を知る！ マンスリーコラム

農村青年ニ娯楽ト文化ヲ。  安元 知之

C O N T E N T S

To p  I n t e r v i e w

36 寄稿

三菱総合研究所　MONTHLY REVIEW

52

56

アジア駐在員報告（バンコク）

貿易お役立ち情報

FFGニュース50

経営を語る!　マーク・ザッカーバーグ60

DATA in 九州　メロンの収穫量59

66 ASIAN BOOKS

日本食で一代を築いた成功者、
タン・パーサコンナティーの終わりなき物語

68 九州の達人
世界ボウリング選手権男女大会2017
女子シングルス優勝

今井 双葉「FFG調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにて
ご覧いただけます。 http://www.fukuoka-fg.com/

　
今
月
の
一
枚
は
、平
成
30
年
2
月
17
日

（
土
）に
開
催
さ
れ
た
、長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る「
皇
帝
パ
レ
ー
ド（
※
）」に
参
加
し
た

親
和
銀
行
行
員
の
写
真
で
す
。

　
32
名
の
親
和
銀
行
行
員
が
総
勢
約

1
5
0
名
か
ら
な
る
パ
レ
ー
ド
の
先
陣
を

切
る
と
と
も
に
、皇
帝
役
を
務
め
た
サ
ッ

カ
ー
J
1
、V・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
村
上

佑
介
前
主
将
が
乗
っ
た
神
輿
を
担
い
で

歩
く
な
ど
、パ
レ
ー
ド
を
大
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。パ
レ
ー
ド
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、商
店
街
や
沿
道
は
県
内
外
か
ら

の
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
F
F
G
で
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の
伝

統
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、地

域
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
）皇
帝
パ
レ
ー
ド
…
清
朝
時
代
の
お
正
月
に
皇
帝
・
皇

后
が
そ
ろ
っ
て
町
中
に
出
か
け
、民
衆
と
一
緒
に
新

し
い
年
を
祝
う
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
パ
レ
ー
ド

6824 43 5244

44 九州の逸品　博多織

　北九州市の洞海湾地区一帯は、八幡製鐵所を中心とした
大きな工業地帯が形成されており、24時間体制で私たちの
身の回りの製品の素材を作り続けています。その工場群が
放つ圧倒的なスケール感を感じるのは昼間だけではありま
せん。工場が稼動する夜は、工場群が放つさまざまな光が近
未来都市や巨大な要塞を彷彿とさせます。
　海面を照らす灯りも幻想的で、あたかも宇宙空間を遊泳
するかのような不思議な感覚に魅了されることでしょう。
　毎週土曜日の夜には地元のフェリー会社により「夜景鑑
賞定期クルーズ」が運行されているほか、夏には「ビアク
ルーズ」も運行されています。（撮影者：東 淳二氏）
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一
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「
皇
帝
パ
レ
ー
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長
崎
ラ
ン
タ
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ェ
ス
ティ
バ
ル
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今
月
の
一
枚
は
、平
成
30
年
2
月
17
日

（
土
）に
開
催
さ
れ
た
、長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る「
皇
帝
パ
レ
ー
ド（
※
）」に
参
加
し
た

親
和
銀
行
行
員
の
写
真
で
す
。

　
32
名
の
親
和
銀
行
行
員
が
総
勢
約

1
5
0
名
か
ら
な
る
パ
レ
ー
ド
の
先
陣
を

切
る
と
と
も
に
、皇
帝
役
を
務
め
た
サ
ッ

カ
ー
J
1
、V・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
村
上

佑
介
前
主
将
が
乗
っ
た
神
輿
を
担
い
で

歩
く
な
ど
、パ
レ
ー
ド
を
大
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。パ
レ
ー
ド
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、商
店
街
や
沿
道
は
県
内
外
か
ら

の
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
F
F
G
で
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の
伝

統
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、地

域
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
）皇
帝
パ
レ
ー
ド
…
清
朝
時
代
の
お
正
月
に
皇
帝
・
皇

后
が
そ
ろ
っ
て
町
中
に
出
か
け
、民
衆
と
一
緒
に
新

し
い
年
を
祝
う
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
パ
レ
ー
ド

6824 43 5244
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あんの循環器内科前（左から阿武代表、柴戸頭取）あんの循環器内科前（左から阿武代表、柴戸頭取）

■会社概要

「
治
す
・
支
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、

私
た
ち
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
で
、

地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
た
い
。取

引
店
／
福
岡
銀
行 

宇
部
支
店

阿
武 

義
人 

氏

代
　表

理
事
長

創業：1922年／設立：1993年／所在地：山口県山口市／資本金：
800万円／従業員：846名（グループ）（平成29年12月1日現在）／
事業内容：医療事業、介護事業、障がい事業、子育て事業、食事業、
農事業、生活支援事業／事業拠点：（本部）山口県山口市、（支店）山
口県山口市・東京都世田谷区･大田区

青
藍
会
グ
ル
ー
プ

医
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法
人
社
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青
藍
会
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ん
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し
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せ
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ら
ん  
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5

わ
た
っ
て
支
え
る
こ
と
に
最
善
を
尽
く
し
、そ
こ
で
働

い
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
ま
す
」を
理
念
に
掲

げ
、こ
れ
か
ら
も
大
胆
、そ
し
て
細
心
に
挑
戦
を
続
け

ま
す
。施
設
の
多
く
は「
ハ
ー
ト
」「
は
あ
と
」の
冠
を

つ
け
、♥
マ
ー
ク
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
い
ま
す
。地
域
の

皆
様
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の「
困
っ
た
」に
真
っ
先
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
る「
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
」と
し
て
、4
年
後
の
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
良
く
提
供
す
る
た
め
に
は
、職

員
に
と
っ
て
も
良
い
職
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

女
性
が
出
産
後
復
帰
し
や
す
い
制
度
を
整
え
、「
く

る
み
ん
マ
ー
ク
」で
知
ら
れ
る
厚
生
労
働
大
臣
認
定

の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
に
初
め
て
グ
ル
ー
プ
で
２

年
連
続
選
ば
れ
、高
い
水
準
の
取
り
組
み
企
業
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。山
口
県
か
ら
は
昨
年
12
月
、「
や
ま

ぐ
ち
子
育
て
応
援
優
良
企
業
」と
し
て
表
彰
さ
れ
、

併
せ
て
部
下
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
理
解
の
あ

る
上
司
と
し
て
人
事
部
長
が「
や
ま
ぐ
ち
イ
ク
ボ
ス
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
に
は
、山
口
市
で
日
本
語
学
校（
定
員

80
人
）を
開
設
し
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
若
者

を
受
け
入
れ
、日
本
語
と
介
護
技
術
を
学
ん
で
も
ら

い
、今
後
急
速
に
高
齢
社
会
を
迎
え
る
母
国
で
の
介

護
の
指
導
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。ア

ジ
ア
の
玄
関
口
で
あ
る
福
岡
を
経
由
し
て
東
ア
ジ
ア

と
の
交
流
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
グ
ル
ー
プ
は「
私
た
ち
は
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
分
野
で
、地
域
の
方
々
の
生
活
を
生
涯
に

　
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。デ

イ
ケ
ア
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、身
体
機
能

や
意
欲
向
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、ハ
ー
ト
ホ
ー

ム（
介
護
老
人
保
健
施
設
）で
は
、専
門
性
の
高
い
個

別
訓
練
で
在
宅
生
活
継
続
の
支
援
を
行
い
ま
す
。認

知
症
の
方
が
、脳
活
性
リ
ハ
ビ
リ（
認
知
症
ケ
ア
）を

行
う
通
所
介
護
施
設
は
、山
口
市
内
に
11
か
所
あ
り

ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
で
は
、児
童
発
達
支

援
、就
労
移
行・継
続
支
援
な
ど
を
行
い
、農
園
で
の

イ
チ
ゴ
栽
培
や
グ
ル
ー
プ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
等

で
の
訓
練
を
通
じ
て
、就
職
、家
庭
づ
く
り
と
社
会

で
の
独
り
立
ち
を
目
標
に
し
ま
す
。ま
た
、高
齢
者

の
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
や
、夜
間
も
対
応
す
る
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
の
訪
問
介
護
看
護
も
行
っ
て
い

ま
す
。

（
※
１
）生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡

婦
福
祉
法
、老
人
福
祉
法
、身
体
障
害
者
福
祉
法
、知
的

障
害
者
福
祉
法

（
※
２
）安
定
し
た
収
入
を
持
た
な
い
子
を
養
い
続
け
て
き
た
親

が
、高
齢
に
よ
り
働
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
、支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
周
囲
か
ら
孤
立
し
困
窮
に
追
い
込
ま
れ

る
問
題
。80
歳（
ま
た
は
70
歳
）の
親
が
50
歳（
ま
た
は
40

歳
）の
子
を
養
い
続
け
る
こ
と
を
表
し
て
い
る

1.訪問時の記念写真／2.リハビリテーション施設
の見学／3.代表自ら診療（見学風景）／4.はあと
保育園（山口市小郡平成町）。日本国内の主な建
築賞を10賞受賞／5.ハートハウス成城・はあと保
育園成城（東京都世田谷区）／6.保育士が子育て
をサポート／7.介護福祉士が地域の方々の自立し
た生活を支援／8.「はあと農園」ではイチゴ栽培を
通して障がい者の就労・交流の場を創出

阿武代表

「
支
え
る
」医
療
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う

し
て
、３
代
目
と
な
る
私
が
九
州
大
学
医
学
部
、山

口
大
学
医
学
部
で
循
環
器
科
を
学
ん
だ
後
、山
口
大

学
医
学
部
附
属
病
院
医
長
を
経
て
、1
9
9
0
年

（
平
成
２
年
）、虚
血
性
心
疾
患
な
ど
循
環
器
疾
患

を
中
心
に
対
応
す
る「
あ
ん
の
循
環
器
内
科
」を
開

院
し
、親
子
医
師
３
代
で
96
年
も
の
間
、地
域
の
医

療・福
祉
の
最
前
線
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
法
人
名
の「
青
藍
会
」は「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
、

藍
よ
り
青
し
」と
い
う

じ
ゅ
ん
し 

荀
子
の
言
葉
か
ら
、父・壽
人

が
命
名
し
ま
し
た
。「
次
世
代
が
学
び
や
努
力
で
精

進
し
、先
代
を
超
え
て
伸
び
て
ゆ
く
」と
い
う
末
広
が

り
の
思
い
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
名
に
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。私
は
法
人
設
立
と
と
も
に
理
事
長
に
就
き
、副

理
事
長
や
職
員
と
共
に
、時
代
の
変
化
に
添
う
地
域

医
療
・
福
祉
実
現
の
た
め
に
必
要
な
の
は
何
か
を
見

極
め
、事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
事
業
は
時
代
を
先
取
り
す
る
形
で
医

療・介
護・子
育
て・障
が
い
者
支
援・住
ま
い
な
ど
の

東
京
で
活
か
し
、東
京
で
の
新
し
い
技
術
を
学
ぶ
た

め
に
進
出
し
、世
田
谷
区
と
大
田
区
に
計
５
事
業
所

を
開
設
し
ま
し
た
。東
京
で
は
こ
れ
か
ら
渋
谷
区
で

も
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、I
T（
情
報
技
術
）を
駆

使
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を
相
互
交
流
で
山
口
で
も

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
福
祉
は
、戦
後
に
社
会
福
祉
六
法（
※
１
）

が
整
備
さ
れ
、2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）に
は
介

護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、育
児
と

介
護
の「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」や
、「
8
0
5
0（
ま
た
は

7
0
4
0
）問
題（
※
２
）」な
ど
、縦
割
り
の
支
援
制

度
で
は
対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
浮
き
出
て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
が
進
め
る「
地
域
共
生
社
会
」は
、制
度

や
サ
ー
ビ
ス
を
縦
割
り
に
せ
ず
、地
域
で
生
活
す
る

人
を
、丸
ご
と
支
え
る
仕
組
み
で
す
。暮
ら
し
の
中
の

医
療・福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野
の「
困
っ
た
」「
健
や
か
に

な
り
た
い
」な
ど
の
思
い
に
、迅
速
・
的
確
に
応
え
る

た
め
、地
域
包
括
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
て
、必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
や
関
係
機
関
と
の
調
整
・
連

絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
青
藍
会
グ
ル
ー
プ
は
、1
9
9
3
年（
平

成
５
年
）に「
あ
ん
の
循
環
器
内
科
」を
中
核
と
す
る

「
医
療
法
人
社
団 

青
藍
会
」を
創
設
し
、現
在
で
は
、

山
口
市
内
を
中
心
に
医
療・介
護・障
が
い・子
育
て・

食
・
農
・
生
活
支
援
事
業
を
展
開
し
、山
口・
東
京
の

23
拠
点
80
事
業
所
で
地
域
の
医
療・福
祉
を
支
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
と
し
て
の
創
業
は
1
9
2
2
年（
大

正
11
年
）ま
で
遡
り
ま
す
。京
都
帝
国
大
学
と
ド
イ

ツ
の
大
学
で
小
児
急
性
伝
染
病
を
研
究
し
て
い
た

祖
父
・

あ
ん 

の 

き
ん
づ
ち

阿
武
金
槌
が
、南
満
州
鉄
道
り
ょ
う
よ
う 

い 

い
ん

遼
陽
醫
院
院
長

を
経
て
、山
口
県
美
祢
郡
秋
芳
町（
現
・
美
祢
市
）に

「
阿
武
小
児
科
内
科
医
院
」を
開
院
し
ま
し
た
。こ

の
頃
は
、薬
品
が
高
価
で
、医
療
保
険
制
度
も
な
く
、

小
児
の
死
亡
が
と
て
も
多
か
っ
た
の
で
す
。２
代
目
と

な
る
父・あ
ん 

の 

ひ
さ 

と 

阿
武
壽
人
は
、九
州
帝
国
大
学
と
ア
メ
リ
カ

の
大
学
で
細
菌
学
と
呼
吸
器
を
研
究
し
、山
口
赤
十

字
病
院
副
院
長
を
経
て
、1
9
6
8
年（
昭
和
43

年
）に
拠
点
を
山
口
市
内
に
移
し「
阿
武
内
科
」を

開
院
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
生
活
習
慣
病
や
少
子
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、「
治
す
」医
療
と
と
も
に

分
野
で
拡
大
し
、山
口
市
内
で
は
19
拠
点
で
診
療

所・薬
局・通
所
型
介
護
施
設・入
居
型
介
護
施
設
な

ど
計
75
事
業
所（
2
0
1
7
年
末
現
在
）を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
ま
ち
を
ハ
ー
ト

で
つ
つ
み
た
い
。」で
す
。地
域
密
着
型
の
医
療・福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
基
盤
に
、高
齢
者
だ
け
で
な
く
、障
が
い

の
あ
る
方
、子
ど
も
な
ど
、地
域
の
人
々
が
一
人
ひ
と

り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、支
え
合
い
、

高
め
合
え
る「
地
域
共
生
社
会
」づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、高
齢
化
が
全
国
に
先
駆
け
て
進
ん
で
い

る
山
口
で
培
っ
た
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
技
術
を
、

時
代
の
変
化
に
添
い
、

山
口
・
東
京
で
80
事
業
所
を
展
開

「
困
っ
た
」に
応
え
る「
地
域
共
生
社
会
」

地
域
の
医
療
・
福
祉
を
支
え
続
け
て
96
年
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5

わ
た
っ
て
支
え
る
こ
と
に
最
善
を
尽
く
し
、そ
こ
で
働

い
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
ま
す
」を
理
念
に
掲

げ
、こ
れ
か
ら
も
大
胆
、そ
し
て
細
心
に
挑
戦
を
続
け

ま
す
。施
設
の
多
く
は「
ハ
ー
ト
」「
は
あ
と
」の
冠
を

つ
け
、♥
マ
ー
ク
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
い
ま
す
。地
域
の

皆
様
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の「
困
っ
た
」に
真
っ
先
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
る「
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
」と
し
て
、4
年
後
の
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
良
く
提
供
す
る
た
め
に
は
、職

員
に
と
っ
て
も
良
い
職
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

女
性
が
出
産
後
復
帰
し
や
す
い
制
度
を
整
え
、「
く

る
み
ん
マ
ー
ク
」で
知
ら
れ
る
厚
生
労
働
大
臣
認
定

の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
に
初
め
て
グ
ル
ー
プ
で
２

年
連
続
選
ば
れ
、高
い
水
準
の
取
り
組
み
企
業
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。山
口
県
か
ら
は
昨
年
12
月
、「
や
ま

ぐ
ち
子
育
て
応
援
優
良
企
業
」と
し
て
表
彰
さ
れ
、

併
せ
て
部
下
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
理
解
の
あ

る
上
司
と
し
て
人
事
部
長
が「
や
ま
ぐ
ち
イ
ク
ボ
ス
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
に
は
、山
口
市
で
日
本
語
学
校（
定
員

80
人
）を
開
設
し
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
若
者

を
受
け
入
れ
、日
本
語
と
介
護
技
術
を
学
ん
で
も
ら

い
、今
後
急
速
に
高
齢
社
会
を
迎
え
る
母
国
で
の
介

護
の
指
導
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。ア

ジ
ア
の
玄
関
口
で
あ
る
福
岡
を
経
由
し
て
東
ア
ジ
ア

と
の
交
流
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
グ
ル
ー
プ
は「
私
た
ち
は
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
分
野
で
、地
域
の
方
々
の
生
活
を
生
涯
に

　
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。デ

イ
ケ
ア
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、身
体
機
能

や
意
欲
向
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、ハ
ー
ト
ホ
ー

ム（
介
護
老
人
保
健
施
設
）で
は
、専
門
性
の
高
い
個

別
訓
練
で
在
宅
生
活
継
続
の
支
援
を
行
い
ま
す
。認

知
症
の
方
が
、脳
活
性
リ
ハ
ビ
リ（
認
知
症
ケ
ア
）を

行
う
通
所
介
護
施
設
は
、山
口
市
内
に
11
か
所
あ
り

ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
で
は
、児
童
発
達
支

援
、就
労
移
行・継
続
支
援
な
ど
を
行
い
、農
園
で
の

イ
チ
ゴ
栽
培
や
グ
ル
ー
プ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
等

で
の
訓
練
を
通
じ
て
、就
職
、家
庭
づ
く
り
と
社
会

で
の
独
り
立
ち
を
目
標
に
し
ま
す
。ま
た
、高
齢
者

の
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
や
、夜
間
も
対
応
す
る
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
の
訪
問
介
護
看
護
も
行
っ
て
い

ま
す
。

（
※
１
）生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡

婦
福
祉
法
、老
人
福
祉
法
、身
体
障
害
者
福
祉
法
、知
的

障
害
者
福
祉
法

（
※
２
）安
定
し
た
収
入
を
持
た
な
い
子
を
養
い
続
け
て
き
た
親

が
、高
齢
に
よ
り
働
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
、支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
周
囲
か
ら
孤
立
し
困
窮
に
追
い
込
ま
れ

る
問
題
。80
歳（
ま
た
は
70
歳
）の
親
が
50
歳（
ま
た
は
40

歳
）の
子
を
養
い
続
け
る
こ
と
を
表
し
て
い
る

1.訪問時の記念写真／2.リハビリテーション施設
の見学／3.代表自ら診療（見学風景）／4.はあと
保育園（山口市小郡平成町）。日本国内の主な建
築賞を10賞受賞／5.ハートハウス成城・はあと保
育園成城（東京都世田谷区）／6.保育士が子育て
をサポート／7.介護福祉士が地域の方々の自立し
た生活を支援／8.「はあと農園」ではイチゴ栽培を
通して障がい者の就労・交流の場を創出

阿武代表

「
支
え
る
」医
療
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う

し
て
、３
代
目
と
な
る
私
が
九
州
大
学
医
学
部
、山

口
大
学
医
学
部
で
循
環
器
科
を
学
ん
だ
後
、山
口
大

学
医
学
部
附
属
病
院
医
長
を
経
て
、1
9
9
0
年

（
平
成
２
年
）、虚
血
性
心
疾
患
な
ど
循
環
器
疾
患

を
中
心
に
対
応
す
る「
あ
ん
の
循
環
器
内
科
」を
開

院
し
、親
子
医
師
３
代
で
96
年
も
の
間
、地
域
の
医

療・福
祉
の
最
前
線
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
法
人
名
の「
青
藍
会
」は「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
、

藍
よ
り
青
し
」と
い
う

じ
ゅ
ん
し 

荀
子
の
言
葉
か
ら
、父・壽
人

が
命
名
し
ま
し
た
。「
次
世
代
が
学
び
や
努
力
で
精

進
し
、先
代
を
超
え
て
伸
び
て
ゆ
く
」と
い
う
末
広
が

り
の
思
い
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
名
に
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。私
は
法
人
設
立
と
と
も
に
理
事
長
に
就
き
、副

理
事
長
や
職
員
と
共
に
、時
代
の
変
化
に
添
う
地
域

医
療
・
福
祉
実
現
の
た
め
に
必
要
な
の
は
何
か
を
見

極
め
、事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
事
業
は
時
代
を
先
取
り
す
る
形
で
医

療・介
護・子
育
て・障
が
い
者
支
援・住
ま
い
な
ど
の

東
京
で
活
か
し
、東
京
で
の
新
し
い
技
術
を
学
ぶ
た

め
に
進
出
し
、世
田
谷
区
と
大
田
区
に
計
５
事
業
所

を
開
設
し
ま
し
た
。東
京
で
は
こ
れ
か
ら
渋
谷
区
で

も
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、I
T（
情
報
技
術
）を
駆

使
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を
相
互
交
流
で
山
口
で
も

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
福
祉
は
、戦
後
に
社
会
福
祉
六
法（
※
１
）

が
整
備
さ
れ
、2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）に
は
介

護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、育
児
と

介
護
の「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」や
、「
8
0
5
0（
ま
た
は

7
0
4
0
）問
題（
※
２
）」な
ど
、縦
割
り
の
支
援
制

度
で
は
対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
浮
き
出
て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
が
進
め
る「
地
域
共
生
社
会
」は
、制
度

や
サ
ー
ビ
ス
を
縦
割
り
に
せ
ず
、地
域
で
生
活
す
る

人
を
、丸
ご
と
支
え
る
仕
組
み
で
す
。暮
ら
し
の
中
の

医
療・福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野
の「
困
っ
た
」「
健
や
か
に

な
り
た
い
」な
ど
の
思
い
に
、迅
速
・
的
確
に
応
え
る

た
め
、地
域
包
括
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
て
、必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
や
関
係
機
関
と
の
調
整
・
連

絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
青
藍
会
グ
ル
ー
プ
は
、1
9
9
3
年（
平

成
５
年
）に「
あ
ん
の
循
環
器
内
科
」を
中
核
と
す
る

「
医
療
法
人
社
団 

青
藍
会
」を
創
設
し
、現
在
で
は
、

山
口
市
内
を
中
心
に
医
療・介
護・障
が
い・子
育
て・

食
・
農
・
生
活
支
援
事
業
を
展
開
し
、山
口・
東
京
の

23
拠
点
80
事
業
所
で
地
域
の
医
療・福
祉
を
支
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
と
し
て
の
創
業
は
1
9
2
2
年（
大

正
11
年
）ま
で
遡
り
ま
す
。京
都
帝
国
大
学
と
ド
イ

ツ
の
大
学
で
小
児
急
性
伝
染
病
を
研
究
し
て
い
た

祖
父
・

あ
ん 

の 

き
ん
づ
ち

阿
武
金
槌
が
、南
満
州
鉄
道
り
ょ
う
よ
う 

い 

い
ん

遼
陽
醫
院
院
長

を
経
て
、山
口
県
美
祢
郡
秋
芳
町（
現
・
美
祢
市
）に

「
阿
武
小
児
科
内
科
医
院
」を
開
院
し
ま
し
た
。こ

の
頃
は
、薬
品
が
高
価
で
、医
療
保
険
制
度
も
な
く
、

小
児
の
死
亡
が
と
て
も
多
か
っ
た
の
で
す
。２
代
目
と

な
る
父・あ

ん 

の 

ひ
さ 

と 

阿
武
壽
人
は
、九
州
帝
国
大
学
と
ア
メ
リ
カ

の
大
学
で
細
菌
学
と
呼
吸
器
を
研
究
し
、山
口
赤
十

字
病
院
副
院
長
を
経
て
、1
9
6
8
年（
昭
和
43

年
）に
拠
点
を
山
口
市
内
に
移
し「
阿
武
内
科
」を

開
院
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
生
活
習
慣
病
や
少
子
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、「
治
す
」医
療
と
と
も
に

分
野
で
拡
大
し
、山
口
市
内
で
は
19
拠
点
で
診
療

所・薬
局・通
所
型
介
護
施
設・入
居
型
介
護
施
設
な

ど
計
75
事
業
所（
2
0
1
7
年
末
現
在
）を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
ま
ち
を
ハ
ー
ト

で
つ
つ
み
た
い
。」で
す
。地
域
密
着
型
の
医
療・福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
基
盤
に
、高
齢
者
だ
け
で
な
く
、障
が
い

の
あ
る
方
、子
ど
も
な
ど
、地
域
の
人
々
が
一
人
ひ
と

り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、支
え
合
い
、

高
め
合
え
る「
地
域
共
生
社
会
」づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、高
齢
化
が
全
国
に
先
駆
け
て
進
ん
で
い

る
山
口
で
培
っ
た
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
技
術
を
、

時
代
の
変
化
に
添
い
、

山
口
・
東
京
で
80
事
業
所
を
展
開

「
困
っ
た
」に
応
え
る「
地
域
共
生
社
会
」

地
域
の
医
療
・
福
祉
を
支
え
続
け
て
96
年
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わ
た
っ
て
支
え
る
こ
と
に
最
善
を
尽
く
し
、そ
こ
で
働

い
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
ま
す
」を
理
念
に
掲

げ
、こ
れ
か
ら
も
大
胆
、そ
し
て
細
心
に
挑
戦
を
続
け

ま
す
。施
設
の
多
く
は「
ハ
ー
ト
」「
は
あ
と
」の
冠
を

つ
け
、♥
マ
ー
ク
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
い
ま
す
。地
域
の

皆
様
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の「
困
っ
た
」に
真
っ
先
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
る「
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
」と
し
て
、4
年
後
の
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
良
く
提
供
す
る
た
め
に
は
、職

員
に
と
っ
て
も
良
い
職
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

女
性
が
出
産
後
復
帰
し
や
す
い
制
度
を
整
え
、「
く

る
み
ん
マ
ー
ク
」で
知
ら
れ
る
厚
生
労
働
大
臣
認
定

の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
に
初
め
て
グ
ル
ー
プ
で
２

年
連
続
選
ば
れ
、高
い
水
準
の
取
り
組
み
企
業
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。山
口
県
か
ら
は
昨
年
12
月
、「
や
ま

ぐ
ち
子
育
て
応
援
優
良
企
業
」と
し
て
表
彰
さ
れ
、

併
せ
て
部
下
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
理
解
の
あ

る
上
司
と
し
て
人
事
部
長
が「
や
ま
ぐ
ち
イ
ク
ボ
ス
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
に
は
、山
口
市
で
日
本
語
学
校（
定
員

80
人
）を
開
設
し
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
若
者

を
受
け
入
れ
、日
本
語
と
介
護
技
術
を
学
ん
で
も
ら

い
、今
後
急
速
に
高
齢
社
会
を
迎
え
る
母
国
で
の
介

護
の
指
導
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。ア

ジ
ア
の
玄
関
口
で
あ
る
福
岡
を
経
由
し
て
東
ア
ジ
ア

と
の
交
流
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
グ
ル
ー
プ
は「
私
た
ち
は
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
分
野
で
、地
域
の
方
々
の
生
活
を
生
涯
に

　
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。デ

イ
ケ
ア
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、身
体
機
能

や
意
欲
向
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、ハ
ー
ト
ホ
ー

ム（
介
護
老
人
保
健
施
設
）で
は
、専
門
性
の
高
い
個

別
訓
練
で
在
宅
生
活
継
続
の
支
援
を
行
い
ま
す
。認

知
症
の
方
が
、脳
活
性
リ
ハ
ビ
リ（
認
知
症
ケ
ア
）を

行
う
通
所
介
護
施
設
は
、山
口
市
内
に
11
か
所
あ
り

ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
で
は
、児
童
発
達
支

援
、就
労
移
行・継
続
支
援
な
ど
を
行
い
、農
園
で
の

イ
チ
ゴ
栽
培
や
グ
ル
ー
プ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
等

で
の
訓
練
を
通
じ
て
、就
職
、家
庭
づ
く
り
と
社
会

で
の
独
り
立
ち
を
目
標
に
し
ま
す
。ま
た
、高
齢
者

の
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
や
、夜
間
も
対
応
す
る
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
の
訪
問
介
護
看
護
も
行
っ
て
い

ま
す
。

（
※
１
）生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡

婦
福
祉
法
、老
人
福
祉
法
、身
体
障
害
者
福
祉
法
、知
的

障
害
者
福
祉
法

（
※
２
）安
定
し
た
収
入
を
持
た
な
い
子
を
養
い
続
け
て
き
た
親

が
、高
齢
に
よ
り
働
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
、支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
周
囲
か
ら
孤
立
し
困
窮
に
追
い
込
ま
れ

る
問
題
。80
歳（
ま
た
は
70
歳
）の
親
が
50
歳（
ま
た
は
40

歳
）の
子
を
養
い
続
け
る
こ
と
を
表
し
て
い
る

　山口県内を拠点に、医師である阿武代表をはじめ、看護師、介護士、理学・
作業療法士などの専門家が一体となり、時代の変化に応じた医療体制を
整え、地域の皆様の健康を支えておられます。
　また、東アジアから留学生を受け入れ、今後急速に高齢化が進むと予想
される東アジアの介護指導者の育成を進められるなど、国内はもとより、アジア
諸国の高齢者ケアの充実にも取り組まれています。貴グループが培われた
医療・福祉の知識や経験が、さらに多くの地域の方たちの健康と幸せな生活
の実現に繋がることを期待しています。

青藍会グループ 医療法人社団 青藍会Top  I nt e r v ie w

インタビューを終えて

「
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」と
し
て

1
0
0
周
年
を
迎
え
た
い

最前列左4番目から阿武副代表、阿武代表、柴戸頭取、田中支店長（福岡銀行）

「
支
え
る
」医
療
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う

し
て
、３
代
目
と
な
る
私
が
九
州
大
学
医
学
部
、山

口
大
学
医
学
部
で
循
環
器
科
を
学
ん
だ
後
、山
口
大

学
医
学
部
附
属
病
院
医
長
を
経
て
、1
9
9
0
年

（
平
成
２
年
）、虚
血
性
心
疾
患
な
ど
循
環
器
疾
患

を
中
心
に
対
応
す
る「
あ
ん
の
循
環
器
内
科
」を
開

院
し
、親
子
医
師
３
代
で
96
年
も
の
間
、地
域
の
医

療・福
祉
の
最
前
線
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
法
人
名
の「
青
藍
会
」は「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
、

藍
よ
り
青
し
」と
い
う

じ
ゅ
ん
し 

荀
子
の
言
葉
か
ら
、父・壽
人

が
命
名
し
ま
し
た
。「
次
世
代
が
学
び
や
努
力
で
精

進
し
、先
代
を
超
え
て
伸
び
て
ゆ
く
」と
い
う
末
広
が

り
の
思
い
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
名
に
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。私
は
法
人
設
立
と
と
も
に
理
事
長
に
就
き
、副

理
事
長
や
職
員
と
共
に
、時
代
の
変
化
に
添
う
地
域

医
療
・
福
祉
実
現
の
た
め
に
必
要
な
の
は
何
か
を
見

極
め
、事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
事
業
は
時
代
を
先
取
り
す
る
形
で
医

療・介
護・子
育
て・障
が
い
者
支
援・住
ま
い
な
ど
の

東
京
で
活
か
し
、東
京
で
の
新
し
い
技
術
を
学
ぶ
た

め
に
進
出
し
、世
田
谷
区
と
大
田
区
に
計
５
事
業
所

を
開
設
し
ま
し
た
。東
京
で
は
こ
れ
か
ら
渋
谷
区
で

も
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、I
T（
情
報
技
術
）を
駆

使
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を
相
互
交
流
で
山
口
で
も

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
福
祉
は
、戦
後
に
社
会
福
祉
六
法（
※
１
）

が
整
備
さ
れ
、2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）に
は
介

護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、育
児
と

介
護
の「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」や
、「
8
0
5
0（
ま
た
は

7
0
4
0
）問
題（
※
２
）」な
ど
、縦
割
り
の
支
援
制

度
で
は
対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
浮
き
出
て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
が
進
め
る「
地
域
共
生
社
会
」は
、制
度

や
サ
ー
ビ
ス
を
縦
割
り
に
せ
ず
、地
域
で
生
活
す
る

人
を
、丸
ご
と
支
え
る
仕
組
み
で
す
。暮
ら
し
の
中
の

医
療・福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野
の「
困
っ
た
」「
健
や
か
に

な
り
た
い
」な
ど
の
思
い
に
、迅
速
・
的
確
に
応
え
る

た
め
、地
域
包
括
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
て
、必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
や
関
係
機
関
と
の
調
整
・
連

絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
青
藍
会
グ
ル
ー
プ
は
、1
9
9
3
年（
平

成
５
年
）に「
あ
ん
の
循
環
器
内
科
」を
中
核
と
す
る

「
医
療
法
人
社
団 

青
藍
会
」を
創
設
し
、現
在
で
は
、

山
口
市
内
を
中
心
に
医
療・介
護・障
が
い・子
育
て・

食
・
農
・
生
活
支
援
事
業
を
展
開
し
、山
口・
東
京
の

23
拠
点
80
事
業
所
で
地
域
の
医
療・福
祉
を
支
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
と
し
て
の
創
業
は
1
9
2
2
年（
大

正
11
年
）ま
で
遡
り
ま
す
。京
都
帝
国
大
学
と
ド
イ

ツ
の
大
学
で
小
児
急
性
伝
染
病
を
研
究
し
て
い
た

祖
父
・

あ
ん 

の 

き
ん
づ
ち

阿
武
金
槌
が
、南
満
州
鉄
道
り
ょ
う
よ
う 

い 

い
ん

遼
陽
醫
院
院
長

を
経
て
、山
口
県
美
祢
郡
秋
芳
町（
現
・
美
祢
市
）に

「
阿
武
小
児
科
内
科
医
院
」を
開
院
し
ま
し
た
。こ

の
頃
は
、薬
品
が
高
価
で
、医
療
保
険
制
度
も
な
く
、

小
児
の
死
亡
が
と
て
も
多
か
っ
た
の
で
す
。２
代
目
と

な
る
父・あ
ん 

の 

ひ
さ 

と 

阿
武
壽
人
は
、九
州
帝
国
大
学
と
ア
メ
リ
カ

の
大
学
で
細
菌
学
と
呼
吸
器
を
研
究
し
、山
口
赤
十

字
病
院
副
院
長
を
経
て
、1
9
6
8
年（
昭
和
43

年
）に
拠
点
を
山
口
市
内
に
移
し「
阿
武
内
科
」を

開
院
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
生
活
習
慣
病
や
少
子
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、「
治
す
」医
療
と
と
も
に

分
野
で
拡
大
し
、山
口
市
内
で
は
19
拠
点
で
診
療

所・薬
局・通
所
型
介
護
施
設・入
居
型
介
護
施
設
な

ど
計
75
事
業
所（
2
0
1
7
年
末
現
在
）を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
ま
ち
を
ハ
ー
ト

で
つ
つ
み
た
い
。」で
す
。地
域
密
着
型
の
医
療・福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
基
盤
に
、高
齢
者
だ
け
で
な
く
、障
が
い

の
あ
る
方
、子
ど
も
な
ど
、地
域
の
人
々
が
一
人
ひ
と

り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、支
え
合
い
、

高
め
合
え
る「
地
域
共
生
社
会
」づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、高
齢
化
が
全
国
に
先
駆
け
て
進
ん
で
い

る
山
口
で
培
っ
た
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
技
術
を
、

福岡銀行　取締役頭取　 柴戸 　成

働くスタッフの
声・様子を
ご覧ください!
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わ
た
っ
て
支
え
る
こ
と
に
最
善
を
尽
く
し
、そ
こ
で
働

い
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
ま
す
」を
理
念
に
掲

げ
、こ
れ
か
ら
も
大
胆
、そ
し
て
細
心
に
挑
戦
を
続
け

ま
す
。施
設
の
多
く
は「
ハ
ー
ト
」「
は
あ
と
」の
冠
を

つ
け
、♥
マ
ー
ク
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
い
ま
す
。地
域
の

皆
様
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の「
困
っ
た
」に
真
っ
先
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
る「
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
」と
し
て
、4
年
後
の
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
良
く
提
供
す
る
た
め
に
は
、職

員
に
と
っ
て
も
良
い
職
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

女
性
が
出
産
後
復
帰
し
や
す
い
制
度
を
整
え
、「
く

る
み
ん
マ
ー
ク
」で
知
ら
れ
る
厚
生
労
働
大
臣
認
定

の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
に
初
め
て
グ
ル
ー
プ
で
２

年
連
続
選
ば
れ
、高
い
水
準
の
取
り
組
み
企
業
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。山
口
県
か
ら
は
昨
年
12
月
、「
や
ま

ぐ
ち
子
育
て
応
援
優
良
企
業
」と
し
て
表
彰
さ
れ
、

併
せ
て
部
下
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
理
解
の
あ

る
上
司
と
し
て
人
事
部
長
が「
や
ま
ぐ
ち
イ
ク
ボ
ス
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
に
は
、山
口
市
で
日
本
語
学
校（
定
員

80
人
）を
開
設
し
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
若
者

を
受
け
入
れ
、日
本
語
と
介
護
技
術
を
学
ん
で
も
ら

い
、今
後
急
速
に
高
齢
社
会
を
迎
え
る
母
国
で
の
介

護
の
指
導
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。ア

ジ
ア
の
玄
関
口
で
あ
る
福
岡
を
経
由
し
て
東
ア
ジ
ア

と
の
交
流
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
グ
ル
ー
プ
は「
私
た
ち
は
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
分
野
で
、地
域
の
方
々
の
生
活
を
生
涯
に

　
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。デ

イ
ケ
ア
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、身
体
機
能

や
意
欲
向
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、ハ
ー
ト
ホ
ー

ム（
介
護
老
人
保
健
施
設
）で
は
、専
門
性
の
高
い
個

別
訓
練
で
在
宅
生
活
継
続
の
支
援
を
行
い
ま
す
。認

知
症
の
方
が
、脳
活
性
リ
ハ
ビ
リ（
認
知
症
ケ
ア
）を

行
う
通
所
介
護
施
設
は
、山
口
市
内
に
11
か
所
あ
り

ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
で
は
、児
童
発
達
支

援
、就
労
移
行・継
続
支
援
な
ど
を
行
い
、農
園
で
の

イ
チ
ゴ
栽
培
や
グ
ル
ー
プ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
等

で
の
訓
練
を
通
じ
て
、就
職
、家
庭
づ
く
り
と
社
会

で
の
独
り
立
ち
を
目
標
に
し
ま
す
。ま
た
、高
齢
者

の
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
や
、夜
間
も
対
応
す
る
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
の
訪
問
介
護
看
護
も
行
っ
て
い

ま
す
。

（
※
１
）生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡

婦
福
祉
法
、老
人
福
祉
法
、身
体
障
害
者
福
祉
法
、知
的

障
害
者
福
祉
法

（
※
２
）安
定
し
た
収
入
を
持
た
な
い
子
を
養
い
続
け
て
き
た
親

が
、高
齢
に
よ
り
働
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
、支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
周
囲
か
ら
孤
立
し
困
窮
に
追
い
込
ま
れ

る
問
題
。80
歳（
ま
た
は
70
歳
）の
親
が
50
歳（
ま
た
は
40

歳
）の
子
を
養
い
続
け
る
こ
と
を
表
し
て
い
る

　山口県内を拠点に、医師である阿武代表をはじめ、看護師、介護士、理学・
作業療法士などの専門家が一体となり、時代の変化に応じた医療体制を
整え、地域の皆様の健康を支えておられます。
　また、東アジアから留学生を受け入れ、今後急速に高齢化が進むと予想
される東アジアの介護指導者の育成を進められるなど、国内はもとより、アジア
諸国の高齢者ケアの充実にも取り組まれています。貴グループが培われた
医療・福祉の知識や経験が、さらに多くの地域の方たちの健康と幸せな生活
の実現に繋がることを期待しています。
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インタビューを終えて

「
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」と
し
て

1
0
0
周
年
を
迎
え
た
い

最前列左4番目から阿武副代表、阿武代表、柴戸頭取、田中支店長（福岡銀行）

「
支
え
る
」医
療
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う

し
て
、３
代
目
と
な
る
私
が
九
州
大
学
医
学
部
、山

口
大
学
医
学
部
で
循
環
器
科
を
学
ん
だ
後
、山
口
大

学
医
学
部
附
属
病
院
医
長
を
経
て
、1
9
9
0
年

（
平
成
２
年
）、虚
血
性
心
疾
患
な
ど
循
環
器
疾
患

を
中
心
に
対
応
す
る「
あ
ん
の
循
環
器
内
科
」を
開

院
し
、親
子
医
師
３
代
で
96
年
も
の
間
、地
域
の
医

療・福
祉
の
最
前
線
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
法
人
名
の「
青
藍
会
」は「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
、

藍
よ
り
青
し
」と
い
う

じ
ゅ
ん
し 

荀
子
の
言
葉
か
ら
、父・壽
人

が
命
名
し
ま
し
た
。「
次
世
代
が
学
び
や
努
力
で
精

進
し
、先
代
を
超
え
て
伸
び
て
ゆ
く
」と
い
う
末
広
が

り
の
思
い
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
名
に
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。私
は
法
人
設
立
と
と
も
に
理
事
長
に
就
き
、副

理
事
長
や
職
員
と
共
に
、時
代
の
変
化
に
添
う
地
域

医
療
・
福
祉
実
現
の
た
め
に
必
要
な
の
は
何
か
を
見

極
め
、事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
事
業
は
時
代
を
先
取
り
す
る
形
で
医

療・介
護・子
育
て・障
が
い
者
支
援・住
ま
い
な
ど
の

東
京
で
活
か
し
、東
京
で
の
新
し
い
技
術
を
学
ぶ
た

め
に
進
出
し
、世
田
谷
区
と
大
田
区
に
計
５
事
業
所

を
開
設
し
ま
し
た
。東
京
で
は
こ
れ
か
ら
渋
谷
区
で

も
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、I
T（
情
報
技
術
）を
駆

使
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を
相
互
交
流
で
山
口
で
も

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
福
祉
は
、戦
後
に
社
会
福
祉
六
法（
※
１
）

が
整
備
さ
れ
、2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）に
は
介

護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、育
児
と

介
護
の「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」や
、「
8
0
5
0（
ま
た
は

7
0
4
0
）問
題（
※
２
）」な
ど
、縦
割
り
の
支
援
制

度
で
は
対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
浮
き
出
て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
が
進
め
る「
地
域
共
生
社
会
」は
、制
度

や
サ
ー
ビ
ス
を
縦
割
り
に
せ
ず
、地
域
で
生
活
す
る

人
を
、丸
ご
と
支
え
る
仕
組
み
で
す
。暮
ら
し
の
中
の

医
療・福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野
の「
困
っ
た
」「
健
や
か
に

な
り
た
い
」な
ど
の
思
い
に
、迅
速
・
的
確
に
応
え
る

た
め
、地
域
包
括
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
て
、必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
や
関
係
機
関
と
の
調
整
・
連

絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
青
藍
会
グ
ル
ー
プ
は
、1
9
9
3
年（
平

成
５
年
）に「
あ
ん
の
循
環
器
内
科
」を
中
核
と
す
る

「
医
療
法
人
社
団 

青
藍
会
」を
創
設
し
、現
在
で
は
、

山
口
市
内
を
中
心
に
医
療・介
護・障
が
い・子
育
て・

食
・
農
・
生
活
支
援
事
業
を
展
開
し
、山
口・
東
京
の

23
拠
点
80
事
業
所
で
地
域
の
医
療・福
祉
を
支
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
と
し
て
の
創
業
は
1
9
2
2
年（
大

正
11
年
）ま
で
遡
り
ま
す
。京
都
帝
国
大
学
と
ド
イ

ツ
の
大
学
で
小
児
急
性
伝
染
病
を
研
究
し
て
い
た

祖
父
・

あ
ん 

の 

き
ん
づ
ち

阿
武
金
槌
が
、南
満
州
鉄
道
り
ょ
う
よ
う 

い 

い
ん

遼
陽
醫
院
院
長

を
経
て
、山
口
県
美
祢
郡
秋
芳
町（
現
・
美
祢
市
）に

「
阿
武
小
児
科
内
科
医
院
」を
開
院
し
ま
し
た
。こ

の
頃
は
、薬
品
が
高
価
で
、医
療
保
険
制
度
も
な
く
、

小
児
の
死
亡
が
と
て
も
多
か
っ
た
の
で
す
。２
代
目
と

な
る
父・あ

ん 

の 

ひ
さ 

と 

阿
武
壽
人
は
、九
州
帝
国
大
学
と
ア
メ
リ
カ

の
大
学
で
細
菌
学
と
呼
吸
器
を
研
究
し
、山
口
赤
十

字
病
院
副
院
長
を
経
て
、1
9
6
8
年（
昭
和
43

年
）に
拠
点
を
山
口
市
内
に
移
し「
阿
武
内
科
」を

開
院
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
生
活
習
慣
病
や
少
子
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、「
治
す
」医
療
と
と
も
に

分
野
で
拡
大
し
、山
口
市
内
で
は
19
拠
点
で
診
療

所・薬
局・通
所
型
介
護
施
設・入
居
型
介
護
施
設
な

ど
計
75
事
業
所（
2
0
1
7
年
末
現
在
）を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
青
藍
会
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
ま
ち
を
ハ
ー
ト

で
つ
つ
み
た
い
。」で
す
。地
域
密
着
型
の
医
療・福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
基
盤
に
、高
齢
者
だ
け
で
な
く
、障
が
い

の
あ
る
方
、子
ど
も
な
ど
、地
域
の
人
々
が
一
人
ひ
と

り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、支
え
合
い
、

高
め
合
え
る「
地
域
共
生
社
会
」づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、高
齢
化
が
全
国
に
先
駆
け
て
進
ん
で
い

る
山
口
で
培
っ
た
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
技
術
を
、

福岡銀行　取締役頭取　 柴戸 　成

働くスタッフの
声・様子を
ご覧ください!
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■会社概要

株
式
会
社 

旅
館
壱
の
井

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

小
国
支
店

井
　貴
樹 

氏

代
表
取
締
役

創業：1995年／設立：2017年／所在地：熊本県阿蘇郡南小国町／
資本金：100万円／従業員：5名／事業内容：旅館業／事業拠点：熊
本県阿蘇郡南小国町

「旅館壱の井」前（左から井社長、竹下頭取）「旅館壱の井」前（左から井社長、竹下頭取）

リ
ニュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
和
洋
室
。　

聞
こ
え
て
く
る
鳥
の
声
と
、

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
心
を
癒
し
ま
す
。

い  

　
　
　
　
　  た 

か
　
　き

り
ょ
　か
ん
　い
ち
　
　
　  い
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■会社概要

株
式
会
社 

旅
館
壱
の
井

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

小
国
支
店

井
　貴
樹 

氏

代
表
取
締
役

創業：1995年／設立：2017年／所在地：熊本県阿蘇郡南小国町／
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和
洋
室
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小
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せ
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心
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。

い  

　
　
　
　
　  た 

か
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り
ょ
　か
ん
　い
ち
　
　
　  い
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静かな自然の中で
大切な方とゆっくりと
お過ごしください。

で
は
、在
庫
一
括
管
理
で
個
々
の
旅
館
の
効
率
化
を

図
り
、ス
タ
ッ
フ
は
接
客
に
よ
り
集
中
し
て
質
の
高
い

「
お
も
て
な
し
」を
提
供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
旅
館
は
一
泊
二
食
の
料
金
体
系
が
伝
統
で
す
が
、

食
事
は
周
辺
で
と
い
う
泊
食
分
離
を
望
む
お
客
様

も
増
加
傾
向
で
す
。黒
川
温
泉
で
は
地
域
の
食
材
生

産
者
ら
と
一
体
に
な
っ
て
、食
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

め
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
試
験
的
に
行
な
っ
て
お

り
、新
し
い
一
泊
の
過
ご
し
方
を
思
考
中
で
す
。

　
黒
川・南
小
国
町
も
人
口
減
や
過
疎
の
流
れ
は
深

刻
で
す
。「
黒
川
温
泉
一
旅
館
」の
概
念
は
素
晴
ら
し

く
、よ
り
広
く
浸
透
さ
せ
て
、観
光
や
農
業
、林
業
な

ど
様
々
な
分
野
の
人
た
ち
が
世
代
や
立
場
を
超
え
て

一
体
化
し
、雇
用
の
場
の
創
出
を
含
め
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
推
進
役
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

露
天
風
呂
が
作
れ
な
い
旅
館
が
２
軒
あ
り
、そ
こ
の

お
客
様
に
も〝
露
天
の
黒
川
〞を
満
喫
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
発
展
の
こ
う
し
た
転
機
に
お
い
て
は
、

当
時
の
先
代
達（
黒
川
温
泉
青
年
部
世
代
）の
若
い

パ
ワ
ー
と
発
想
が
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。時
に
は

激
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、黒
川
温
泉
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
を
保
つ
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
が
露
天
風
呂
で
有
名
に
な
っ
て
か
ら
、

私
た
ち
は
第
二・第
三
世
代
に
当
た
り
ま
す
。旅
行
は

個
人
化
、多
様
化
が
進
み
、こ
う
し
た
中
で
黒
川
の

魅
力
を
維
持
し
て
受
け
継
ぎ
、「
お
客
様
フ
ァ
ー
ス

ト
」で
い
か
に
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
満
足
し
て
い

た
だ
く
か
が
課
題
で
す
。

　
宿
泊
は
、ネ
ッ
ト
で
の
予
約
が
主
流
に
な
り
ま
し

た
。生
活
習
慣
や
文
化
が
異
な
る
訪
日
外
国
人
旅
行

者
も
増
え
て
い
ま
す
。８
年
前
に
観
光
旅
館
協
同
組

合
に
I
T
・
改
善
部
を
立
ち
上
げ
、黒
川
温
泉
予
約

も
統
一
化
さ
せ
I
T
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。最
近

　
魅
力
づ
く
り
で
は
、低
料
金
で
3
か
所
の
露
天
風

呂
が
楽
し
め
る
入
湯
手
形
や
、「
街
全
体
が
一
つ
の

宿
、通
り
は
廊
下
、各
旅
館
は
客
室
」と
見
立
て
た

「
黒
川
温
泉
い
ち一
旅
館
」と
い
う
活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
の
街
づ
く
り
は
、観
光
旅
館
協
同
組

合
や
観
光
協
会
、地
元
自
治
会
、そ
れ
に
自
治
体
主

体
で
行
う
街
並
み
整
備
事
業
で
住
民
協
定
を
結
び
、

地
域
が
一
つ
の
運
命
共
同
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
景
観
づ
く
り
で
は
、黒
色
を
基
調
に
し
た
統
一
共

同
看
板
を
設
け
、建
物
の
屋
根
や
壁
な
ど
の
色
も
黒

や
こ
げ
茶
系
で
統
一
し
ま
し
た
。山
里
に
聞
こ
え
る

鳥
の
さ
え
ず
り
と
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
…
…
統
一
感
の

あ
る
街
並
み
と
素
朴
で
心
が
癒
さ
れ
る
雰
囲
気
づ
く

り
の
た
め
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
壊
し
て
四
季
を
彩
る
雑
木

も
植
え
ま
し
た
。

　
入
湯
手
形
は
、日
帰
り
客
も
利
用
で
き
大
ヒ
ッ
ト

し
ま
し
た
。売
り
出
し
の
背
景
に
は
、敷
地
の
都
合
で

1.湯の香漂う天然硫黄泉 露天風呂「木立の湯」。
四季折々の自然が目前に広がる／2.リニューアル
した大浴場（内湯）。天井の梁を眺めながらゆっくり
入浴できる／3.4.リニューアルした貸切風呂（見学
風景）／5.リニューアルした和洋室。和座敷に縁側
と広 と々したモダンな空間／6.取材中の一コマ。赤
ちゃんを抱っこした若女将と談笑／7.メッセージ

井社長

当
然
と
い
う
成
り
行
き
で
福
岡
県
大
牟
田
市
に
あ
っ

た
ホ
テ
ル
専
門
学
校
に
進
学
し
、和
食
を
中
心
に
調

理
や
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
学
び
ま
し
た
。卒
業
後
は
、福

岡
市
の
料
亭
に
し
ば
ら
く
勤
め
た
後
に
帰
郷
し
、厨

房
を
経
て
フ
ロ
ン
ト
に
立
ち
ま
し
た
。

　
創
業
21
年
目
に
当
た
る
2
0
1
6
年（
平
成
28

年
）4
月
、14
日
の
前
震
、16
日
の
本
震
と
2
度
に
わ

た
っ
て
震
度
7
を
記
録
し
た
熊
本
地
震
が
起
き
ま
し

た
。古
民
家
の
骨
組
み
を
使
っ
て
い
た
露
天
風
呂
の

壁
が
崩
れ
た
り
屋
根
が
落
ち
た
り
、配
管
が
壊
れ
て

一
部
の
客
室
が
水
浸
し
に
な
る
な
ど
、お
客
様
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
4
月
い
っ
ぱ
い
休
業
し
、営
業
を
再
開
し
た
も
の

の
、道
路
の
不
通
や
風
評
被
害
も
あ
っ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
も
空
っ
ぽ
の
状
態
で
し
た
。夏
に
な
り
国
の

補
助
金
で
九
州
の
旅
行
が
割
安
に
な
る「
九
州
ふ
っ

こ
う
割
」が
ス
タ
ー
ト
し
、一
時
的
に
お
客
様
を
頂
き

ま
し
た
が
、水
浸
し
に
な
っ
た
部
屋
は
カ
ビ
の
発
生
が

止
ま
ら
ず
全
面
稼
働
に
は
程
遠
い
状
態
が
続
き
ま

し
た
。

か
ら
も
、お
客
様
の
送
り
込
み
や
支
援
金
な
ど
で
温

か
い
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。地
域
の
仲
間
た
ち
の
励

ま
し
は
、独
り
だ
っ
た
ら
投
げ
出
し
て
い
た
か
も
知
れ

な
い
気
持
ち
を
、旅
館
の
存
続
に
向
け
て
奮
い
立
た

せ
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
感
謝
の
一
方
で
、多
く
の
人

た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
黒
川
温
泉
の
魅
力
と
存
在
の

重
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
黒
川
の
泉
質
は
多
様
で
、全
国
に
9
つ
あ
る
温
泉

成
分
の
う
ち
7
つ
が
あ
り
ま
す
。各
旅
館
は
独
自
の

源
泉
を
有
し
、そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
る
個
性
的
な
露

天
風
呂
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　「
壱
の
井
」は
、源
泉
を
旅
館「
美
里
」と
共
有
し
、

湯
の
華
が
舞
う
、と
ろ
ん
と
し
た
や
わ
ら
か
な
肌
触

り
の
単
純
硫
黄
温
泉
で
す
。湯
量
も
豊
富
で
、優
れ

た
温
泉
資
源
は
一
番
の
宝
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
源
泉
を
持
つ
黒
川
は
、温
泉

地
と
し
て
の
歴
史
は
江
戸
時
代
に
遡
る
も
の
の
、交
通

の
便
が
悪
く
、同
じ
阿
蘇
地
域
の
温
泉
と
比
べ
て
無

名
の
時
代
が
続
き
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、1
9
6
0

年
代
に
入
っ
て
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
開
通
し
、

1
9
8
0
年
代
に
な
っ
て
各
旅
館
が
露
天
風
呂
を
そ

ろ
っ
て
作
る
よ
う
に
な
り
、特
に
女
性
に
人
気
の
全
国

屈
指
の
温
泉
に
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
県
南
小
国
町・阿
蘇
外
輪
山
の
北
麓
、筑
後

川
源
流
の
田
の
原
川
沿
い
に
計
30
軒（
26
事
業
者
）

の
旅
館
が
立
ち
並
ぶ
黒
川
温
泉
郷
。旅
館「
壱
の

井
」は
、温
泉
街
の
中
心
部
ま
で
歩
い
て
約
７
分
、標

高
約
7
0
0
m
の
静
か
な
山
間
に
1
9
9
5
年（
平

成
７
年
）６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
創
業
し
た
の
は
父
・
郁
夫
で
す
。そ
の
頃
黒
川
は
、

〝
無
名
〞の
温
泉
地
か
ら
脱
却
し
て
、露
天
風
呂
で
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
父
は
ホ
テ
ル
の
営
業
課
長
な
ど
を
経
て
、当
時
は

喫
茶
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、近
く
で
和
風
旅
館

「
美
里
」を
営
ん
で
い
た
義
兄
か
ら
誘
い
を
受
け
、旅

館
業
に
転
じ
ま
し
た
。

　
田
園
地
帯
の
傾
斜
地
に
、客
室
や
九
重
山
系
の
山

石
を
使
っ
た
露
天
風
呂
な
ど
を
建
設
。フ
ロ
ン
ト
を
１

階
、下
段
に
向
か
っ
て
地
下
１
、２
階
に
客
室
を
配
し

た
３
階
建
て
で
、四
季
折
々
の
自
然
が
目
前
に
見
え
、

春
は
芽
吹
き
の
湯
、夏
は
涼
し
げ
の
湯
、秋
は
紅
葉
の

湯
、冬
は
雪
景
色
が
楽
し
め
る
癒
し
の
湯
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
創
業
時
、私
は
高
校
２
年
生
で
、跡
を
継
ぐ
の
は

　
売
り
上
げ
は
回
復
せ
ず
、半
分「
終
わ
っ
た
」と
の

思
い
も
芽
生
え
る
中
で
、熊
本
銀
行
さ
ん
や
地
域
経

済
活
性
化
支
援
機
構（
R
E
V
I
C
）さ
ん
か
ら
、

「
熊
本
地
震
事
業
再
生
支
援
フ
ァ
ン
ド
」の
提
案
を

頂
き
ま
し
た
。「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」と
活
用
を

決
め
、数
億
円
を
投
じ
て
風
呂
場
や
傷
ん
だ
客
室
を

改
築
し
て
昨
年
8
月
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。併
せ
て
6
月
に
は
有
限
会
社
か
ら
株
式
会
社

に
改
組
し
、私
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
で
は
、各
種
メ
デ
ィ
ア
や
メ
ー
カ
ー
さ
ん

熊
本
地
震
を
転
機
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

入
湯
手
形
や「
黒
川
温
泉
い
ち一
旅
館
」

温
泉
郷
の
田
園
地
帯
に
旅
館
を
開
業

株式会社 旅館壱の井Top  I nt e r v ie w
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静かな自然の中で
大切な方とゆっくりと
お過ごしください。

で
は
、在
庫
一
括
管
理
で
個
々
の
旅
館
の
効
率
化
を

図
り
、ス
タ
ッ
フ
は
接
客
に
よ
り
集
中
し
て
質
の
高
い

「
お
も
て
な
し
」を
提
供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
旅
館
は
一
泊
二
食
の
料
金
体
系
が
伝
統
で
す
が
、

食
事
は
周
辺
で
と
い
う
泊
食
分
離
を
望
む
お
客
様

も
増
加
傾
向
で
す
。黒
川
温
泉
で
は
地
域
の
食
材
生

産
者
ら
と
一
体
に
な
っ
て
、食
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

め
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
試
験
的
に
行
な
っ
て
お

り
、新
し
い
一
泊
の
過
ご
し
方
を
思
考
中
で
す
。

　
黒
川・南
小
国
町
も
人
口
減
や
過
疎
の
流
れ
は
深

刻
で
す
。「
黒
川
温
泉
一
旅
館
」の
概
念
は
素
晴
ら
し

く
、よ
り
広
く
浸
透
さ
せ
て
、観
光
や
農
業
、林
業
な

ど
様
々
な
分
野
の
人
た
ち
が
世
代
や
立
場
を
超
え
て

一
体
化
し
、雇
用
の
場
の
創
出
を
含
め
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
推
進
役
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

露
天
風
呂
が
作
れ
な
い
旅
館
が
２
軒
あ
り
、そ
こ
の

お
客
様
に
も〝
露
天
の
黒
川
〞を
満
喫
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
発
展
の
こ
う
し
た
転
機
に
お
い
て
は
、

当
時
の
先
代
達（
黒
川
温
泉
青
年
部
世
代
）の
若
い

パ
ワ
ー
と
発
想
が
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。時
に
は

激
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、黒
川
温
泉
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
を
保
つ
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
が
露
天
風
呂
で
有
名
に
な
っ
て
か
ら
、

私
た
ち
は
第
二・第
三
世
代
に
当
た
り
ま
す
。旅
行
は

個
人
化
、多
様
化
が
進
み
、こ
う
し
た
中
で
黒
川
の

魅
力
を
維
持
し
て
受
け
継
ぎ
、「
お
客
様
フ
ァ
ー
ス

ト
」で
い
か
に
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
満
足
し
て
い

た
だ
く
か
が
課
題
で
す
。

　
宿
泊
は
、ネ
ッ
ト
で
の
予
約
が
主
流
に
な
り
ま
し

た
。生
活
習
慣
や
文
化
が
異
な
る
訪
日
外
国
人
旅
行

者
も
増
え
て
い
ま
す
。８
年
前
に
観
光
旅
館
協
同
組

合
に
I
T
・
改
善
部
を
立
ち
上
げ
、黒
川
温
泉
予
約

も
統
一
化
さ
せ
I
T
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。最
近

　
魅
力
づ
く
り
で
は
、低
料
金
で
3
か
所
の
露
天
風

呂
が
楽
し
め
る
入
湯
手
形
や
、「
街
全
体
が
一
つ
の

宿
、通
り
は
廊
下
、各
旅
館
は
客
室
」と
見
立
て
た

「
黒
川
温
泉
い
ち一
旅
館
」と
い
う
活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
の
街
づ
く
り
は
、観
光
旅
館
協
同
組

合
や
観
光
協
会
、地
元
自
治
会
、そ
れ
に
自
治
体
主

体
で
行
う
街
並
み
整
備
事
業
で
住
民
協
定
を
結
び
、

地
域
が
一
つ
の
運
命
共
同
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
景
観
づ
く
り
で
は
、黒
色
を
基
調
に
し
た
統
一
共

同
看
板
を
設
け
、建
物
の
屋
根
や
壁
な
ど
の
色
も
黒

や
こ
げ
茶
系
で
統
一
し
ま
し
た
。山
里
に
聞
こ
え
る

鳥
の
さ
え
ず
り
と
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
…
…
統
一
感
の

あ
る
街
並
み
と
素
朴
で
心
が
癒
さ
れ
る
雰
囲
気
づ
く

り
の
た
め
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
壊
し
て
四
季
を
彩
る
雑
木

も
植
え
ま
し
た
。

　
入
湯
手
形
は
、日
帰
り
客
も
利
用
で
き
大
ヒ
ッ
ト

し
ま
し
た
。売
り
出
し
の
背
景
に
は
、敷
地
の
都
合
で

1.湯の香漂う天然硫黄泉 露天風呂「木立の湯」。
四季折々の自然が目前に広がる／2.リニューアル
した大浴場（内湯）。天井の梁を眺めながらゆっくり
入浴できる／3.4.リニューアルした貸切風呂（見学
風景）／5.リニューアルした和洋室。和座敷に縁側
と広 と々したモダンな空間／6.取材中の一コマ。赤
ちゃんを抱っこした若女将と談笑／7.メッセージ

井社長

当
然
と
い
う
成
り
行
き
で
福
岡
県
大
牟
田
市
に
あ
っ

た
ホ
テ
ル
専
門
学
校
に
進
学
し
、和
食
を
中
心
に
調

理
や
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
学
び
ま
し
た
。卒
業
後
は
、福

岡
市
の
料
亭
に
し
ば
ら
く
勤
め
た
後
に
帰
郷
し
、厨

房
を
経
て
フ
ロ
ン
ト
に
立
ち
ま
し
た
。

　
創
業
21
年
目
に
当
た
る
2
0
1
6
年（
平
成
28

年
）4
月
、14
日
の
前
震
、16
日
の
本
震
と
2
度
に
わ

た
っ
て
震
度
7
を
記
録
し
た
熊
本
地
震
が
起
き
ま
し

た
。古
民
家
の
骨
組
み
を
使
っ
て
い
た
露
天
風
呂
の

壁
が
崩
れ
た
り
屋
根
が
落
ち
た
り
、配
管
が
壊
れ
て

一
部
の
客
室
が
水
浸
し
に
な
る
な
ど
、お
客
様
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
4
月
い
っ
ぱ
い
休
業
し
、営
業
を
再
開
し
た
も
の

の
、道
路
の
不
通
や
風
評
被
害
も
あ
っ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
も
空
っ
ぽ
の
状
態
で
し
た
。夏
に
な
り
国
の

補
助
金
で
九
州
の
旅
行
が
割
安
に
な
る「
九
州
ふ
っ

こ
う
割
」が
ス
タ
ー
ト
し
、一
時
的
に
お
客
様
を
頂
き

ま
し
た
が
、水
浸
し
に
な
っ
た
部
屋
は
カ
ビ
の
発
生
が

止
ま
ら
ず
全
面
稼
働
に
は
程
遠
い
状
態
が
続
き
ま

し
た
。

か
ら
も
、お
客
様
の
送
り
込
み
や
支
援
金
な
ど
で
温

か
い
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。地
域
の
仲
間
た
ち
の
励

ま
し
は
、独
り
だ
っ
た
ら
投
げ
出
し
て
い
た
か
も
知
れ

な
い
気
持
ち
を
、旅
館
の
存
続
に
向
け
て
奮
い
立
た

せ
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
感
謝
の
一
方
で
、多
く
の
人

た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
黒
川
温
泉
の
魅
力
と
存
在
の

重
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
黒
川
の
泉
質
は
多
様
で
、全
国
に
9
つ
あ
る
温
泉

成
分
の
う
ち
7
つ
が
あ
り
ま
す
。各
旅
館
は
独
自
の

源
泉
を
有
し
、そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
る
個
性
的
な
露

天
風
呂
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　「
壱
の
井
」は
、源
泉
を
旅
館「
美
里
」と
共
有
し
、

湯
の
華
が
舞
う
、と
ろ
ん
と
し
た
や
わ
ら
か
な
肌
触

り
の
単
純
硫
黄
温
泉
で
す
。湯
量
も
豊
富
で
、優
れ

た
温
泉
資
源
は
一
番
の
宝
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
源
泉
を
持
つ
黒
川
は
、温
泉

地
と
し
て
の
歴
史
は
江
戸
時
代
に
遡
る
も
の
の
、交
通

の
便
が
悪
く
、同
じ
阿
蘇
地
域
の
温
泉
と
比
べ
て
無

名
の
時
代
が
続
き
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、1
9
6
0

年
代
に
入
っ
て
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
開
通
し
、

1
9
8
0
年
代
に
な
っ
て
各
旅
館
が
露
天
風
呂
を
そ

ろ
っ
て
作
る
よ
う
に
な
り
、特
に
女
性
に
人
気
の
全
国

屈
指
の
温
泉
に
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
県
南
小
国
町・阿
蘇
外
輪
山
の
北
麓
、筑
後

川
源
流
の
田
の
原
川
沿
い
に
計
30
軒（
26
事
業
者
）

の
旅
館
が
立
ち
並
ぶ
黒
川
温
泉
郷
。旅
館「
壱
の

井
」は
、温
泉
街
の
中
心
部
ま
で
歩
い
て
約
７
分
、標

高
約
7
0
0
m
の
静
か
な
山
間
に
1
9
9
5
年（
平

成
７
年
）６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
創
業
し
た
の
は
父
・
郁
夫
で
す
。そ
の
頃
黒
川
は
、

〝
無
名
〞の
温
泉
地
か
ら
脱
却
し
て
、露
天
風
呂
で
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
父
は
ホ
テ
ル
の
営
業
課
長
な
ど
を
経
て
、当
時
は

喫
茶
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、近
く
で
和
風
旅
館

「
美
里
」を
営
ん
で
い
た
義
兄
か
ら
誘
い
を
受
け
、旅

館
業
に
転
じ
ま
し
た
。

　
田
園
地
帯
の
傾
斜
地
に
、客
室
や
九
重
山
系
の
山

石
を
使
っ
た
露
天
風
呂
な
ど
を
建
設
。フ
ロ
ン
ト
を
１

階
、下
段
に
向
か
っ
て
地
下
１
、２
階
に
客
室
を
配
し

た
３
階
建
て
で
、四
季
折
々
の
自
然
が
目
前
に
見
え
、

春
は
芽
吹
き
の
湯
、夏
は
涼
し
げ
の
湯
、秋
は
紅
葉
の

湯
、冬
は
雪
景
色
が
楽
し
め
る
癒
し
の
湯
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
創
業
時
、私
は
高
校
２
年
生
で
、跡
を
継
ぐ
の
は

　
売
り
上
げ
は
回
復
せ
ず
、半
分「
終
わ
っ
た
」と
の

思
い
も
芽
生
え
る
中
で
、熊
本
銀
行
さ
ん
や
地
域
経

済
活
性
化
支
援
機
構（
R
E
V
I
C
）さ
ん
か
ら
、

「
熊
本
地
震
事
業
再
生
支
援
フ
ァ
ン
ド
」の
提
案
を

頂
き
ま
し
た
。「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」と
活
用
を

決
め
、数
億
円
を
投
じ
て
風
呂
場
や
傷
ん
だ
客
室
を

改
築
し
て
昨
年
8
月
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。併
せ
て
6
月
に
は
有
限
会
社
か
ら
株
式
会
社

に
改
組
し
、私
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
で
は
、各
種
メ
デ
ィ
ア
や
メ
ー
カ
ー
さ
ん

熊
本
地
震
を
転
機
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

入
湯
手
形
や「
黒
川
温
泉
い
ち一
旅
館
」

温
泉
郷
の
田
園
地
帯
に
旅
館
を
開
業
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で
は
、在
庫
一
括
管
理
で
個
々
の
旅
館
の
効
率
化
を

図
り
、ス
タ
ッ
フ
は
接
客
に
よ
り
集
中
し
て
質
の
高
い

「
お
も
て
な
し
」を
提
供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
旅
館
は
一
泊
二
食
の
料
金
体
系
が
伝
統
で
す
が
、

食
事
は
周
辺
で
と
い
う
泊
食
分
離
を
望
む
お
客
様

も
増
加
傾
向
で
す
。黒
川
温
泉
で
は
地
域
の
食
材
生

産
者
ら
と
一
体
に
な
っ
て
、食
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

め
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
試
験
的
に
行
な
っ
て
お

り
、新
し
い
一
泊
の
過
ご
し
方
を
思
考
中
で
す
。

　
黒
川・南
小
国
町
も
人
口
減
や
過
疎
の
流
れ
は
深

刻
で
す
。「
黒
川
温
泉
一
旅
館
」の
概
念
は
素
晴
ら
し

く
、よ
り
広
く
浸
透
さ
せ
て
、観
光
や
農
業
、林
業
な

ど
様
々
な
分
野
の
人
た
ち
が
世
代
や
立
場
を
超
え
て

一
体
化
し
、雇
用
の
場
の
創
出
を
含
め
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
推
進
役
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

露
天
風
呂
が
作
れ
な
い
旅
館
が
２
軒
あ
り
、そ
こ
の

お
客
様
に
も〝
露
天
の
黒
川
〞を
満
喫
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
発
展
の
こ
う
し
た
転
機
に
お
い
て
は
、

当
時
の
先
代
達（
黒
川
温
泉
青
年
部
世
代
）の
若
い

パ
ワ
ー
と
発
想
が
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。時
に
は

激
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、黒
川
温
泉
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
を
保
つ
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
が
露
天
風
呂
で
有
名
に
な
っ
て
か
ら
、

私
た
ち
は
第
二・第
三
世
代
に
当
た
り
ま
す
。旅
行
は

個
人
化
、多
様
化
が
進
み
、こ
う
し
た
中
で
黒
川
の

魅
力
を
維
持
し
て
受
け
継
ぎ
、「
お
客
様
フ
ァ
ー
ス

ト
」で
い
か
に
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
満
足
し
て
い

た
だ
く
か
が
課
題
で
す
。

　
宿
泊
は
、ネ
ッ
ト
で
の
予
約
が
主
流
に
な
り
ま
し

た
。生
活
習
慣
や
文
化
が
異
な
る
訪
日
外
国
人
旅
行

者
も
増
え
て
い
ま
す
。８
年
前
に
観
光
旅
館
協
同
組

合
に
I
T
・
改
善
部
を
立
ち
上
げ
、黒
川
温
泉
予
約

も
統
一
化
さ
せ
I
T
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。最
近

　
魅
力
づ
く
り
で
は
、低
料
金
で
3
か
所
の
露
天
風

呂
が
楽
し
め
る
入
湯
手
形
や
、「
街
全
体
が
一
つ
の

宿
、通
り
は
廊
下
、各
旅
館
は
客
室
」と
見
立
て
た

「
黒
川
温
泉
い
ち一
旅
館
」と
い
う
活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
の
街
づ
く
り
は
、観
光
旅
館
協
同
組

合
や
観
光
協
会
、地
元
自
治
会
、そ
れ
に
自
治
体
主

体
で
行
う
街
並
み
整
備
事
業
で
住
民
協
定
を
結
び
、

地
域
が
一
つ
の
運
命
共
同
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
景
観
づ
く
り
で
は
、黒
色
を
基
調
に
し
た
統
一
共

同
看
板
を
設
け
、建
物
の
屋
根
や
壁
な
ど
の
色
も
黒

や
こ
げ
茶
系
で
統
一
し
ま
し
た
。山
里
に
聞
こ
え
る

鳥
の
さ
え
ず
り
と
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
…
…
統
一
感
の

あ
る
街
並
み
と
素
朴
で
心
が
癒
さ
れ
る
雰
囲
気
づ
く

り
の
た
め
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
壊
し
て
四
季
を
彩
る
雑
木

も
植
え
ま
し
た
。

　
入
湯
手
形
は
、日
帰
り
客
も
利
用
で
き
大
ヒ
ッ
ト

し
ま
し
た
。売
り
出
し
の
背
景
に
は
、敷
地
の
都
合
で

個
人
化
、多
様
化
…

様
々
な
旅
行
ニ
ー
ズ
に
対
応

　旅館壱の井様は、「黒川温泉
いち
一旅館」の温泉郷にあって、地域との連携を

大切にされ、お客様一番はもちろん、働き手にとってもより良い職場づくりを
目指しておられます。熊本地震の災禍も見事に乗り越えられました。
　世代交代された貴樹様は、黒川温泉青年部の部長を経験され、現在は
観光旅館協同組合の理事として温泉郷のさらなる発展に注力されています。
旅行をめぐる環境がハイスピードで変化する中、「観光地経営」にさらなる
手腕を発揮されることを期待します。

株式会社 旅館壱の井Top  I nt e r v ie w

熊本銀行　取締役頭取　竹下　英
インタビューを終えて

地
域
が
一
体
と
な
り

「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」演
出

左4番目から井社長、竹下頭取、宮川支店長（熊本銀行）

当
然
と
い
う
成
り
行
き
で
福
岡
県
大
牟
田
市
に
あ
っ

た
ホ
テ
ル
専
門
学
校
に
進
学
し
、和
食
を
中
心
に
調

理
や
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
学
び
ま
し
た
。卒
業
後
は
、福

岡
市
の
料
亭
に
し
ば
ら
く
勤
め
た
後
に
帰
郷
し
、厨

房
を
経
て
フ
ロ
ン
ト
に
立
ち
ま
し
た
。

　
創
業
21
年
目
に
当
た
る
2
0
1
6
年（
平
成
28

年
）4
月
、14
日
の
前
震
、16
日
の
本
震
と
2
度
に
わ

た
っ
て
震
度
7
を
記
録
し
た
熊
本
地
震
が
起
き
ま
し

た
。古
民
家
の
骨
組
み
を
使
っ
て
い
た
露
天
風
呂
の

壁
が
崩
れ
た
り
屋
根
が
落
ち
た
り
、配
管
が
壊
れ
て

一
部
の
客
室
が
水
浸
し
に
な
る
な
ど
、お
客
様
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
4
月
い
っ
ぱ
い
休
業
し
、営
業
を
再
開
し
た
も
の

の
、道
路
の
不
通
や
風
評
被
害
も
あ
っ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
も
空
っ
ぽ
の
状
態
で
し
た
。夏
に
な
り
国
の

補
助
金
で
九
州
の
旅
行
が
割
安
に
な
る「
九
州
ふ
っ

こ
う
割
」が
ス
タ
ー
ト
し
、一
時
的
に
お
客
様
を
頂
き

ま
し
た
が
、水
浸
し
に
な
っ
た
部
屋
は
カ
ビ
の
発
生
が

止
ま
ら
ず
全
面
稼
働
に
は
程
遠
い
状
態
が
続
き
ま

し
た
。

か
ら
も
、お
客
様
の
送
り
込
み
や
支
援
金
な
ど
で
温

か
い
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。地
域
の
仲
間
た
ち
の
励

ま
し
は
、独
り
だ
っ
た
ら
投
げ
出
し
て
い
た
か
も
知
れ

な
い
気
持
ち
を
、旅
館
の
存
続
に
向
け
て
奮
い
立
た

せ
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
感
謝
の
一
方
で
、多
く
の
人

た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
黒
川
温
泉
の
魅
力
と
存
在
の

重
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
黒
川
の
泉
質
は
多
様
で
、全
国
に
9
つ
あ
る
温
泉

成
分
の
う
ち
7
つ
が
あ
り
ま
す
。各
旅
館
は
独
自
の

源
泉
を
有
し
、そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
る
個
性
的
な
露

天
風
呂
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　「
壱
の
井
」は
、源
泉
を
旅
館「
美
里
」と
共
有
し
、

湯
の
華
が
舞
う
、と
ろ
ん
と
し
た
や
わ
ら
か
な
肌
触

り
の
単
純
硫
黄
温
泉
で
す
。湯
量
も
豊
富
で
、優
れ

た
温
泉
資
源
は
一
番
の
宝
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
源
泉
を
持
つ
黒
川
は
、温
泉

地
と
し
て
の
歴
史
は
江
戸
時
代
に
遡
る
も
の
の
、交
通

の
便
が
悪
く
、同
じ
阿
蘇
地
域
の
温
泉
と
比
べ
て
無

名
の
時
代
が
続
き
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、1
9
6
0

年
代
に
入
っ
て
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
開
通
し
、

1
9
8
0
年
代
に
な
っ
て
各
旅
館
が
露
天
風
呂
を
そ

ろ
っ
て
作
る
よ
う
に
な
り
、特
に
女
性
に
人
気
の
全
国

屈
指
の
温
泉
に
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
県
南
小
国
町・阿
蘇
外
輪
山
の
北
麓
、筑
後

川
源
流
の
田
の
原
川
沿
い
に
計
30
軒（
26
事
業
者
）

の
旅
館
が
立
ち
並
ぶ
黒
川
温
泉
郷
。旅
館「
壱
の

井
」は
、温
泉
街
の
中
心
部
ま
で
歩
い
て
約
７
分
、標

高
約
7
0
0
m
の
静
か
な
山
間
に
1
9
9
5
年（
平

成
７
年
）６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
創
業
し
た
の
は
父
・
郁
夫
で
す
。そ
の
頃
黒
川
は
、

〝
無
名
〞の
温
泉
地
か
ら
脱
却
し
て
、露
天
風
呂
で
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
父
は
ホ
テ
ル
の
営
業
課
長
な
ど
を
経
て
、当
時
は

喫
茶
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、近
く
で
和
風
旅
館

「
美
里
」を
営
ん
で
い
た
義
兄
か
ら
誘
い
を
受
け
、旅

館
業
に
転
じ
ま
し
た
。

　
田
園
地
帯
の
傾
斜
地
に
、客
室
や
九
重
山
系
の
山

石
を
使
っ
た
露
天
風
呂
な
ど
を
建
設
。フ
ロ
ン
ト
を
１

階
、下
段
に
向
か
っ
て
地
下
１
、２
階
に
客
室
を
配
し

た
３
階
建
て
で
、四
季
折
々
の
自
然
が
目
前
に
見
え
、

春
は
芽
吹
き
の
湯
、夏
は
涼
し
げ
の
湯
、秋
は
紅
葉
の

湯
、冬
は
雪
景
色
が
楽
し
め
る
癒
し
の
湯
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
創
業
時
、私
は
高
校
２
年
生
で
、跡
を
継
ぐ
の
は

　
売
り
上
げ
は
回
復
せ
ず
、半
分「
終
わ
っ
た
」と
の

思
い
も
芽
生
え
る
中
で
、熊
本
銀
行
さ
ん
や
地
域
経

済
活
性
化
支
援
機
構（
R
E
V
I
C
）さ
ん
か
ら
、

「
熊
本
地
震
事
業
再
生
支
援
フ
ァ
ン
ド
」の
提
案
を

頂
き
ま
し
た
。「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」と
活
用
を

決
め
、数
億
円
を
投
じ
て
風
呂
場
や
傷
ん
だ
客
室
を

改
築
し
て
昨
年
8
月
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。併
せ
て
6
月
に
は
有
限
会
社
か
ら
株
式
会
社

に
改
組
し
、私
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
で
は
、各
種
メ
デ
ィ
ア
や
メ
ー
カ
ー
さ
ん
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で
は
、在
庫
一
括
管
理
で
個
々
の
旅
館
の
効
率
化
を

図
り
、ス
タ
ッ
フ
は
接
客
に
よ
り
集
中
し
て
質
の
高
い

「
お
も
て
な
し
」を
提
供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
旅
館
は
一
泊
二
食
の
料
金
体
系
が
伝
統
で
す
が
、

食
事
は
周
辺
で
と
い
う
泊
食
分
離
を
望
む
お
客
様

も
増
加
傾
向
で
す
。黒
川
温
泉
で
は
地
域
の
食
材
生

産
者
ら
と
一
体
に
な
っ
て
、食
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

め
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
試
験
的
に
行
な
っ
て
お

り
、新
し
い
一
泊
の
過
ご
し
方
を
思
考
中
で
す
。

　
黒
川・南
小
国
町
も
人
口
減
や
過
疎
の
流
れ
は
深

刻
で
す
。「
黒
川
温
泉
一
旅
館
」の
概
念
は
素
晴
ら
し

く
、よ
り
広
く
浸
透
さ
せ
て
、観
光
や
農
業
、林
業
な

ど
様
々
な
分
野
の
人
た
ち
が
世
代
や
立
場
を
超
え
て

一
体
化
し
、雇
用
の
場
の
創
出
を
含
め
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
推
進
役
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

露
天
風
呂
が
作
れ
な
い
旅
館
が
２
軒
あ
り
、そ
こ
の

お
客
様
に
も〝
露
天
の
黒
川
〞を
満
喫
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
発
展
の
こ
う
し
た
転
機
に
お
い
て
は
、

当
時
の
先
代
達（
黒
川
温
泉
青
年
部
世
代
）の
若
い

パ
ワ
ー
と
発
想
が
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。時
に
は

激
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、黒
川
温
泉
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
を
保
つ
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
が
露
天
風
呂
で
有
名
に
な
っ
て
か
ら
、

私
た
ち
は
第
二・第
三
世
代
に
当
た
り
ま
す
。旅
行
は

個
人
化
、多
様
化
が
進
み
、こ
う
し
た
中
で
黒
川
の

魅
力
を
維
持
し
て
受
け
継
ぎ
、「
お
客
様
フ
ァ
ー
ス

ト
」で
い
か
に
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
満
足
し
て
い

た
だ
く
か
が
課
題
で
す
。

　
宿
泊
は
、ネ
ッ
ト
で
の
予
約
が
主
流
に
な
り
ま
し

た
。生
活
習
慣
や
文
化
が
異
な
る
訪
日
外
国
人
旅
行

者
も
増
え
て
い
ま
す
。８
年
前
に
観
光
旅
館
協
同
組

合
に
I
T
・
改
善
部
を
立
ち
上
げ
、黒
川
温
泉
予
約

も
統
一
化
さ
せ
I
T
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。最
近

　
魅
力
づ
く
り
で
は
、低
料
金
で
3
か
所
の
露
天
風

呂
が
楽
し
め
る
入
湯
手
形
や
、「
街
全
体
が
一
つ
の

宿
、通
り
は
廊
下
、各
旅
館
は
客
室
」と
見
立
て
た

「
黒
川
温
泉
い
ち一
旅
館
」と
い
う
活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
黒
川
温
泉
の
街
づ
く
り
は
、観
光
旅
館
協
同
組

合
や
観
光
協
会
、地
元
自
治
会
、そ
れ
に
自
治
体
主

体
で
行
う
街
並
み
整
備
事
業
で
住
民
協
定
を
結
び
、

地
域
が
一
つ
の
運
命
共
同
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
景
観
づ
く
り
で
は
、黒
色
を
基
調
に
し
た
統
一
共

同
看
板
を
設
け
、建
物
の
屋
根
や
壁
な
ど
の
色
も
黒

や
こ
げ
茶
系
で
統
一
し
ま
し
た
。山
里
に
聞
こ
え
る

鳥
の
さ
え
ず
り
と
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
…
…
統
一
感
の

あ
る
街
並
み
と
素
朴
で
心
が
癒
さ
れ
る
雰
囲
気
づ
く

り
の
た
め
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
壊
し
て
四
季
を
彩
る
雑
木

も
植
え
ま
し
た
。

　
入
湯
手
形
は
、日
帰
り
客
も
利
用
で
き
大
ヒ
ッ
ト

し
ま
し
た
。売
り
出
し
の
背
景
に
は
、敷
地
の
都
合
で

個
人
化
、多
様
化
…

様
々
な
旅
行
ニ
ー
ズ
に
対
応

　旅館壱の井様は、「黒川温泉
いち
一旅館」の温泉郷にあって、地域との連携を

大切にされ、お客様一番はもちろん、働き手にとってもより良い職場づくりを
目指しておられます。熊本地震の災禍も見事に乗り越えられました。
　世代交代された貴樹様は、黒川温泉青年部の部長を経験され、現在は
観光旅館協同組合の理事として温泉郷のさらなる発展に注力されています。
旅行をめぐる環境がハイスピードで変化する中、「観光地経営」にさらなる
手腕を発揮されることを期待します。

株式会社 旅館壱の井Top  I nt e r v ie w

熊本銀行　取締役頭取　竹下　英
インタビューを終えて

地
域
が
一
体
と
な
り

「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」演
出

左4番目から井社長、竹下頭取、宮川支店長（熊本銀行）

当
然
と
い
う
成
り
行
き
で
福
岡
県
大
牟
田
市
に
あ
っ

た
ホ
テ
ル
専
門
学
校
に
進
学
し
、和
食
を
中
心
に
調

理
や
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
学
び
ま
し
た
。卒
業
後
は
、福

岡
市
の
料
亭
に
し
ば
ら
く
勤
め
た
後
に
帰
郷
し
、厨

房
を
経
て
フ
ロ
ン
ト
に
立
ち
ま
し
た
。

　
創
業
21
年
目
に
当
た
る
2
0
1
6
年（
平
成
28

年
）4
月
、14
日
の
前
震
、16
日
の
本
震
と
2
度
に
わ

た
っ
て
震
度
7
を
記
録
し
た
熊
本
地
震
が
起
き
ま
し

た
。古
民
家
の
骨
組
み
を
使
っ
て
い
た
露
天
風
呂
の

壁
が
崩
れ
た
り
屋
根
が
落
ち
た
り
、配
管
が
壊
れ
て

一
部
の
客
室
が
水
浸
し
に
な
る
な
ど
、お
客
様
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
4
月
い
っ
ぱ
い
休
業
し
、営
業
を
再
開
し
た
も
の

の
、道
路
の
不
通
や
風
評
被
害
も
あ
っ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
も
空
っ
ぽ
の
状
態
で
し
た
。夏
に
な
り
国
の

補
助
金
で
九
州
の
旅
行
が
割
安
に
な
る「
九
州
ふ
っ

こ
う
割
」が
ス
タ
ー
ト
し
、一
時
的
に
お
客
様
を
頂
き

ま
し
た
が
、水
浸
し
に
な
っ
た
部
屋
は
カ
ビ
の
発
生
が

止
ま
ら
ず
全
面
稼
働
に
は
程
遠
い
状
態
が
続
き
ま

し
た
。

か
ら
も
、お
客
様
の
送
り
込
み
や
支
援
金
な
ど
で
温

か
い
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。地
域
の
仲
間
た
ち
の
励

ま
し
は
、独
り
だ
っ
た
ら
投
げ
出
し
て
い
た
か
も
知
れ

な
い
気
持
ち
を
、旅
館
の
存
続
に
向
け
て
奮
い
立
た

せ
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
感
謝
の
一
方
で
、多
く
の
人

た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
黒
川
温
泉
の
魅
力
と
存
在
の

重
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
黒
川
の
泉
質
は
多
様
で
、全
国
に
9
つ
あ
る
温
泉

成
分
の
う
ち
7
つ
が
あ
り
ま
す
。各
旅
館
は
独
自
の

源
泉
を
有
し
、そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
る
個
性
的
な
露

天
風
呂
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　「
壱
の
井
」は
、源
泉
を
旅
館「
美
里
」と
共
有
し
、

湯
の
華
が
舞
う
、と
ろ
ん
と
し
た
や
わ
ら
か
な
肌
触

り
の
単
純
硫
黄
温
泉
で
す
。湯
量
も
豊
富
で
、優
れ

た
温
泉
資
源
は
一
番
の
宝
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
源
泉
を
持
つ
黒
川
は
、温
泉

地
と
し
て
の
歴
史
は
江
戸
時
代
に
遡
る
も
の
の
、交
通

の
便
が
悪
く
、同
じ
阿
蘇
地
域
の
温
泉
と
比
べ
て
無

名
の
時
代
が
続
き
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、1
9
6
0

年
代
に
入
っ
て
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
開
通
し
、

1
9
8
0
年
代
に
な
っ
て
各
旅
館
が
露
天
風
呂
を
そ

ろ
っ
て
作
る
よ
う
に
な
り
、特
に
女
性
に
人
気
の
全
国

屈
指
の
温
泉
に
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
県
南
小
国
町・阿
蘇
外
輪
山
の
北
麓
、筑
後

川
源
流
の
田
の
原
川
沿
い
に
計
30
軒（
26
事
業
者
）

の
旅
館
が
立
ち
並
ぶ
黒
川
温
泉
郷
。旅
館「
壱
の

井
」は
、温
泉
街
の
中
心
部
ま
で
歩
い
て
約
７
分
、標

高
約
7
0
0
m
の
静
か
な
山
間
に
1
9
9
5
年（
平

成
７
年
）６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
創
業
し
た
の
は
父
・
郁
夫
で
す
。そ
の
頃
黒
川
は
、

〝
無
名
〞の
温
泉
地
か
ら
脱
却
し
て
、露
天
風
呂
で
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
父
は
ホ
テ
ル
の
営
業
課
長
な
ど
を
経
て
、当
時
は

喫
茶
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、近
く
で
和
風
旅
館

「
美
里
」を
営
ん
で
い
た
義
兄
か
ら
誘
い
を
受
け
、旅

館
業
に
転
じ
ま
し
た
。

　
田
園
地
帯
の
傾
斜
地
に
、客
室
や
九
重
山
系
の
山

石
を
使
っ
た
露
天
風
呂
な
ど
を
建
設
。フ
ロ
ン
ト
を
１

階
、下
段
に
向
か
っ
て
地
下
１
、２
階
に
客
室
を
配
し

た
３
階
建
て
で
、四
季
折
々
の
自
然
が
目
前
に
見
え
、

春
は
芽
吹
き
の
湯
、夏
は
涼
し
げ
の
湯
、秋
は
紅
葉
の

湯
、冬
は
雪
景
色
が
楽
し
め
る
癒
し
の
湯
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
創
業
時
、私
は
高
校
２
年
生
で
、跡
を
継
ぐ
の
は

　
売
り
上
げ
は
回
復
せ
ず
、半
分「
終
わ
っ
た
」と
の

思
い
も
芽
生
え
る
中
で
、熊
本
銀
行
さ
ん
や
地
域
経

済
活
性
化
支
援
機
構（
R
E
V
I
C
）さ
ん
か
ら
、

「
熊
本
地
震
事
業
再
生
支
援
フ
ァ
ン
ド
」の
提
案
を

頂
き
ま
し
た
。「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」と
活
用
を

決
め
、数
億
円
を
投
じ
て
風
呂
場
や
傷
ん
だ
客
室
を

改
築
し
て
昨
年
8
月
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。併
せ
て
6
月
に
は
有
限
会
社
か
ら
株
式
会
社

に
改
組
し
、私
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
で
は
、各
種
メ
デ
ィ
ア
や
メ
ー
カ
ー
さ
ん
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■会社概要
創業：1948年／設立：1982年／所在地：長崎県長崎市／資本金：
2,000万円／従業員：50名／事業内容：削り節・だしパックの製造・業
務用卸・小売販売・通信販売／事業拠点：（本店）長崎市築町（支店）
長崎市元船町ゆめタウン夢彩都内（工場･営業部）長崎市畝刈町

畝刈工場前（左から中嶋社長、吉澤頭取）畝刈工場前（左から中嶋社長、吉澤頭取）

株
式
会
社 

中
嶋
屋
本
店

取
引
店
／
親
和
銀
行 

長
崎
営
業
部

中
嶋 

恒
治 

氏

代
表
取
締
役

食
の
文
化
と
未
来
を
テ
ー
マ
に

『
思
い
や
り
の
心
』で

本
物
の
味
を
守
り
、育
て
、伝
え
た
い
。

な 

か
　  し 

ま  

　
　こ 

う
　
　じ

な 

か   

し 

ま   

や   

ほ 

ん   

て 

ん
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■会社概要
創業：1948年／設立：1982年／所在地：長崎県長崎市／資本金：
2,000万円／従業員：50名／事業内容：削り節・だしパックの製造・業
務用卸・小売販売・通信販売／事業拠点：（本店）長崎市築町（支店）
長崎市元船町ゆめタウン夢彩都内（工場･営業部）長崎市畝刈町

畝刈工場前（左から中嶋社長、吉澤頭取）畝刈工場前（左から中嶋社長、吉澤頭取）

株
式
会
社 

中
嶋
屋
本
店

取
引
店
／
親
和
銀
行 

長
崎
営
業
部

中
嶋 

恒
治 

氏

代
表
取
締
役

食
の
文
化
と
未
来
を
テ
ー
マ
に

『
思
い
や
り
の
心
』で

本
物
の
味
を
守
り
、育
て
、伝
え
た
い
。

な 

か
　  し 

ま  

　
　こ 

う
　
　じ

な 

か   

し 

ま   

や   

ほ 

ん   

て 

ん
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食のプロご用達の
「だし」をご家庭でも
お楽しみください!

を
見
据
え
て
の
新
し
い
取
り
組
み
を
欠
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。現
在
は
長
崎
大
学
水
産
学

部
の
海
洋
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス（
※
２
）に
参
加
し
、サ
バ

や
イ
ワ
シ
の
油
分
を
旨
み
の
あ
る
油
分
へ
変
化
さ
せ

る
研
究
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
に
よ
り
新
し

い
商
品
の
開
発
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す

し
、限
ら
れ
た
水
産
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、長

崎
県
の
水
産
業
の
振
興
に
も
寄
与
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
我
が
社
は
今
年
、創
業
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
30
年
後
の
創
業
1
0
0
年
を
迎
え
る
頃
に
は

会
社
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
容
易
に
想
像
で
き
ま
せ

ん
。も
し
か
す
る
と
海
産
物
か
ら
抽
出
さ
れ
た
成
分

で
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
医
薬
品
を
製
造
す
る
会
社
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、た
だ
単
に

大
企
業
に
な
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、身
の

丈
に
合
っ
た
経
営
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
、我
が
社
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
長
崎
と
い
う
ふ

る
さ
と
と
社
員
に
感
謝
し
な
が
ら
、食
で
お
客
様
に

感
動
を
与
え
た
い
と
い
う
理
念
の
も
と
に
堅
実
経
営

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
2
）長
崎
県
の
水
産
業・水
産
加
工
業
を
活
性
化
さ
せ
る
人
材

を
養
成
す
る
た
め
に
開
講
さ
れ
た
、社
会
人
向
け
の
新
し

い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

長
崎
ふ
り
か
け
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
り
、新
た
な
商

品
と
し
て
販
売
を
始
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、2
0
1
6

年（
平
成
28
年
）に
は「
長
崎
県
食
品
製
造
業
付
加

価
値
支
援
事
業
」に
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、工
場

内
に「
煮
干
異
物
ラ
イ
ン
」を
導
入
す
る
こ
と
が
で

き
、異
物
の
な
い
安
心
安
全
な
煮
干
を
全
国
へ
自
信

を
持
っ
て
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、全
国「
良
い
食
品
づ
く
り
の
会（
※
１
）」

で
研
修
し
、志
を
同
じ
く
す
る
メ
ー
カ
ー
と
コ
ラ
ボ
し

て
新
た
な
製
品
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

海
外
展
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
で
は
ナ
ン
プ
ラ
ー
等
の
魚
類
エ
キ
ス
が
伝
統

的
に
調
味
料
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の「
ダ
シ
」も
き
っ
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
※
１
）良
い
食
品
の
４
条
件
、良
い
食
品
を
作
る
た
め
の
４
原
則

を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
に
各
食
品
ご
と
に
品
質
基

準
を
設
定
し
、責
任
あ
る
食
品
供
給
者
と
し
て
会
員
相

互
の
チ
ェッ
ク
と
研
鑽
を
重
ね
る
全
国
組
織

　
今
後
も
事
業
を
継
続
し
続
け
る
た
め
に
は
、将
来

風
味
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。我
が
社
が
製
造
し
て
い

る
商
品
は
、社
員
が
精
魂
込
め
て
研
究・開
発
し
、自

信
を
持
っ
て
商
品
化
し
た
も
の
で
、商
標
登
録
を
し

て
発
売
し
た
か
つ
お
節「
長
崎
さ
く
ら
が
つ
お鰹
」は
長
崎

県
水
産
加
工
振
興
祭
で
長
崎
市
長
賞
を
い
た
だ
い

た
自
慢
の
商
品
で
す
。

　
現
在
、畝
刈
工
場
の
第
一
工
場・第
二
工
場
で
、花

か
つ
お
を
は
じ
め
、ム
ロ
あ
じ
削
り
節
、さ
ば
削
り
節
、

い
わ
し
削
り
節
、だ
し
パ
ッ
ク
な
ど
の
商
品
を
生
産

し
、築
町
の
本
店
と
夢
彩
都
店
の
２
つ
の
直
営
店
で

小
売
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、全
国
の
デ
パ
ー
ト・ス
ー

パ
ー
な
ど
約
80
店
舗
で
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す

し
、さ
ら
に
食
品
工
場
、飲
食
店
な
ど
数
百
社
へ
直
接

納
品
し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
で
生
ま
れ
、長
崎
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
会
社

だ
か
ら
こ
そ
、ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
こ
れ
ま
で
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
〜
1
4
年
度
の「
長
崎
県 

食
の
総
合
産
業

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業
に
認
定
さ
れ
、長
崎
佃
煮
や

1.畝刈工場の見学風景（削り節の工程を見学）／
2.花かつお削りの製造風景／3.商品を手に記念撮
影。だしの飲み比べも行った／4.桜の花びらのよう
なかつお節「長崎さくら鰹」／5.万能液体だし「だし
一族」、うまかだしシリーズの詰め合せ／6.築町本
店（長崎市築町）／7.ゆめタウン夢彩都内地下1階
にある店舗（長崎市元船町）／8.企業メッセージ

常
々
、「
相
手
は
魚
。生
き
物
が
商
品
な
の
だ
か
ら
、

い
つ
も
同
じ
商
品
を
売
る
わ
け
で
は
な
い
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。確
か
に
父
の
言
う
と
お
り
、豊
漁
の
時
も
あ

れ
ば
不
漁
の
時
も
あ
り
ま
す
し
、年
に
よ
っ
て
も
、ま

た
季
節
に
よ
っ
て
も
獲
れ
る
魚
は
変
わ
り
ま
す
。同
じ

魚
で
も
、脂
の
の
り
具
合
な
ど
も
異
な
り
ま
す
。と
り

わ
け
味
の
見
極
め
が
最
も
難
し
く
、私
は
手
探
り
で

勉
強
し
ま
し
た
。

　
良
質
な
削
り
節
の
販
売
に
力
を
注
い
で
き
た
一
方
、

「
削
り
節
だ
け
で
な
く
昆
布
、椎
茸
等
の
乾
物
も
欲

し
い
」と
お
客
様
に
勧
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、昆
布
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
料
品
を
取
り
扱

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
同
時
に
、小
売
り
だ
け

で
な
く
、食
品
メ
ー
カ
ー
へ
の
卸
売
り
も
始
め
る
な

ど
、次
第
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
1
9
8
0
年
代
に
な
る
と
、全
国
展
開

を
図
る
大
型
ス
ー
パ
ー
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
長
崎
市
内

に
も
進
出
し
た
ほ
か
、次
第
に
コ
ン
ビ
ニ
も
進
出
し

始
め
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
小
売
り
中
心
の
事
業
で
は

当
初
は
賑
町
に
工
場
を
作
り
、削
り
節
の
製
造
を
し

て
い
ま
し
た
が
、2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）に
本
格

的
に
畝
刈
町
へ
工
場
を
移
設
し
増
産
体
制
を
整
え
、

さ
ら
に
2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）、近
く
に
第
二
工

場
を
購
入
し
、数
倍
の
増
産
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

在
庫
管
理
を
行
う
な
ど
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を
次
々

と
導
入
し
、菌
検
査
な
ど
衛
生
管
理
面
で
も
格
段
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
、「
本
物
の
味
」に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り

続
け
て
お
り
、化
学
調
味
料
は
一
切
使
用
し
て
お
り

ま
せ
ん
。例
え
ば
、「
焼
き
あ
ご
だ
し
パ
ッ
ク
」は
、水

揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
長
崎
県
平
戸
産
の
あ
ご（
ト

ビ
ウ
オ
）を
厳
選
し
、炭
火
で
焼
く
伝
統
的
な「
生
焼

き
」の
手
法
で
製
造
し
た
原
料
を
使
用
す
る
の
で
、コ

ク
の
あ
る
上
品
な
旨
み
と
香
り
を
凝
縮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
う
ま
か
だ
し（
か
つ
お
味
）」の
原
材
料

に
は
、鹿
児
島
県
枕
崎
産
の
厳
選
し
た
カ
ツ
オ
だ
け

を
使
用
し
て
お
り
、あ
と
味
の
さ
っ
ぱ
り
し
た
自
然
な

　
我
が
社
の
創
業
は
1
9
4
8
年（
昭
和
23
年
）。

戦
地
か
ら
戻
っ
た
父・よ

し 

お 

義
雄
が
長
崎

 

に
ぎ
わ
い
ま
ち 

市
賑
町
で
削
り
節

の
製
造
販
売
業
を
始
め
ま
し
た
。社
員
は
父
を
含
め
て

３
人
と
と
て
も
小
さ
な
店
で
し
た
が
、『
長
崎
市
民
の

台
所
』と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
賑
わって
い
た
町
で
営
業
し
て

い
た
た
め
、事
業
は
順
調
だ
っ
た
よ
う
で
す
。1
9
6
0

年（
昭
和

   35
年
）に
は
現
本
店
の
あ
る
つ
き
ま
ち

築
町
に
ビ
ル
を

新
築
し
、次
第
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
が
家
業
を
継
い
だ
の
は
、1
9
7
8
年（
昭
和

53
年
）。27
歳
の
時
で
し
た
。地
元
の
高
校
か
ら
長
崎

大
学
に
進
学
後
、都
市
銀
行
に
就
職
し
仕
事
が
楽
し

く
な
っ
た
頃
、父
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
か
ら
、こ
の

ま
ま
銀
行
員
と
し
て
残
る
か
、事
業
を
継
承
す
る
か

選
択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。当
時
弟
や
妹
が
ま
だ
学
生

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
こ
こ
で
父
に
恩
を
返
さ
な
け

れ
ば
一
生
悔
や
む
」と
決
意
し
、銀
行
を
退
職
。故
郷

へ
戻
り
、家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、ほ
ど
な
く
父
は
他

界
し
ま
し
た
。

　
家
業
を
継
い
だ
も
の
の
、私
に
と
っ
て
削
り
節
の
製

造
や
販
売
は
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
。父
か
ら
は

淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
と
危
機
感
を
抱
き
、生
産
と
卸

売
り
に
事
業
の
重
点
を
移
す
方
向
に
舵
を
切
り
ま
し

た
。そ
ん
な
時
に
起
こ
っ
た
の
が
1
9
8
2
年（
昭
和

57
年
）の『
長
崎
大
水
害
』で
し
た
。市
内
中
心
部
を

流
れ
る
中
島
川
が
氾
濫
し
、築
町
本
店
と
賑
町
倉
庫

は
約
２
メ
ー
ト
ル
浸
水
し
、ほ
と
ん
ど
の
商
品
を
消

失
し
ま
し
た
。削
り
節
の
製
造
も
販
売
も
で
き
な
く

な
り
、我
が
社
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。お

か
げ
さ
ま
で
取
引
銀
行
の
サ
ポ
ー
ト
で
何
と
か
危
機

を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、完
全
に
回
復

す
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

　
こ
の
水
害
を
契
機
に
工
場
を
新
設
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、1
9
8
5
年（
昭
和
60
年
）

に
長
崎
県
が
あ
ぜ
か
り
ま
ち

畝
刈
町
に
工
場
用
地
の
分
譲
を
開
始

し
た
こ
と
か
ら
思
い
切
っ
て
先
行
購
入
し
ま
し
た
。

『
長
崎
大
水
害
』の
打
撃
を
乗
り
越
え
、

新
工
場
を
建
設

銀
行
員
か
ら
父
が
創
業
し
た

削
り
節
店
の
店
主
へ
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中嶋社長

徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
で
、

自
然
の
風
味
を
生
か
す
製
品
づ
く
り



食のプロご用達の
「だし」をご家庭でも
お楽しみください!

を
見
据
え
て
の
新
し
い
取
り
組
み
を
欠
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。現
在
は
長
崎
大
学
水
産
学

部
の
海
洋
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス（
※
２
）に
参
加
し
、サ
バ

や
イ
ワ
シ
の
油
分
を
旨
み
の
あ
る
油
分
へ
変
化
さ
せ

る
研
究
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
に
よ
り
新
し

い
商
品
の
開
発
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す

し
、限
ら
れ
た
水
産
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、長

崎
県
の
水
産
業
の
振
興
に
も
寄
与
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
我
が
社
は
今
年
、創
業
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
30
年
後
の
創
業
1
0
0
年
を
迎
え
る
頃
に
は

会
社
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
容
易
に
想
像
で
き
ま
せ

ん
。も
し
か
す
る
と
海
産
物
か
ら
抽
出
さ
れ
た
成
分

で
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
医
薬
品
を
製
造
す
る
会
社
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、た
だ
単
に

大
企
業
に
な
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、身
の

丈
に
合
っ
た
経
営
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
、我
が
社
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
長
崎
と
い
う
ふ

る
さ
と
と
社
員
に
感
謝
し
な
が
ら
、食
で
お
客
様
に

感
動
を
与
え
た
い
と
い
う
理
念
の
も
と
に
堅
実
経
営

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
2
）長
崎
県
の
水
産
業・水
産
加
工
業
を
活
性
化
さ
せ
る
人
材

を
養
成
す
る
た
め
に
開
講
さ
れ
た
、社
会
人
向
け
の
新
し

い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

長
崎
ふ
り
か
け
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
り
、新
た
な
商

品
と
し
て
販
売
を
始
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、2
0
1
6

年（
平
成
28
年
）に
は「
長
崎
県
食
品
製
造
業
付
加

価
値
支
援
事
業
」に
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、工
場

内
に「
煮
干
異
物
ラ
イ
ン
」を
導
入
す
る
こ
と
が
で

き
、異
物
の
な
い
安
心
安
全
な
煮
干
を
全
国
へ
自
信

を
持
っ
て
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、全
国「
良
い
食
品
づ
く
り
の
会（
※
１
）」

で
研
修
し
、志
を
同
じ
く
す
る
メ
ー
カ
ー
と
コ
ラ
ボ
し

て
新
た
な
製
品
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

海
外
展
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
で
は
ナ
ン
プ
ラ
ー
等
の
魚
類
エ
キ
ス
が
伝
統

的
に
調
味
料
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の「
ダ
シ
」も
き
っ
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
※
１
）良
い
食
品
の
４
条
件
、良
い
食
品
を
作
る
た
め
の
４
原
則

を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
に
各
食
品
ご
と
に
品
質
基

準
を
設
定
し
、責
任
あ
る
食
品
供
給
者
と
し
て
会
員
相

互
の
チ
ェッ
ク
と
研
鑽
を
重
ね
る
全
国
組
織

　
今
後
も
事
業
を
継
続
し
続
け
る
た
め
に
は
、将
来

風
味
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。我
が
社
が
製
造
し
て
い

る
商
品
は
、社
員
が
精
魂
込
め
て
研
究・開
発
し
、自

信
を
持
っ
て
商
品
化
し
た
も
の
で
、商
標
登
録
を
し

て
発
売
し
た
か
つ
お
節「
長
崎
さ
く
ら
が
つ
お鰹
」は
長
崎

県
水
産
加
工
振
興
祭
で
長
崎
市
長
賞
を
い
た
だ
い

た
自
慢
の
商
品
で
す
。

　
現
在
、畝
刈
工
場
の
第
一
工
場・第
二
工
場
で
、花

か
つ
お
を
は
じ
め
、ム
ロ
あ
じ
削
り
節
、さ
ば
削
り
節
、

い
わ
し
削
り
節
、だ
し
パ
ッ
ク
な
ど
の
商
品
を
生
産

し
、築
町
の
本
店
と
夢
彩
都
店
の
２
つ
の
直
営
店
で

小
売
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、全
国
の
デ
パ
ー
ト・ス
ー

パ
ー
な
ど
約
80
店
舗
で
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す

し
、さ
ら
に
食
品
工
場
、飲
食
店
な
ど
数
百
社
へ
直
接

納
品
し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
で
生
ま
れ
、長
崎
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
会
社

だ
か
ら
こ
そ
、ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
こ
れ
ま
で
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
〜
1
4
年
度
の「
長
崎
県 

食
の
総
合
産
業

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業
に
認
定
さ
れ
、長
崎
佃
煮
や

1.畝刈工場の見学風景（削り節の工程を見学）／
2.花かつお削りの製造風景／3.商品を手に記念撮
影。だしの飲み比べも行った／4.桜の花びらのよう
なかつお節「長崎さくら鰹」／5.万能液体だし「だし
一族」、うまかだしシリーズの詰め合せ／6.築町本
店（長崎市築町）／7.ゆめタウン夢彩都内地下1階
にある店舗（長崎市元船町）／8.企業メッセージ

常
々
、「
相
手
は
魚
。生
き
物
が
商
品
な
の
だ
か
ら
、

い
つ
も
同
じ
商
品
を
売
る
わ
け
で
は
な
い
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。確
か
に
父
の
言
う
と
お
り
、豊
漁
の
時
も
あ

れ
ば
不
漁
の
時
も
あ
り
ま
す
し
、年
に
よ
っ
て
も
、ま

た
季
節
に
よ
っ
て
も
獲
れ
る
魚
は
変
わ
り
ま
す
。同
じ

魚
で
も
、脂
の
の
り
具
合
な
ど
も
異
な
り
ま
す
。と
り

わ
け
味
の
見
極
め
が
最
も
難
し
く
、私
は
手
探
り
で

勉
強
し
ま
し
た
。

　
良
質
な
削
り
節
の
販
売
に
力
を
注
い
で
き
た
一
方
、

「
削
り
節
だ
け
で
な
く
昆
布
、椎
茸
等
の
乾
物
も
欲

し
い
」と
お
客
様
に
勧
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、昆
布
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
料
品
を
取
り
扱

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
同
時
に
、小
売
り
だ
け

で
な
く
、食
品
メ
ー
カ
ー
へ
の
卸
売
り
も
始
め
る
な

ど
、次
第
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
1
9
8
0
年
代
に
な
る
と
、全
国
展
開

を
図
る
大
型
ス
ー
パ
ー
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
長
崎
市
内

に
も
進
出
し
た
ほ
か
、次
第
に
コ
ン
ビ
ニ
も
進
出
し

始
め
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
小
売
り
中
心
の
事
業
で
は

当
初
は
賑
町
に
工
場
を
作
り
、削
り
節
の
製
造
を
し

て
い
ま
し
た
が
、2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）に
本
格

的
に
畝
刈
町
へ
工
場
を
移
設
し
増
産
体
制
を
整
え
、

さ
ら
に
2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）、近
く
に
第
二
工

場
を
購
入
し
、数
倍
の
増
産
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

在
庫
管
理
を
行
う
な
ど
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を
次
々

と
導
入
し
、菌
検
査
な
ど
衛
生
管
理
面
で
も
格
段
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
、「
本
物
の
味
」に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り

続
け
て
お
り
、化
学
調
味
料
は
一
切
使
用
し
て
お
り

ま
せ
ん
。例
え
ば
、「
焼
き
あ
ご
だ
し
パ
ッ
ク
」は
、水

揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
長
崎
県
平
戸
産
の
あ
ご（
ト

ビ
ウ
オ
）を
厳
選
し
、炭
火
で
焼
く
伝
統
的
な「
生
焼

き
」の
手
法
で
製
造
し
た
原
料
を
使
用
す
る
の
で
、コ

ク
の
あ
る
上
品
な
旨
み
と
香
り
を
凝
縮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
う
ま
か
だ
し（
か
つ
お
味
）」の
原
材
料

に
は
、鹿
児
島
県
枕
崎
産
の
厳
選
し
た
カ
ツ
オ
だ
け

を
使
用
し
て
お
り
、あ
と
味
の
さ
っ
ぱ
り
し
た
自
然
な

　
我
が
社
の
創
業
は
1
9
4
8
年（
昭
和
23
年
）。

戦
地
か
ら
戻
っ
た
父・よ

し 

お 

義
雄
が
長
崎

 

に
ぎ
わ
い
ま
ち 

市
賑
町
で
削
り
節

の
製
造
販
売
業
を
始
め
ま
し
た
。社
員
は
父
を
含
め
て

３
人
と
と
て
も
小
さ
な
店
で
し
た
が
、『
長
崎
市
民
の

台
所
』と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
賑
わって
い
た
町
で
営
業
し
て

い
た
た
め
、事
業
は
順
調
だ
っ
た
よ
う
で
す
。1
9
6
0

年（
昭
和

   35
年
）に
は
現
本
店
の
あ
る
つ
き
ま
ち

築
町
に
ビ
ル
を

新
築
し
、次
第
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
が
家
業
を
継
い
だ
の
は
、1
9
7
8
年（
昭
和

53
年
）。27
歳
の
時
で
し
た
。地
元
の
高
校
か
ら
長
崎

大
学
に
進
学
後
、都
市
銀
行
に
就
職
し
仕
事
が
楽
し

く
な
っ
た
頃
、父
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
か
ら
、こ
の

ま
ま
銀
行
員
と
し
て
残
る
か
、事
業
を
継
承
す
る
か

選
択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。当
時
弟
や
妹
が
ま
だ
学
生

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
こ
こ
で
父
に
恩
を
返
さ
な
け

れ
ば
一
生
悔
や
む
」と
決
意
し
、銀
行
を
退
職
。故
郷

へ
戻
り
、家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、ほ
ど
な
く
父
は
他

界
し
ま
し
た
。

　
家
業
を
継
い
だ
も
の
の
、私
に
と
っ
て
削
り
節
の
製

造
や
販
売
は
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
。父
か
ら
は

淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
と
危
機
感
を
抱
き
、生
産
と
卸

売
り
に
事
業
の
重
点
を
移
す
方
向
に
舵
を
切
り
ま
し

た
。そ
ん
な
時
に
起
こ
っ
た
の
が
1
9
8
2
年（
昭
和

57
年
）の『
長
崎
大
水
害
』で
し
た
。市
内
中
心
部
を

流
れ
る
中
島
川
が
氾
濫
し
、築
町
本
店
と
賑
町
倉
庫

は
約
２
メ
ー
ト
ル
浸
水
し
、ほ
と
ん
ど
の
商
品
を
消

失
し
ま
し
た
。削
り
節
の
製
造
も
販
売
も
で
き
な
く

な
り
、我
が
社
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。お

か
げ
さ
ま
で
取
引
銀
行
の
サ
ポ
ー
ト
で
何
と
か
危
機

を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、完
全
に
回
復

す
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

　
こ
の
水
害
を
契
機
に
工
場
を
新
設
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、1
9
8
5
年（
昭
和
60
年
）

に
長
崎
県
が
あ
ぜ
か
り
ま
ち

畝
刈
町
に
工
場
用
地
の
分
譲
を
開
始

し
た
こ
と
か
ら
思
い
切
っ
て
先
行
購
入
し
ま
し
た
。

『
長
崎
大
水
害
』の
打
撃
を
乗
り
越
え
、

新
工
場
を
建
設

銀
行
員
か
ら
父
が
創
業
し
た

削
り
節
店
の
店
主
へ
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中嶋社長

徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
で
、

自
然
の
風
味
を
生
か
す
製
品
づ
く
り
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を
見
据
え
て
の
新
し
い
取
り
組
み
を
欠
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。現
在
は
長
崎
大
学
水
産
学

部
の
海
洋
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス（
※
２
）に
参
加
し
、サ
バ

や
イ
ワ
シ
の
油
分
を
旨
み
の
あ
る
油
分
へ
変
化
さ
せ

る
研
究
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
に
よ
り
新
し

い
商
品
の
開
発
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す

し
、限
ら
れ
た
水
産
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、長

崎
県
の
水
産
業
の
振
興
に
も
寄
与
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
我
が
社
は
今
年
、創
業
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
30
年
後
の
創
業
1
0
0
年
を
迎
え
る
頃
に
は

会
社
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
容
易
に
想
像
で
き
ま
せ

ん
。も
し
か
す
る
と
海
産
物
か
ら
抽
出
さ
れ
た
成
分

で
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
医
薬
品
を
製
造
す
る
会
社
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、た
だ
単
に

大
企
業
に
な
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、身
の

丈
に
合
っ
た
経
営
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
、我
が
社
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
長
崎
と
い
う
ふ

る
さ
と
と
社
員
に
感
謝
し
な
が
ら
、食
で
お
客
様
に

感
動
を
与
え
た
い
と
い
う
理
念
の
も
と
に
堅
実
経
営

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
2
）長
崎
県
の
水
産
業・水
産
加
工
業
を
活
性
化
さ
せ
る
人
材

を
養
成
す
る
た
め
に
開
講
さ
れ
た
、社
会
人
向
け
の
新
し

い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

長
崎
ふ
り
か
け
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
り
、新
た
な
商

品
と
し
て
販
売
を
始
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、2
0
1
6

年（
平
成
28
年
）に
は「
長
崎
県
食
品
製
造
業
付
加

価
値
支
援
事
業
」に
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、工
場

内
に「
煮
干
異
物
ラ
イ
ン
」を
導
入
す
る
こ
と
が
で

き
、異
物
の
な
い
安
心
安
全
な
煮
干
を
全
国
へ
自
信

を
持
っ
て
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、全
国「
良
い
食
品
づ
く
り
の
会（
※
１
）」

で
研
修
し
、志
を
同
じ
く
す
る
メ
ー
カ
ー
と
コ
ラ
ボ
し

て
新
た
な
製
品
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

海
外
展
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
で
は
ナ
ン
プ
ラ
ー
等
の
魚
類
エ
キ
ス
が
伝
統

的
に
調
味
料
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の「
ダ
シ
」も
き
っ
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
※
１
）良
い
食
品
の
４
条
件
、良
い
食
品
を
作
る
た
め
の
４
原
則

を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
に
各
食
品
ご
と
に
品
質
基

準
を
設
定
し
、責
任
あ
る
食
品
供
給
者
と
し
て
会
員
相

互
の
チ
ェッ
ク
と
研
鑽
を
重
ね
る
全
国
組
織

　
今
後
も
事
業
を
継
続
し
続
け
る
た
め
に
は
、将
来

風
味
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。我
が
社
が
製
造
し
て
い

る
商
品
は
、社
員
が
精
魂
込
め
て
研
究・開
発
し
、自

信
を
持
っ
て
商
品
化
し
た
も
の
で
、商
標
登
録
を
し

て
発
売
し
た
か
つ
お
節「
長
崎
さ
く
ら
が
つ
お鰹
」は
長
崎

県
水
産
加
工
振
興
祭
で
長
崎
市
長
賞
を
い
た
だ
い

た
自
慢
の
商
品
で
す
。

　
現
在
、畝
刈
工
場
の
第
一
工
場・第
二
工
場
で
、花

か
つ
お
を
は
じ
め
、ム
ロ
あ
じ
削
り
節
、さ
ば
削
り
節
、

い
わ
し
削
り
節
、だ
し
パ
ッ
ク
な
ど
の
商
品
を
生
産

し
、築
町
の
本
店
と
夢
彩
都
店
の
２
つ
の
直
営
店
で

小
売
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、全
国
の
デ
パ
ー
ト・ス
ー

パ
ー
な
ど
約
80
店
舗
で
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す

し
、さ
ら
に
食
品
工
場
、飲
食
店
な
ど
数
百
社
へ
直
接

納
品
し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
で
生
ま
れ
、長
崎
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
会
社

だ
か
ら
こ
そ
、ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
こ
れ
ま
で
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
〜
1
4
年
度
の「
長
崎
県 

食
の
総
合
産
業

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業
に
認
定
さ
れ
、長
崎
佃
煮
や

将
来
を
見
据
え
て
、

産
学
連
携
の
研
究
に
も
参
加

　今回改めて中嶋社長に創業以降の事業のお話を伺い、数々の苦難を乗り
超える不屈の精神や、時代の先を読む鋭い経営感覚に加え、温かいお人柄、
そして長崎への郷土愛を強く感じました。
　親孝行のために家業を継ぎ、食の安心･安全を基本に、健康と美味しさを
求め、長崎の水産加工業で確固たる地位を確立されました。また国内有数の
水産加工高を誇る長崎で生まれた「本物の味」を全国に発信しておられる
ことは長崎の水産業全体の励みになっています。今後さらに国内外に販路を
広げられ、食の大切さを伝えていただくことを期待しています。
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親和銀行　取締役頭取　 吉澤 俊介
インタビューを終えて

新
製
品
を
次
々
に
市
場
へ
、

ア
ジ
ア
も
視
野
に
研
究
・
開
発

畝刈工場前にて（最前列左4番目から中嶋営業部長、中嶋社長、吉澤頭取、石丸長崎営業部長（親和銀行）

常
々
、「
相
手
は
魚
。生
き
物
が
商
品
な
の
だ
か
ら
、

い
つ
も
同
じ
商
品
を
売
る
わ
け
で
は
な
い
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。確
か
に
父
の
言
う
と
お
り
、豊
漁
の
時
も
あ

れ
ば
不
漁
の
時
も
あ
り
ま
す
し
、年
に
よ
っ
て
も
、ま

た
季
節
に
よ
っ
て
も
獲
れ
る
魚
は
変
わ
り
ま
す
。同
じ

魚
で
も
、脂
の
の
り
具
合
な
ど
も
異
な
り
ま
す
。と
り

わ
け
味
の
見
極
め
が
最
も
難
し
く
、私
は
手
探
り
で

勉
強
し
ま
し
た
。

　
良
質
な
削
り
節
の
販
売
に
力
を
注
い
で
き
た
一
方
、

「
削
り
節
だ
け
で
な
く
昆
布
、椎
茸
等
の
乾
物
も
欲

し
い
」と
お
客
様
に
勧
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、昆
布
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
料
品
を
取
り
扱

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
同
時
に
、小
売
り
だ
け

で
な
く
、食
品
メ
ー
カ
ー
へ
の
卸
売
り
も
始
め
る
な

ど
、次
第
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
1
9
8
0
年
代
に
な
る
と
、全
国
展
開

を
図
る
大
型
ス
ー
パ
ー
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
長
崎
市
内

に
も
進
出
し
た
ほ
か
、次
第
に
コ
ン
ビ
ニ
も
進
出
し

始
め
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
小
売
り
中
心
の
事
業
で
は

当
初
は
賑
町
に
工
場
を
作
り
、削
り
節
の
製
造
を
し

て
い
ま
し
た
が
、2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）に
本
格

的
に
畝
刈
町
へ
工
場
を
移
設
し
増
産
体
制
を
整
え
、

さ
ら
に
2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）、近
く
に
第
二
工

場
を
購
入
し
、数
倍
の
増
産
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

在
庫
管
理
を
行
う
な
ど
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を
次
々

と
導
入
し
、菌
検
査
な
ど
衛
生
管
理
面
で
も
格
段
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
、「
本
物
の
味
」に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り

続
け
て
お
り
、化
学
調
味
料
は
一
切
使
用
し
て
お
り

ま
せ
ん
。例
え
ば
、「
焼
き
あ
ご
だ
し
パ
ッ
ク
」は
、水

揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
長
崎
県
平
戸
産
の
あ
ご（
ト

ビ
ウ
オ
）を
厳
選
し
、炭
火
で
焼
く
伝
統
的
な「
生
焼

き
」の
手
法
で
製
造
し
た
原
料
を
使
用
す
る
の
で
、コ

ク
の
あ
る
上
品
な
旨
み
と
香
り
を
凝
縮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
う
ま
か
だ
し（
か
つ
お
味
）」の
原
材
料

に
は
、鹿
児
島
県
枕
崎
産
の
厳
選
し
た
カ
ツ
オ
だ
け

を
使
用
し
て
お
り
、あ
と
味
の
さ
っ
ぱ
り
し
た
自
然
な

　
我
が
社
の
創
業
は
1
9
4
8
年（
昭
和
23
年
）。

戦
地
か
ら
戻
っ
た
父・よ

し 

お 

義
雄
が
長
崎

 

に
ぎ
わ
い
ま
ち 

市
賑
町
で
削
り
節

の
製
造
販
売
業
を
始
め
ま
し
た
。社
員
は
父
を
含
め
て

３
人
と
と
て
も
小
さ
な
店
で
し
た
が
、『
長
崎
市
民
の

台
所
』と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
賑
わって
い
た
町
で
営
業
し
て

い
た
た
め
、事
業
は
順
調
だ
っ
た
よ
う
で
す
。1
9
6
0

年（
昭
和

   35
年
）に
は
現
本
店
の
あ
る
つ
き
ま
ち

築
町
に
ビ
ル
を

新
築
し
、次
第
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
が
家
業
を
継
い
だ
の
は
、1
9
7
8
年（
昭
和

53
年
）。27
歳
の
時
で
し
た
。地
元
の
高
校
か
ら
長
崎

大
学
に
進
学
後
、都
市
銀
行
に
就
職
し
仕
事
が
楽
し

く
な
っ
た
頃
、父
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
か
ら
、こ
の

ま
ま
銀
行
員
と
し
て
残
る
か
、事
業
を
継
承
す
る
か

選
択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。当
時
弟
や
妹
が
ま
だ
学
生

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
こ
こ
で
父
に
恩
を
返
さ
な
け

れ
ば
一
生
悔
や
む
」と
決
意
し
、銀
行
を
退
職
。故
郷

へ
戻
り
、家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、ほ
ど
な
く
父
は
他

界
し
ま
し
た
。

　
家
業
を
継
い
だ
も
の
の
、私
に
と
っ
て
削
り
節
の
製

造
や
販
売
は
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
。父
か
ら
は

淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
と
危
機
感
を
抱
き
、生
産
と
卸

売
り
に
事
業
の
重
点
を
移
す
方
向
に
舵
を
切
り
ま
し

た
。そ
ん
な
時
に
起
こ
っ
た
の
が
1
9
8
2
年（
昭
和

57
年
）の『
長
崎
大
水
害
』で
し
た
。市
内
中
心
部
を

流
れ
る
中
島
川
が
氾
濫
し
、築
町
本
店
と
賑
町
倉
庫

は
約
２
メ
ー
ト
ル
浸
水
し
、ほ
と
ん
ど
の
商
品
を
消

失
し
ま
し
た
。削
り
節
の
製
造
も
販
売
も
で
き
な
く

な
り
、我
が
社
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。お

か
げ
さ
ま
で
取
引
銀
行
の
サ
ポ
ー
ト
で
何
と
か
危
機

を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、完
全
に
回
復

す
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

　
こ
の
水
害
を
契
機
に
工
場
を
新
設
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、1
9
8
5
年（
昭
和
60
年
）

に
長
崎
県
が
あ
ぜ
か
り
ま
ち

畝
刈
町
に
工
場
用
地
の
分
譲
を
開
始

し
た
こ
と
か
ら
思
い
切
っ
て
先
行
購
入
し
ま
し
た
。
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を
見
据
え
て
の
新
し
い
取
り
組
み
を
欠
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。現
在
は
長
崎
大
学
水
産
学

部
の
海
洋
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス（
※
２
）に
参
加
し
、サ
バ

や
イ
ワ
シ
の
油
分
を
旨
み
の
あ
る
油
分
へ
変
化
さ
せ

る
研
究
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
に
よ
り
新
し

い
商
品
の
開
発
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す

し
、限
ら
れ
た
水
産
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、長

崎
県
の
水
産
業
の
振
興
に
も
寄
与
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
我
が
社
は
今
年
、創
業
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
30
年
後
の
創
業
1
0
0
年
を
迎
え
る
頃
に
は

会
社
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
容
易
に
想
像
で
き
ま
せ

ん
。も
し
か
す
る
と
海
産
物
か
ら
抽
出
さ
れ
た
成
分

で
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
医
薬
品
を
製
造
す
る
会
社
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、た
だ
単
に

大
企
業
に
な
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、身
の

丈
に
合
っ
た
経
営
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
、我
が
社
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
長
崎
と
い
う
ふ

る
さ
と
と
社
員
に
感
謝
し
な
が
ら
、食
で
お
客
様
に

感
動
を
与
え
た
い
と
い
う
理
念
の
も
と
に
堅
実
経
営

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※
2
）長
崎
県
の
水
産
業・水
産
加
工
業
を
活
性
化
さ
せ
る
人
材

を
養
成
す
る
た
め
に
開
講
さ
れ
た
、社
会
人
向
け
の
新
し

い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

長
崎
ふ
り
か
け
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
り
、新
た
な
商

品
と
し
て
販
売
を
始
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、2
0
1
6

年（
平
成
28
年
）に
は「
長
崎
県
食
品
製
造
業
付
加

価
値
支
援
事
業
」に
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、工
場

内
に「
煮
干
異
物
ラ
イ
ン
」を
導
入
す
る
こ
と
が
で

き
、異
物
の
な
い
安
心
安
全
な
煮
干
を
全
国
へ
自
信

を
持
っ
て
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、全
国「
良
い
食
品
づ
く
り
の
会（
※
１
）」

で
研
修
し
、志
を
同
じ
く
す
る
メ
ー
カ
ー
と
コ
ラ
ボ
し

て
新
た
な
製
品
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

海
外
展
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
で
は
ナ
ン
プ
ラ
ー
等
の
魚
類
エ
キ
ス
が
伝
統

的
に
調
味
料
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の「
ダ
シ
」も
き
っ
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
※
１
）良
い
食
品
の
４
条
件
、良
い
食
品
を
作
る
た
め
の
４
原
則

を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
に
各
食
品
ご
と
に
品
質
基

準
を
設
定
し
、責
任
あ
る
食
品
供
給
者
と
し
て
会
員
相

互
の
チ
ェッ
ク
と
研
鑽
を
重
ね
る
全
国
組
織

　
今
後
も
事
業
を
継
続
し
続
け
る
た
め
に
は
、将
来

風
味
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。我
が
社
が
製
造
し
て
い

る
商
品
は
、社
員
が
精
魂
込
め
て
研
究・開
発
し
、自

信
を
持
っ
て
商
品
化
し
た
も
の
で
、商
標
登
録
を
し

て
発
売
し
た
か
つ
お
節「
長
崎
さ
く
ら
が
つ
お鰹
」は
長
崎

県
水
産
加
工
振
興
祭
で
長
崎
市
長
賞
を
い
た
だ
い

た
自
慢
の
商
品
で
す
。

　
現
在
、畝
刈
工
場
の
第
一
工
場・第
二
工
場
で
、花

か
つ
お
を
は
じ
め
、ム
ロ
あ
じ
削
り
節
、さ
ば
削
り
節
、

い
わ
し
削
り
節
、だ
し
パ
ッ
ク
な
ど
の
商
品
を
生
産

し
、築
町
の
本
店
と
夢
彩
都
店
の
２
つ
の
直
営
店
で

小
売
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、全
国
の
デ
パ
ー
ト・ス
ー

パ
ー
な
ど
約
80
店
舗
で
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す

し
、さ
ら
に
食
品
工
場
、飲
食
店
な
ど
数
百
社
へ
直
接

納
品
し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
で
生
ま
れ
、長
崎
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
会
社

だ
か
ら
こ
そ
、ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
こ
れ
ま
で
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
〜
1
4
年
度
の「
長
崎
県 

食
の
総
合
産
業

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業
に
認
定
さ
れ
、長
崎
佃
煮
や

将
来
を
見
据
え
て
、

産
学
連
携
の
研
究
に
も
参
加

　今回改めて中嶋社長に創業以降の事業のお話を伺い、数々の苦難を乗り
超える不屈の精神や、時代の先を読む鋭い経営感覚に加え、温かいお人柄、
そして長崎への郷土愛を強く感じました。
　親孝行のために家業を継ぎ、食の安心･安全を基本に、健康と美味しさを
求め、長崎の水産加工業で確固たる地位を確立されました。また国内有数の
水産加工高を誇る長崎で生まれた「本物の味」を全国に発信しておられる
ことは長崎の水産業全体の励みになっています。今後さらに国内外に販路を
広げられ、食の大切さを伝えていただくことを期待しています。

株式会社 中嶋屋本店Top  I nt e r v ie w

親和銀行　取締役頭取　 吉澤 俊介
インタビューを終えて

新
製
品
を
次
々
に
市
場
へ
、

ア
ジ
ア
も
視
野
に
研
究
・
開
発

畝刈工場前にて（最前列左4番目から中嶋営業部長、中嶋社長、吉澤頭取、石丸長崎営業部長（親和銀行）

常
々
、「
相
手
は
魚
。生
き
物
が
商
品
な
の
だ
か
ら
、

い
つ
も
同
じ
商
品
を
売
る
わ
け
で
は
な
い
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。確
か
に
父
の
言
う
と
お
り
、豊
漁
の
時
も
あ

れ
ば
不
漁
の
時
も
あ
り
ま
す
し
、年
に
よ
っ
て
も
、ま

た
季
節
に
よ
っ
て
も
獲
れ
る
魚
は
変
わ
り
ま
す
。同
じ

魚
で
も
、脂
の
の
り
具
合
な
ど
も
異
な
り
ま
す
。と
り

わ
け
味
の
見
極
め
が
最
も
難
し
く
、私
は
手
探
り
で

勉
強
し
ま
し
た
。

　
良
質
な
削
り
節
の
販
売
に
力
を
注
い
で
き
た
一
方
、

「
削
り
節
だ
け
で
な
く
昆
布
、椎
茸
等
の
乾
物
も
欲

し
い
」と
お
客
様
に
勧
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、昆
布
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
料
品
を
取
り
扱

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
同
時
に
、小
売
り
だ
け

で
な
く
、食
品
メ
ー
カ
ー
へ
の
卸
売
り
も
始
め
る
な

ど
、次
第
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
1
9
8
0
年
代
に
な
る
と
、全
国
展
開

を
図
る
大
型
ス
ー
パ
ー
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
長
崎
市
内

に
も
進
出
し
た
ほ
か
、次
第
に
コ
ン
ビ
ニ
も
進
出
し

始
め
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
小
売
り
中
心
の
事
業
で
は

当
初
は
賑
町
に
工
場
を
作
り
、削
り
節
の
製
造
を
し

て
い
ま
し
た
が
、2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）に
本
格

的
に
畝
刈
町
へ
工
場
を
移
設
し
増
産
体
制
を
整
え
、

さ
ら
に
2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）、近
く
に
第
二
工

場
を
購
入
し
、数
倍
の
増
産
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

在
庫
管
理
を
行
う
な
ど
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を
次
々

と
導
入
し
、菌
検
査
な
ど
衛
生
管
理
面
で
も
格
段
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
、「
本
物
の
味
」に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り

続
け
て
お
り
、化
学
調
味
料
は
一
切
使
用
し
て
お
り

ま
せ
ん
。例
え
ば
、「
焼
き
あ
ご
だ
し
パ
ッ
ク
」は
、水

揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
長
崎
県
平
戸
産
の
あ
ご（
ト

ビ
ウ
オ
）を
厳
選
し
、炭
火
で
焼
く
伝
統
的
な「
生
焼

き
」の
手
法
で
製
造
し
た
原
料
を
使
用
す
る
の
で
、コ

ク
の
あ
る
上
品
な
旨
み
と
香
り
を
凝
縮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
う
ま
か
だ
し（
か
つ
お
味
）」の
原
材
料

に
は
、鹿
児
島
県
枕
崎
産
の
厳
選
し
た
カ
ツ
オ
だ
け

を
使
用
し
て
お
り
、あ
と
味
の
さ
っ
ぱ
り
し
た
自
然
な

　
我
が
社
の
創
業
は
1
9
4
8
年（
昭
和
23
年
）。

戦
地
か
ら
戻
っ
た
父・よ

し 

お 

義
雄
が
長
崎

 

に
ぎ
わ
い
ま
ち 

市
賑
町
で
削
り
節

の
製
造
販
売
業
を
始
め
ま
し
た
。社
員
は
父
を
含
め
て

３
人
と
と
て
も
小
さ
な
店
で
し
た
が
、『
長
崎
市
民
の

台
所
』と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
賑
わって
い
た
町
で
営
業
し
て

い
た
た
め
、事
業
は
順
調
だ
っ
た
よ
う
で
す
。1
9
6
0

年（
昭
和

   35
年
）に
は
現
本
店
の
あ
る
つ
き
ま
ち

築
町
に
ビ
ル
を

新
築
し
、次
第
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
が
家
業
を
継
い
だ
の
は
、1
9
7
8
年（
昭
和

53
年
）。27
歳
の
時
で
し
た
。地
元
の
高
校
か
ら
長
崎

大
学
に
進
学
後
、都
市
銀
行
に
就
職
し
仕
事
が
楽
し

く
な
っ
た
頃
、父
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
か
ら
、こ
の

ま
ま
銀
行
員
と
し
て
残
る
か
、事
業
を
継
承
す
る
か

選
択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。当
時
弟
や
妹
が
ま
だ
学
生

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
こ
こ
で
父
に
恩
を
返
さ
な
け

れ
ば
一
生
悔
や
む
」と
決
意
し
、銀
行
を
退
職
。故
郷

へ
戻
り
、家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、ほ
ど
な
く
父
は
他

界
し
ま
し
た
。

　
家
業
を
継
い
だ
も
の
の
、私
に
と
っ
て
削
り
節
の
製

造
や
販
売
は
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
。父
か
ら
は

淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
と
危
機
感
を
抱
き
、生
産
と
卸

売
り
に
事
業
の
重
点
を
移
す
方
向
に
舵
を
切
り
ま
し

た
。そ
ん
な
時
に
起
こ
っ
た
の
が
1
9
8
2
年（
昭
和

57
年
）の『
長
崎
大
水
害
』で
し
た
。市
内
中
心
部
を

流
れ
る
中
島
川
が
氾
濫
し
、築
町
本
店
と
賑
町
倉
庫

は
約
２
メ
ー
ト
ル
浸
水
し
、ほ
と
ん
ど
の
商
品
を
消

失
し
ま
し
た
。削
り
節
の
製
造
も
販
売
も
で
き
な
く

な
り
、我
が
社
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。お

か
げ
さ
ま
で
取
引
銀
行
の
サ
ポ
ー
ト
で
何
と
か
危
機

を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、完
全
に
回
復

す
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

　
こ
の
水
害
を
契
機
に
工
場
を
新
設
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、1
9
8
5
年（
昭
和
60
年
）

に
長
崎
県
が
あ
ぜ
か
り
ま
ち

畝
刈
町
に
工
場
用
地
の
分
譲
を
開
始

し
た
こ
と
か
ら
思
い
切
っ
て
先
行
購
入
し
ま
し
た
。
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2
0
1
7
年
9
月
の
総
務
省
資
料
に
よ
る
と
、日
本
の
人
口
に

お
け
る
65
歳
以
上
の
割
合
は
27・7
%
と
4
分
の
1
を
超
え
て
い

る
。少
子
高
齢
化
の
流
れ
は
現
在
も
進
行
し
て
お
り
、2
0
2
0

年
代
半
ば
に
は
高
齢
者
の
比
率
は
3
分
の
1
に
達
す
る
と
想
定

さ
れ
て
い
る
。こ
の
状
況
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み
は
な
く
、現
在
65

歳
と
な
っ
て
い
る
年
金
受
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
が
具
体

的
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
ま
で
は
シ
ニ
ア
に
な
っ
て
働
く
と
し
て
も
、身
体
能
力
の
衰
え

を
加
味
し
て
補
助
的
な
作
業
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、加
齢
に
よ
る
知
的
レ
ベ
ル
の
衰
え
が
な
い
こ
と
は
す
で
に

証
明
さ
れ
て
お
り
、A
I
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
で
身
体
能
力
の
衰
え
を
補
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、よ

り
主
体
的
な
仕
事
に
就
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。当
然
、長
年
の

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
い
る
の
で
、若
者
に
伍

し
て
働
く
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、こ
の
パ
ワ
ー
を
自
分

た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
昨
年
、最
高
齢
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
若
宮
正
子
さ
ん
が
話

題
に
な
っ
た
が
、80
歳
を
過
ぎ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
始
め
る
よ
う

に
な
っ
た
動
機
は
、「
シ
ニ
ア
が
使
え
る
ア
プ
リ
が
世
の
中
に
は
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、自
分
で
作
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」と
い
う
こ

と
ら
し
い
。こ
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、シ
ニ
ア
の
こ
と
が
分

か
る
の
は
シ
ニ
ア
な
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、今
ま

で
若
者
に
頼
っ
て
い
た
介
護
な
ど
の
作
業
を
シ
ニ
ア
自
ら
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、介
護
者
は
よ
り
相
手
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
知
的
作
業
も
A
I
は
支
援
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
し
、A
I
に
よ
る
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
は
反

射
神
経
の
衰
え
を
カ
バ
ー
し
て
、事
故
の
心
配
な
く
、要
介
護
者

の
送
迎
や
見
守
り
訪
問
を
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
。ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ

は
筋
力
の
衰
え
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
た
め
、介
護
施
設
内
の
肉

体
的
実
務
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
よ
う
に
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
年
齢
の
壁
を
破
る
こ
と
で
シ
ニ
ア
が
シ
ニ
ア
を
支
え

る
よ
う
に
な
れ
ば
、若
者
は
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
に
就
け

る
は
ず
だ
。

【巻頭言】

イノベーションにより
年齢の壁を破る

常務研究理事　森 義博

「介護ロボット」を
在宅で活かす

【高齢社会】

安全管理から始める日本型
食品プラットフォームの構築

【流 通】

イノベーションにより
年齢の壁を破る

【巻頭言】

日本企業が参入すべき
「宇宙資源ビジネス」

【宇 宙】

メディカル・セルフ
リライアンスの提唱

【医 療】

AI・IoT時代に求められる
事業開発の質

【人 材】
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齢
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を
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の
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で
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の
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を
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く
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の
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的
実
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で
活
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す
る
こ
と
が
で
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る
。こ
の
よ
う
に
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に
よ
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年
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の
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を
破
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こ
と
で
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に
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ば
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は
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（
※
2
）日
本
I
B
M
発
表
資
料
。 http://w

w
w
-03.ibm

.com
/press/jp/

ja/pressrelease/53028.w
ss

（
※
3
）Hazard A

nalysis and C
ritical C

ontrol Point

の
略
。「
危
害

要
因
分
析
重
要
管
理
点
」と
訳
さ
れ
る
、国
際
標
準
と
な
っ
て
い
る
食
品
安

全
管
理
の
手
法
。原
材
料
の
入
荷
か
ら
出
荷
ま
で
の
全
工
程
に
お
い
て
、健

康
被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
危
害
要
因
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ

き
管
理
す
る
。

MRI MONTHLY REVIEW

安全管理から始める日本型
食品プラットフォームの構築

地域創生事業本部　氷川 珠恵

【流 通】

　
2
0
1
7
年
6
月
に
開
催
さ
れ
た
食
品
関
連
企
業
が
集
ま
る

国
際
会
議
で
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
、マ
ン
ゴ
ー
の
流
通
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ（
食
品
の
追
跡
）を
例
に
取
り
、「
ど
の
農
場
で
こ
ん
ぽ
う

梱
包
さ
れ
た
の

か
特
定
す
る
の
に
従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
6
日
と
18
時
間
か
か
っ

て
い
た
が
、新
た
な
シ
ス
テ
ム
で
は
2.2
秒
で
完
了
し
た
」と
発
表
し

た
。こ
の
驚
異
的
な
性
能
は
I
B
M
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術

（
※
１
）の
導
入
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
実
は
、高
速
化
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の
導
入
効
果
の
一
つ

に
す
ぎ
な
い
。ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
が
複
数
の
事
業
者
で
構

成
さ
れ
る
一
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
電
子
上
の
取
引
の
場
）の

構
築
を
促
し
、自
動
的
か
つ
瞬
時
に
必
要
な
情
報
を
共
有
可
能
と

す
る
。ま
さ
に
、決
済
の
簡
素
化
や
配
送
の
効
率
化
、在
庫
最
適

化
な
ど
多
く
の
効
果
を
生
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
導
入
に
伴
う
コ
ス

ト
削
減
効
果
も
大
き
い
。2
0
1
7
年
8
月
に
は
同
社
や
I
B
M

の
呼
び
か
け
に
応
じ
、ド
ー
ル
、ネ
ス
レ
、ユ
ニ
リ
ー
バ
な
ど
食
品

各
社
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
参
加
を
表
明
し
て
い
る（
※
2
）。

自
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
を
取
引
先
や
競
合
各
社
に
知
ら
れ
か
ね

な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
が
、そ
れ
以
上
に
コ
ス
ト
削
減
や
情
報
精
度
の

向
上
な
ど
、参
画
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

　
欧
米
で
は
同
様
に
、複
数
企
業
が
協
働
で
新
技
術
を
活
用
し
、

コ
ス
ト
削
減
メ
リ
ッ
ト
を
見
い
だ
す
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構

築
が
活
発
化
し
て
い
る
。翻
っ
て
日
本
企
業
を
み
る
と
、個
社
が
独

自
に
新
技
術
導
入
の
検
討
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
、企
業
間
の
協

働
は
進
ん
で
い
な
い
。各
社
の
情
報
を
一
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
共
有
す
る
こ
と
な
ど
想
定
す
ら
で
き
な
い
の
が
実
情
だ
。こ
の

ま
ま
で
は
欧
米
と
比
較
し
て
日
本
企
業
は
高
コ
ス
ト
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
な
っ
て
し
ま
う
。で
は
、ど
こ
か
ら
始
め
る
か
。

　
安
全
管
理
の
分
野
か
ら
協
働
を
始
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。食
品
安

全
管
理
の
手
法「
H
A
C
C
P
」（
※
3
）の
義
務
化
な
ど
、国
を
挙

げ
て
安
全
管
理
の
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
る
今
、企
業
間
の

協
働
を
促
す
絶
好
の
機
会
だ
。安
全
管
理
コ
ス
ト
を
最
適
化
す
る

日
本
型
食
品
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
は
、安
全
か
つ
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
日
本
食
ブ
ラ
ン
ド
の
訴
求
に
貢
献
す
る
。

（
※
1
）仮
想
通
貨「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
」で
用
い
る
分
散
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
要
素
技
術
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、食
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
各
種
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
な
ど
流
通・物
流
用
途
で
の
活
用
事
例
が
急
増
し
て
い
る
。

P o i n t
●海外ではブロックチェーン技術が企業間の協働を促し、各種効率化に成功。

●日本は食品プラットフォーム構築に出遅れ、国際競争力低下の要因に。

●差し迫っている安全管理の分野から日本の食品産業も協働を始めるべき。

「介護ロボット」を
在宅で活かす

ヘルスケア・ウェルネス事業本部　高森 裕子

【高齢社会】

　
国
が
後
押
し
し
て
い
る「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
」の
普
及
に
、2
0
1
8

年
４
月
の
介
護
報
酬
改
定
で
弾
み
が
つ
き
そ
う
だ
。導
入
し
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
報
酬
加
算
が
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

国
が
開
発
支
援
し
て
い
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、高
齢
者
を
起
き
上
が

ら
せ
る
際
の
肉
体
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
介
助
者
が
装
着
す
る

パ
ワ
ー
ド
ス
ー
ツ
、要
介
護
者
の
体
調
や
動
作
の
異
変
を
感
知
し
て

教
え
て
く
れ
る
セ
ン
サ
ー
、歩
行
や
入
浴
、排
せ
つ
を
支
援
す
る
装

置
な
ど
、介
護
の
特
定
の
場
面
で
利
用
さ
れ
る
。そ
の
多
く
は
、介

護
施
設
向
け
に
開
発
と
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、一
般
家
庭
に

広
く
普
及
す
る
よ
う
な
身
近
な
存
在
に
は
ま
だ
な
って
い
な
い
。

　
一
方
、一
般
家
庭
の
家
電
に
目
を
向
け
る
と
、「A
m
azon 

Echo

」や「G
oogle H

om
e

」と
い
っ
た
A
I
ス
ピ
ー
カ
ー
が

販
売
さ
れ
て
い
る
。声
に
よ
る
求
め
に
応
じ
て
電
灯
や
テ
レ
ビ
、ラ

ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
り
、欲
し
い
情
報
を
探
し
て
読
み
上
げ

た
り
し
て
く
れ
る
、ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
よ
う
な
機
器
だ
。国
が
開
発

支
援
し
て
い
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
当
て
は
ま
ら
な

い
が
、そ
の
機
能
は
、在
宅
で
の
高
齢
者
や
要
介
護
者
の
健
康
維

持
や
疾
病
予
防
に
活
用
で
き
る
。例
え
ば
、服
薬
時
間
を
音
声
で

通
知
し
た
り
、日
用
品
の
注
文
を
代
行
し
た
り
、体
調
や
疾
患
に

配
慮
し
た
食
事
メ
ニュ
ー
を
提
案
す
る
こ
と
な
ど
が
可
能
に
な
る

た
め
、こ
れ
ま
で
誰
か
に
頼
ん
で
い
た
こ
と
を
一
人
で
で
き
る
よ
う

に
な
る（
図
）。A
I
ス
ピ
ー
カ
ー
の
よ
う
に
新
た
な
技
術
を
備
え
、

一
般
家
庭
で
今
後
普
及
が
見
込
ま
れ
る
家
電
は
、要
介
護
レ
ベ
ル

の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、広
く
高
齢
者
や
家
族
を
支
え
る
機
能
を

提
供
で
き
、生
活
の
中
で
ご
く
自
然
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
介
助
者
が
不
足
す
る
中
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
、施
設
向
け
中
心
で
は
な
く
、暮
ら
し
に
寄
り
添

う
機
器
だ
と
緩
や
か
に
捉
え
直
す
こ
と
を
提
案
し
た
い
。汎
用
化

が
進
む
A
I
な
ど
の
技
術
を
介
護
分
野
に
取
り
込
む
契
機
と
な

る
。家
電
と
同
様
、多
様
な
企
業
が
開
発
に
参
入
し
、生
活
の
中
に

あ
ふ
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ
れ

る
。ま
た
、開
発
主
体
が
増
え
て
競
争
も
促
進
さ
れ
る
結
果
、使
い

勝
手
が
よ
く
安
価
な
も
の
が
普
及
す
る
。こ
の
よ
う
な
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
い
っ
そ
う
、

張
り
合
い
を
も
て
る
社
会
に
近
づ
く
で
あ
ろ
う
。

P o i n t
●今春の優遇措置に伴い、施設や事業所で「介護ロボット」が増える見込み。

●一般家庭では、家電の新技術が高齢者や家族を支える機能を担う。

●介護ロボットも暮らしの中で捉え直され、多様な技術の活用が進む。

［図］「介護ロボット」は暮らしに寄り添う機器へ

出所：三菱総合研究所

［図］食品安全管理に関する協働のイメージ

出所：三菱総合研究所

一般家庭で広く普及へ

健康に良い献立
を提案服薬時間を

通知
日用品の
注文代行

欲しい情報を
探して読み上げ

声で電灯や
テレビをon/off

HACCPに関するデータや書類を電子上で蓄積し、
必要な相手と共有する仕組み

食品安全管理プラットフォーム

行 政

生産者

従来は施設での利用が主体
■介護者をアシストする装着機器
■見守りセンサー
■歩行や入浴、排せつを支援する装置

食品メーカー 小売業者 検査会社

監査機関
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（
※
2
）日
本
I
B
M
発
表
資
料
。 http://w

w
w
-03.ibm

.com
/press/jp/

ja/pressrelease/53028.w
ss

（
※
3
）Hazard A

nalysis and C
ritical C

ontrol Point

の
略
。「
危
害

要
因
分
析
重
要
管
理
点
」と
訳
さ
れ
る
、国
際
標
準
と
な
っ
て
い
る
食
品
安

全
管
理
の
手
法
。原
材
料
の
入
荷
か
ら
出
荷
ま
で
の
全
工
程
に
お
い
て
、健

康
被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
危
害
要
因
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ

き
管
理
す
る
。

MRI MONTHLY REVIEW

安全管理から始める日本型
食品プラットフォームの構築

地域創生事業本部　氷川 珠恵

【流 通】

　
2
0
1
7
年
6
月
に
開
催
さ
れ
た
食
品
関
連
企
業
が
集
ま
る

国
際
会
議
で
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
、マ
ン
ゴ
ー
の
流
通
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ（
食
品
の
追
跡
）を
例
に
取
り
、「
ど
の
農
場
で
こ
ん
ぽ
う

梱
包
さ
れ
た
の

か
特
定
す
る
の
に
従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
6
日
と
18
時
間
か
か
っ

て
い
た
が
、新
た
な
シ
ス
テ
ム
で
は
2.2
秒
で
完
了
し
た
」と
発
表
し

た
。こ
の
驚
異
的
な
性
能
は
I
B
M
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術

（
※
１
）の
導
入
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
実
は
、高
速
化
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の
導
入
効
果
の
一
つ

に
す
ぎ
な
い
。ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
が
複
数
の
事
業
者
で
構

成
さ
れ
る
一
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
電
子
上
の
取
引
の
場
）の

構
築
を
促
し
、自
動
的
か
つ
瞬
時
に
必
要
な
情
報
を
共
有
可
能
と

す
る
。ま
さ
に
、決
済
の
簡
素
化
や
配
送
の
効
率
化
、在
庫
最
適

化
な
ど
多
く
の
効
果
を
生
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
導
入
に
伴
う
コ
ス

ト
削
減
効
果
も
大
き
い
。2
0
1
7
年
8
月
に
は
同
社
や
I
B
M

の
呼
び
か
け
に
応
じ
、ド
ー
ル
、ネ
ス
レ
、ユ
ニ
リ
ー
バ
な
ど
食
品

各
社
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
参
加
を
表
明
し
て
い
る（
※
2
）。

自
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
を
取
引
先
や
競
合
各
社
に
知
ら
れ
か
ね

な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
が
、そ
れ
以
上
に
コ
ス
ト
削
減
や
情
報
精
度
の

向
上
な
ど
、参
画
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

　
欧
米
で
は
同
様
に
、複
数
企
業
が
協
働
で
新
技
術
を
活
用
し
、

コ
ス
ト
削
減
メ
リ
ッ
ト
を
見
い
だ
す
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構

築
が
活
発
化
し
て
い
る
。翻
っ
て
日
本
企
業
を
み
る
と
、個
社
が
独

自
に
新
技
術
導
入
の
検
討
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
、企
業
間
の
協

働
は
進
ん
で
い
な
い
。各
社
の
情
報
を
一
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
共
有
す
る
こ
と
な
ど
想
定
す
ら
で
き
な
い
の
が
実
情
だ
。こ
の

ま
ま
で
は
欧
米
と
比
較
し
て
日
本
企
業
は
高
コ
ス
ト
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
な
っ
て
し
ま
う
。で
は
、ど
こ
か
ら
始
め
る
か
。

　
安
全
管
理
の
分
野
か
ら
協
働
を
始
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。食
品
安

全
管
理
の
手
法「
H
A
C
C
P
」（
※
3
）の
義
務
化
な
ど
、国
を
挙

げ
て
安
全
管
理
の
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
る
今
、企
業
間
の

協
働
を
促
す
絶
好
の
機
会
だ
。安
全
管
理
コ
ス
ト
を
最
適
化
す
る

日
本
型
食
品
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
は
、安
全
か
つ
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
日
本
食
ブ
ラ
ン
ド
の
訴
求
に
貢
献
す
る
。

（
※
1
）仮
想
通
貨「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
」で
用
い
る
分
散
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
要
素
技
術
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、食
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
各
種
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
な
ど
流
通・物
流
用
途
で
の
活
用
事
例
が
急
増
し
て
い
る
。

P o i n t
●海外ではブロックチェーン技術が企業間の協働を促し、各種効率化に成功。

●日本は食品プラットフォーム構築に出遅れ、国際競争力低下の要因に。

●差し迫っている安全管理の分野から日本の食品産業も協働を始めるべき。

「介護ロボット」を
在宅で活かす

ヘルスケア・ウェルネス事業本部　高森 裕子

【高齢社会】

　
国
が
後
押
し
し
て
い
る「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
」の
普
及
に
、2
0
1
8

年
４
月
の
介
護
報
酬
改
定
で
弾
み
が
つ
き
そ
う
だ
。導
入
し
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
報
酬
加
算
が
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

国
が
開
発
支
援
し
て
い
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、高
齢
者
を
起
き
上
が

ら
せ
る
際
の
肉
体
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
介
助
者
が
装
着
す
る

パ
ワ
ー
ド
ス
ー
ツ
、要
介
護
者
の
体
調
や
動
作
の
異
変
を
感
知
し
て

教
え
て
く
れ
る
セ
ン
サ
ー
、歩
行
や
入
浴
、排
せ
つ
を
支
援
す
る
装

置
な
ど
、介
護
の
特
定
の
場
面
で
利
用
さ
れ
る
。そ
の
多
く
は
、介

護
施
設
向
け
に
開
発
と
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、一
般
家
庭
に

広
く
普
及
す
る
よ
う
な
身
近
な
存
在
に
は
ま
だ
な
って
い
な
い
。

　
一
方
、一
般
家
庭
の
家
電
に
目
を
向
け
る
と
、「A

m
azon 

Echo

」や「G
oogle H

om
e

」と
い
っ
た
A
I
ス
ピ
ー
カ
ー
が

販
売
さ
れ
て
い
る
。声
に
よ
る
求
め
に
応
じ
て
電
灯
や
テ
レ
ビ
、ラ

ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
り
、欲
し
い
情
報
を
探
し
て
読
み
上
げ

た
り
し
て
く
れ
る
、ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
よ
う
な
機
器
だ
。国
が
開
発

支
援
し
て
い
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
当
て
は
ま
ら
な

い
が
、そ
の
機
能
は
、在
宅
で
の
高
齢
者
や
要
介
護
者
の
健
康
維

持
や
疾
病
予
防
に
活
用
で
き
る
。例
え
ば
、服
薬
時
間
を
音
声
で

通
知
し
た
り
、日
用
品
の
注
文
を
代
行
し
た
り
、体
調
や
疾
患
に

配
慮
し
た
食
事
メ
ニュ
ー
を
提
案
す
る
こ
と
な
ど
が
可
能
に
な
る

た
め
、こ
れ
ま
で
誰
か
に
頼
ん
で
い
た
こ
と
を
一
人
で
で
き
る
よ
う

に
な
る（
図
）。A
I
ス
ピ
ー
カ
ー
の
よ
う
に
新
た
な
技
術
を
備
え
、

一
般
家
庭
で
今
後
普
及
が
見
込
ま
れ
る
家
電
は
、要
介
護
レ
ベ
ル

の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、広
く
高
齢
者
や
家
族
を
支
え
る
機
能
を

提
供
で
き
、生
活
の
中
で
ご
く
自
然
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
介
助
者
が
不
足
す
る
中
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
、施
設
向
け
中
心
で
は
な
く
、暮
ら
し
に
寄
り
添

う
機
器
だ
と
緩
や
か
に
捉
え
直
す
こ
と
を
提
案
し
た
い
。汎
用
化

が
進
む
A
I
な
ど
の
技
術
を
介
護
分
野
に
取
り
込
む
契
機
と
な

る
。家
電
と
同
様
、多
様
な
企
業
が
開
発
に
参
入
し
、生
活
の
中
に

あ
ふ
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ
れ

る
。ま
た
、開
発
主
体
が
増
え
て
競
争
も
促
進
さ
れ
る
結
果
、使
い

勝
手
が
よ
く
安
価
な
も
の
が
普
及
す
る
。こ
の
よ
う
な
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
い
っ
そ
う
、

張
り
合
い
を
も
て
る
社
会
に
近
づ
く
で
あ
ろ
う
。

P o i n t
●今春の優遇措置に伴い、施設や事業所で「介護ロボット」が増える見込み。

●一般家庭では、家電の新技術が高齢者や家族を支える機能を担う。

●介護ロボットも暮らしの中で捉え直され、多様な技術の活用が進む。

［図］「介護ロボット」は暮らしに寄り添う機器へ

出所：三菱総合研究所

［図］食品安全管理に関する協働のイメージ

出所：三菱総合研究所

一般家庭で広く普及へ

健康に良い献立
を提案服薬時間を

通知
日用品の
注文代行

欲しい情報を
探して読み上げ

声で電灯や
テレビをon/off

HACCPに関するデータや書類を電子上で蓄積し、
必要な相手と共有する仕組み

食品安全管理プラットフォーム

行 政

生産者

従来は施設での利用が主体
■介護者をアシストする装着機器
■見守りセンサー
■歩行や入浴、排せつを支援する装置
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（
※
2
）例
え
ば
、日
本
の
H

‒

Ⅱ
A
ロ
ケ
ッ
ト
は
燃
料
に
液
体
水
素
、酸
化
剤
と
し
て

液
体
酸
素
を
使
っ
て
い
る
。

（
※
3
）日
本
で
も
2
0
1
7
年
12
月
に
株
式
会
社
i
s
p
a
c
e
が
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
を
対
象
と
す
る
投
資
の「
シ
リ
ー
ズ
A
」と
し
て
は
国
内
過
去
最
高
額
と

な
る
1
0
1・5
億
円
の
資
金
を
調
達
し
た
。

日本企業が参入すべき
「宇宙資源ビジネス」

科学・安全事業本部　内田 敦

【宇 宙】

　
今
、宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
が
熱
い
。中
で
も
、欧
米
で
急
速
に
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
月
、火
星
、小
惑
星
な
ど
に
あ
る
資
源
を
活
用

す
る「
宇
宙
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
」で
あ
る
。ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
で
は
民
間
企
業
が
獲
得
し
た
宇
宙
資
源
の
利
用
を
認

め
る
法
律
が
す
で
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、2
0
3
0
〜
3
5
年
頃

に
は
宇
宙
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、月
面
に
お
け
る「
水
資
源
」で

あ
る（
※
１
）。月
の
重
力
が
地
球
の
6
分
の
1
で
あ
る
こ
と
を
活

か
し
、火
星
や
さ
ら
に
遠
く
の
天
体
へ
向
け
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
発
射
す

る
拠
点
を
月
面
に
設
置
す
る
構
想
が
あ
る
。水
は
水
素
と
酸
素
に

分
解
す
る
こ
と
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃
料
に
で
き
る
た
め（
※
2
）、こ
の

構
想
を
実
現
す
る
資
源
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、月
で
の
水
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現
は
容
易
で
は
な

い
。地
中
の
水
を
探
索
す
る
ロ
ー
バ（
専
用
車
両
）、掘
削
用
の
重

機
、燃
料
を
生
成・貯
蔵
す
る
プ
ラ
ン
ト
、作
業
管
理
用
の
通
信
イ

ン
フ
ラ
、滞
在
型
の
宿
泊
施
設
、そ
し
て
電
力
確
保
用
の
太
陽
光

発
電
所
な
ど
が
必
要
で
あ
り（
図
）、多
様
な
分
野
の
企
業
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
。欧
米
企
業
は
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
が
、

特
定
の
事
業
領
域
に
注
力
し
て
お
り
、全
体
と
し
て
圧
倒
的
な
優

位
に
立
つ
ほ
ど
の
企
業
は
出
現
し
て
い
な
い
。

　
日
本
に
は
、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
の
厳
し
い
地
域
で
の
プ

ラ
ン
ト
の
建
設
な
ど
、こ
の
分
野
に
関
連
し
た
技
術
を
保
有
す
る

企
業
が
多
く
あ
り
、技
術
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。市
場
が
形

成
途
上
で
あ
る
今
こ
そ
、関
連
技
術
を
有
す
る
企
業
が
協
力・連

合
し
て
、日
本
発
の
宇
宙
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
目
指
し
た
活
動

を
開
始
す
る
の
が
得
策
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
政
府
も
月
着
陸
実
証
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
月
の
極
域
探
査
計
画

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。し
か
し
、欧
米
企
業
の
ス
ピ
ー
ド
を

考
え
る
と
、国
際
的
な
市
場
に
お
い
て
先
行
者
利
益
や
権
利
を
確

保
可
能
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
立
つ
に
は
、政
府
の
動
き
を
待
っ
て
い
て

は
間
に
合
わ
な
い
。産
業
界
の
主
導
で
大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
連
携
す
る
な
ど
、月
で
の
水
の
探
査
や
掘
削
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
早

期
に
開
始
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い（
※
3
）。宇
宙
資
源
ビ
ジ
ネ
ス

は
多
様
な
企
業
に
参
画
が
求
め
ら
れ
る
分
、新
産
業
の
創
生
に
も

つ
な
が
る
公
算
が
大
き
い
の
だ
。

（
※
1
）白
金
な
ど
の
レ
ア
メ
タ
ル
を
宇
宙
で
採
掘
し
、地
球
に
持
ち
帰
っ
て
販
売
す
る

構
想
を
有
す
る
企
業
も
多
い
が
、輸
送
コ
ス
ト
な
ど
か
ら
し
て
現
状
で
は
採

算
が
合
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

P o i n t
●近年注目される宇宙資源ビジネスで最も期待できるのは月の水資源。

●日本企業は関連技術を多く保有しており、ポテンシャルが高い。

●市場形成が途上にある今こそ、参入して先行者利益の確保を。

［図］2030年頃の月面開発イメージ

出所：フロンティアビジネス研究会の資料から三菱総合研究所が抜粋
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で
は
食
生
活
に
気
を
つ
け
た
り
、日
常
的
に
運
動
を
行
う
な
ど
の
患
者
自
身

に
よ
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。今
後
、患
者
に
よ
る
治
療
へ
の
積
極

的
な
関
与
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。

（
※
2
）原
則
と
し
て
ど
の
病
院
を
選
ん
で
受
診
し
て
も
か
ま
わ
な
い
仕
組
み
。

（
※
3
）quality of life

の
略
。一
般
的
に
、生
活
の
質
や
人
生
に
幸
福
を
見
出
す

尺
度
の
こ
と
を
指
す
。

メディカル・セルフ
リライアンスの提唱

プラチナ社会センター　奥村 隆一

【医 療】

　
長
寿
化
が
進
め
ば
、生
活
習
慣
病
な
ど
、加
齢
に
伴
う
慢
性
的

な
疾
患
と
長
期
間
向
き
合
う
必
要
が
生
じ
る
。そ
の
と
き
、患
者

と
医
師
の
関
係
性
は
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
―
―
。「
メ
デ
ィ
カ
ル・セ

ル
フ
リ
ラ
イ
ア
ン
ス
」（
自
律
的
医
療
）の
考
え
方
を
提
案
し
た
い
。

　
メ
デ
ィ
カ
ル・セ
ル
フ
リ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、医
師
の
専
門
的
な

助
言
を
得
な
が
ら
、心
身
を
患
者
自
身
が
適
切
に
管
理
し
、治
療

方
針
を
主
体
的
に
決
め
る
べ
き
と
い
う
考
え
方（
※
1
）で
あ
る
。

年
齢
を
重
ね
、若
い
頃
よ
り
身
体
能
力
が
衰
え
て
も
イ
キ
イ
キ
と

し
た
人
生
を
送
り
た
い
と
思
う
と
き
、ど
の
よ
う
な
医
療
や
リ
ハ

ビ
リ
と
向
き
合
う
の
か
。ま
ず
は
患
者
自
身
が
自
分
の
身
体
に

も
っ
と
関
心
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。治
療
方
針
の
決
定
を
他
人
で

あ
る
医
師
任
せ
に
せ
ず
、患
者
自
ら
が
自
分
の
健
康
状
態
や
病
状

を
管
理
し
、治
療
行
動
を
主
体
的
に
実
施
す
れ
ば
、治
療
効
果
は

さ
ら
に
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る（
図
）。

　
し
か
し
日
本
で
は
、患
者
自
身
の「
当
事
者
意
識
」が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。健
康
の
た
め
の
運
動
や
食
生
活
を

日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
日
本
人
の
割
合
は
、低
い
水
準
に
あ
る
。

日
本
の
医
療
制
度
の
長
所
と
も
い
え
る
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
仕
組

み（
※
2
）や
、患
者
負
担
を
軽
減
す
る
健
康
保
険
な
ど
が
、制
度
本

来
の
意
図
に
反
し
て
国
民
の
病
気
に
対
す
る
危
機
意
識
を
低
下

さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
確
か
に
患
者
の
意
識
、さ
ら
に
は
行
動
を
変
え
る
の
は
簡
単
で

は
な
い
だ
ろ
う
。で
は
、「
患
者
自
身
の
行
動
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
」を
公
的
医
療
保
険
の
仕
組
み
に
加
え
て
は
ど
う
か
。例

え
ば
、日
頃
の
行
動
に
応
じ
て
そ
の
後
の
自
己
負
担
率
な
い
し
保

険
料
を
増
減
さ
せ
る
。処
方
さ
れ
た
薬
を
き
ち
ん
と
服
用
し
た

り
、生
活
改
善
の
取
り
組
み
を
続
け
た
り
し
た
場
合
、通
常
よ
り

も
少
な
い
費
用
負
担
で
済
む
よ
う
に
な
る
。

　
あ
る
い
は
、生
活
習
慣
病
の
患
者
個
々
人
に
改
善
効
果
が
見
込

ま
れ
る
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、こ
れ
か
ら
の
医
療
費
を
ど
の
程

度
節
約
可
能
か
示
す
こ
と
も
有
効
で
は
な
い
か
。A
I
を
活
用
し

て
、ス
マ
ホ
を
通
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
れ
ば
運
用
側
の
負
担
も
軽
減

で
き
る
。患
者
の
行
動
変
容
に
よ
っ
て
重
症
化
を
予
防
す
れ
ば
、

Q
O
L（
※
3
）向
上
の
み
な
ら
ず
、医
療
費
増
加
を
抑
え
る
効
果

も
期
待
で
き
る
。

（
※
1
）日
本
で
は
戦
後
ま
も
な
く
は
衛
生
上
の
問
題
か
ら
結
核
菌
や
肺
炎
球
菌
な

ど
に
よ
る
感
染
症
が
多
発
、医
師
に
診
断
や
治
療
方
針
の
決
定
権
を
委
ね
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。と
こ
ろ
が
、生
活
習
慣
病
の
患
者
の
増
加
に
伴
い
、現
在

P o i n t
●生活習慣病多発の時代。患者と医師の関係を見直す転機が訪れた。

●重要なのは患者の「自律性」だが意識変革に課題。

●公的医療保険に「患者自身の行動に対するインセンティブ」を付与しよう。

［図］患者と医師の関係性の変化

出所：三菱総合研究所
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太陽光発電 発着場

従来の関係性

患　者

医　師

治療方針の
説明・決定

今後重要となる関係性
■患者が医師の助言のもとで治療や状態改善の
  方針を決定、生活行動を自己管理する
■生活習慣病に有効とされる

■医師が治療の方針を指示する
■感染症に有効とされる　

患　者

医　師

体調や健康管理
状況の伝達、
治療方針の決定

専門的な助言
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（
※
2
）例
え
ば
、日
本
の
H

‒

Ⅱ
A
ロ
ケ
ッ
ト
は
燃
料
に
液
体
水
素
、酸
化
剤
と
し
て

液
体
酸
素
を
使
っ
て
い
る
。

（
※
3
）日
本
で
も
2
0
1
7
年
12
月
に
株
式
会
社
i
s
p
a
c
e
が
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
を
対
象
と
す
る
投
資
の「
シ
リ
ー
ズ
A
」と
し
て
は
国
内
過
去
最
高
額
と

な
る
1
0
1・5
億
円
の
資
金
を
調
達
し
た
。

日本企業が参入すべき
「宇宙資源ビジネス」

科学・安全事業本部　内田 敦

【宇 宙】

　
今
、宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
が
熱
い
。中
で
も
、欧
米
で
急
速
に
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
月
、火
星
、小
惑
星
な
ど
に
あ
る
資
源
を
活
用

す
る「
宇
宙
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
」で
あ
る
。ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
で
は
民
間
企
業
が
獲
得
し
た
宇
宙
資
源
の
利
用
を
認

め
る
法
律
が
す
で
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、2
0
3
0
〜
3
5
年
頃

に
は
宇
宙
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、月
面
に
お
け
る「
水
資
源
」で

あ
る（
※
１
）。月
の
重
力
が
地
球
の
6
分
の
1
で
あ
る
こ
と
を
活

か
し
、火
星
や
さ
ら
に
遠
く
の
天
体
へ
向
け
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
発
射
す

る
拠
点
を
月
面
に
設
置
す
る
構
想
が
あ
る
。水
は
水
素
と
酸
素
に

分
解
す
る
こ
と
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃
料
に
で
き
る
た
め（
※
2
）、こ
の

構
想
を
実
現
す
る
資
源
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、月
で
の
水
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現
は
容
易
で
は
な

い
。地
中
の
水
を
探
索
す
る
ロ
ー
バ（
専
用
車
両
）、掘
削
用
の
重

機
、燃
料
を
生
成・貯
蔵
す
る
プ
ラ
ン
ト
、作
業
管
理
用
の
通
信
イ

ン
フ
ラ
、滞
在
型
の
宿
泊
施
設
、そ
し
て
電
力
確
保
用
の
太
陽
光

発
電
所
な
ど
が
必
要
で
あ
り（
図
）、多
様
な
分
野
の
企
業
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
。欧
米
企
業
は
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
が
、

特
定
の
事
業
領
域
に
注
力
し
て
お
り
、全
体
と
し
て
圧
倒
的
な
優

位
に
立
つ
ほ
ど
の
企
業
は
出
現
し
て
い
な
い
。

　
日
本
に
は
、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
の
厳
し
い
地
域
で
の
プ

ラ
ン
ト
の
建
設
な
ど
、こ
の
分
野
に
関
連
し
た
技
術
を
保
有
す
る

企
業
が
多
く
あ
り
、技
術
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。市
場
が
形

成
途
上
で
あ
る
今
こ
そ
、関
連
技
術
を
有
す
る
企
業
が
協
力・連

合
し
て
、日
本
発
の
宇
宙
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
目
指
し
た
活
動

を
開
始
す
る
の
が
得
策
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
政
府
も
月
着
陸
実
証
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
月
の
極
域
探
査
計
画

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。し
か
し
、欧
米
企
業
の
ス
ピ
ー
ド
を

考
え
る
と
、国
際
的
な
市
場
に
お
い
て
先
行
者
利
益
や
権
利
を
確

保
可
能
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
立
つ
に
は
、政
府
の
動
き
を
待
っ
て
い
て

は
間
に
合
わ
な
い
。産
業
界
の
主
導
で
大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
連
携
す
る
な
ど
、月
で
の
水
の
探
査
や
掘
削
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
早

期
に
開
始
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い（
※
3
）。宇
宙
資
源
ビ
ジ
ネ
ス

は
多
様
な
企
業
に
参
画
が
求
め
ら
れ
る
分
、新
産
業
の
創
生
に
も

つ
な
が
る
公
算
が
大
き
い
の
だ
。

（
※
1
）白
金
な
ど
の
レ
ア
メ
タ
ル
を
宇
宙
で
採
掘
し
、地
球
に
持
ち
帰
っ
て
販
売
す
る

構
想
を
有
す
る
企
業
も
多
い
が
、輸
送
コ
ス
ト
な
ど
か
ら
し
て
現
状
で
は
採

算
が
合
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

P o i n t
●近年注目される宇宙資源ビジネスで最も期待できるのは月の水資源。

●日本企業は関連技術を多く保有しており、ポテンシャルが高い。

●市場形成が途上にある今こそ、参入して先行者利益の確保を。

［図］2030年頃の月面開発イメージ

出所：フロンティアビジネス研究会の資料から三菱総合研究所が抜粋
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で
は
食
生
活
に
気
を
つ
け
た
り
、日
常
的
に
運
動
を
行
う
な
ど
の
患
者
自
身

に
よ
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。今
後
、患
者
に
よ
る
治
療
へ
の
積
極

的
な
関
与
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。

（
※
2
）原
則
と
し
て
ど
の
病
院
を
選
ん
で
受
診
し
て
も
か
ま
わ
な
い
仕
組
み
。

（
※
3
）quality of life

の
略
。一
般
的
に
、生
活
の
質
や
人
生
に
幸
福
を
見
出
す

尺
度
の
こ
と
を
指
す
。

メディカル・セルフ
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プラチナ社会センター　奥村 隆一

【医 療】

　
長
寿
化
が
進
め
ば
、生
活
習
慣
病
な
ど
、加
齢
に
伴
う
慢
性
的

な
疾
患
と
長
期
間
向
き
合
う
必
要
が
生
じ
る
。そ
の
と
き
、患
者

と
医
師
の
関
係
性
は
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
―
―
。「
メ
デ
ィ
カ
ル・セ

ル
フ
リ
ラ
イ
ア
ン
ス
」（
自
律
的
医
療
）の
考
え
方
を
提
案
し
た
い
。

　
メ
デ
ィ
カ
ル・セ
ル
フ
リ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、医
師
の
専
門
的
な

助
言
を
得
な
が
ら
、心
身
を
患
者
自
身
が
適
切
に
管
理
し
、治
療

方
針
を
主
体
的
に
決
め
る
べ
き
と
い
う
考
え
方（
※
1
）で
あ
る
。

年
齢
を
重
ね
、若
い
頃
よ
り
身
体
能
力
が
衰
え
て
も
イ
キ
イ
キ
と

し
た
人
生
を
送
り
た
い
と
思
う
と
き
、ど
の
よ
う
な
医
療
や
リ
ハ

ビ
リ
と
向
き
合
う
の
か
。ま
ず
は
患
者
自
身
が
自
分
の
身
体
に

も
っ
と
関
心
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。治
療
方
針
の
決
定
を
他
人
で

あ
る
医
師
任
せ
に
せ
ず
、患
者
自
ら
が
自
分
の
健
康
状
態
や
病
状

を
管
理
し
、治
療
行
動
を
主
体
的
に
実
施
す
れ
ば
、治
療
効
果
は

さ
ら
に
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る（
図
）。

　
し
か
し
日
本
で
は
、患
者
自
身
の「
当
事
者
意
識
」が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。健
康
の
た
め
の
運
動
や
食
生
活
を

日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
日
本
人
の
割
合
は
、低
い
水
準
に
あ
る
。

日
本
の
医
療
制
度
の
長
所
と
も
い
え
る
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
仕
組

み（
※
2
）や
、患
者
負
担
を
軽
減
す
る
健
康
保
険
な
ど
が
、制
度
本

来
の
意
図
に
反
し
て
国
民
の
病
気
に
対
す
る
危
機
意
識
を
低
下

さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
確
か
に
患
者
の
意
識
、さ
ら
に
は
行
動
を
変
え
る
の
は
簡
単
で

は
な
い
だ
ろ
う
。で
は
、「
患
者
自
身
の
行
動
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
」を
公
的
医
療
保
険
の
仕
組
み
に
加
え
て
は
ど
う
か
。例

え
ば
、日
頃
の
行
動
に
応
じ
て
そ
の
後
の
自
己
負
担
率
な
い
し
保

険
料
を
増
減
さ
せ
る
。処
方
さ
れ
た
薬
を
き
ち
ん
と
服
用
し
た

り
、生
活
改
善
の
取
り
組
み
を
続
け
た
り
し
た
場
合
、通
常
よ
り

も
少
な
い
費
用
負
担
で
済
む
よ
う
に
な
る
。

　
あ
る
い
は
、生
活
習
慣
病
の
患
者
個
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人
に
改
善
効
果
が
見
込

ま
れ
る
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、こ
れ
か
ら
の
医
療
費
を
ど
の
程

度
節
約
可
能
か
示
す
こ
と
も
有
効
で
は
な
い
か
。A
I
を
活
用
し

て
、ス
マ
ホ
を
通
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
れ
ば
運
用
側
の
負
担
も
軽
減

で
き
る
。患
者
の
行
動
変
容
に
よ
っ
て
重
症
化
を
予
防
す
れ
ば
、

Q
O
L（
※
3
）向
上
の
み
な
ら
ず
、医
療
費
増
加
を
抑
え
る
効
果

も
期
待
で
き
る
。

（
※
1
）日
本
で
は
戦
後
ま
も
な
く
は
衛
生
上
の
問
題
か
ら
結
核
菌
や
肺
炎
球
菌
な

ど
に
よ
る
感
染
症
が
多
発
、医
師
に
診
断
や
治
療
方
針
の
決
定
権
を
委
ね
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。と
こ
ろ
が
、生
活
習
慣
病
の
患
者
の
増
加
に
伴
い
、現
在

P o i n t
●生活習慣病多発の時代。患者と医師の関係を見直す転機が訪れた。

●重要なのは患者の「自律性」だが意識変革に課題。

●公的医療保険に「患者自身の行動に対するインセンティブ」を付与しよう。

［図］患者と医師の関係性の変化

出所：三菱総合研究所

月面基地月面ホテル

月面工場 資源探査

食料栽培

太陽光発電 発着場

従来の関係性

患　者

医　師

治療方針の
説明・決定

今後重要となる関係性
■患者が医師の助言のもとで治療や状態改善の
  方針を決定、生活行動を自己管理する
■生活習慣病に有効とされる

■医師が治療の方針を指示する
■感染症に有効とされる　

患　者

医　師

体調や健康管理
状況の伝達、
治療方針の決定

専門的な助言
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名 言

成功は決定的ではなく、失敗は致命的ではない。
大切なのは続ける勇気だ。
Success is not final, failure is not fatal: it is the courage to continue that counts.

先を見すぎてはいけない。
運命の糸は一度に一本しかつかめないのだ。
It is a mistake to try to look too far ahead. 
The chain of destiny can only be grasped one link at a time.

MRI MONTHLY REVIEW

AI・IoT時代に求められる
事業開発の質

政策・経済研究センター　木根原 良樹

【人 材】

　
世
界
中
で
A
I・I
o
T
が
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
自
動
化
な
ど
に

よ
る
業
務
効
率
ア
ッ
プ
や
、大
量
の
顧
客
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く

新
事
業
開
発
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。こ
の
結
果
、「
安
く
て
高
性

能
」は
当
た
り
前
と
な
り
つ
つ
あ
る
。企
業
が
勝
ち
残
る
に
は
、際

立
っ
た
特
長
を
も
つ
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
、事
業

開
発
の
質
を
上
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
従
来
の
事
業
開
発
で
は
、営
業
、技
術
、財
務
な
ど
各
部
門
の

エ
ー
ス
級
を
集
め
、そ
の
提
案
を
幹
部
が
承
認
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。顧
客
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
吸
い
上
げ
て
開
発
さ
れ
た
新
商

品・サ
ー
ビ
ス
は
、競
合
す
る
他
社
と
似
通
っ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。で
は
、A
I・I
o
T
時
代
に
合
っ
た
事
業
開
発
に

は
、何
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。ま
ず
は
、顧
客
自
身
が
気
付
い
て

い
な
い
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
洞
察
す
る
能
力
を
も
つ「
デ
ザ
イ
ン

人
材
」で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
言
う
デ
ザ
イ
ン
は
、商
品
の
外
見
で
は
な
く
、コ
ン
セ
プ

ト
や
使
い
勝
手
を
含
め
、商
品・サ
ー
ビ
ス
全
体
を
形
に
す
る
と
い

う
、広
い
意
味
だ
。優
れ
た
洞
察
力
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
会
得
し
た
デ
ザ
イ
ン
人
材
を
、部
門
や
社
内
外
を
問
わ
ず
発

掘・起
用
す
る
。さ
ら
に
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
や
顧
客
、有
識
者
と
い
っ

た
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
多
様
性
に
満
ち
た
事
業
開
発
チ
ー
ム
を
編

成
す
れ
ば
、個
性
が
か
ち
合
っ
て
化
学
反
応
が
起
き
、他
社
と
の

差
別
化
に
つ
な
が
る
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
作
り
出
さ
れ
た
価
値
を
経
営
に
組
み
込
む
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
も
肝
要
で
あ
る
。試
作
品
に
対
す
る
顧
客
の
評
価
を
進
化
に

つ
な
げ
る
過
程
を
、素
早
く
繰
り
返
せ
る
よ
う
に
す
る
の
だ（
図
）。

A
I・I
o
T
は
デ
ー
タ
分
析
の
迅
速
化
な
ど
を
通
じ
て
、こ
の
サ

イ
ク
ル
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
上
で
、絶
大
な
効
力
を
発
揮

す
る
。

　
分
か
り
や
す
い
成
功
例
は
、ア
ッ
プ
ル
の
i
P
h
o
n
e
だ
ろ

う
。携
帯
電
話
の
枠
を
越
え
た
製
品
と
し
て
定
着
し
た
後
も
、

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
続
け
て
い
る
。日
本
に
も
好
例
が

あ
る
。富
裕
層
の
コ
ト
消
費
を
喚
起
し
た
、J
R
九
州
の
豪
華
寝

台
列
車「
な
な
つ
星
」で
あ
る
。半
年
ご
と
に
運
行
コ
ー
ス
を
変
え

る
な
ど
進
化
を
続
け
て
い
る
。A
I・I
o
T
時
代
の
企
業
経
営
に

お
い
て
は
、こ
う
し
た
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
の
特
長
を
も
つ

商
品・サ
ー
ビ
ス
を
開
発
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
、ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
。

P o i n t
●AI・IoT時代には「安くて高性能」が当たり前に。

●際立った商品開発のため顧客の潜在ニーズを洞察できる人材の確保を。

●多様性に富む開発チーム編成と、素早い進化サイクル構築が鍵。

［図］特長ある商品・サービスの開発サイクル

出所：三菱総合研究所

3.評価

1.潜在ニーズ

2.試作品

4.進化した
商品・サービス

顧　客 事業開発チーム

従来メンバー従来メンバー

デザイン人材デザイン人材 外国人・顧客・
有識者など
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名 言

成功は決定的ではなく、失敗は致命的ではない。
大切なのは続ける勇気だ。
Success is not final, failure is not fatal: it is the courage to continue that counts.

先を見すぎてはいけない。
運命の糸は一度に一本しかつかめないのだ。
It is a mistake to try to look too far ahead. 
The chain of destiny can only be grasped one link at a time.

MRI MONTHLY REVIEW

AI・IoT時代に求められる
事業開発の質

政策・経済研究センター　木根原 良樹

【人 材】

　
世
界
中
で
A
I・I
o
T
が
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
自
動
化
な
ど
に

よ
る
業
務
効
率
ア
ッ
プ
や
、大
量
の
顧
客
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く

新
事
業
開
発
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。こ
の
結
果
、「
安
く
て
高
性

能
」は
当
た
り
前
と
な
り
つ
つ
あ
る
。企
業
が
勝
ち
残
る
に
は
、際

立
っ
た
特
長
を
も
つ
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
、事
業

開
発
の
質
を
上
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
従
来
の
事
業
開
発
で
は
、営
業
、技
術
、財
務
な
ど
各
部
門
の

エ
ー
ス
級
を
集
め
、そ
の
提
案
を
幹
部
が
承
認
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。顧
客
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
吸
い
上
げ
て
開
発
さ
れ
た
新
商

品・サ
ー
ビ
ス
は
、競
合
す
る
他
社
と
似
通
っ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。で
は
、A
I・I
o
T
時
代
に
合
っ
た
事
業
開
発
に

は
、何
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。ま
ず
は
、顧
客
自
身
が
気
付
い
て

い
な
い
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
洞
察
す
る
能
力
を
も
つ「
デ
ザ
イ
ン

人
材
」で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
言
う
デ
ザ
イ
ン
は
、商
品
の
外
見
で
は
な
く
、コ
ン
セ
プ

ト
や
使
い
勝
手
を
含
め
、商
品・サ
ー
ビ
ス
全
体
を
形
に
す
る
と
い

う
、広
い
意
味
だ
。優
れ
た
洞
察
力
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
会
得
し
た
デ
ザ
イ
ン
人
材
を
、部
門
や
社
内
外
を
問
わ
ず
発

掘・起
用
す
る
。さ
ら
に
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
や
顧
客
、有
識
者
と
い
っ

た
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
多
様
性
に
満
ち
た
事
業
開
発
チ
ー
ム
を
編

成
す
れ
ば
、個
性
が
か
ち
合
っ
て
化
学
反
応
が
起
き
、他
社
と
の

差
別
化
に
つ
な
が
る
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
作
り
出
さ
れ
た
価
値
を
経
営
に
組
み
込
む
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
も
肝
要
で
あ
る
。試
作
品
に
対
す
る
顧
客
の
評
価
を
進
化
に

つ
な
げ
る
過
程
を
、素
早
く
繰
り
返
せ
る
よ
う
に
す
る
の
だ（
図
）。

A
I・I
o
T
は
デ
ー
タ
分
析
の
迅
速
化
な
ど
を
通
じ
て
、こ
の
サ

イ
ク
ル
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
上
で
、絶
大
な
効
力
を
発
揮

す
る
。

　
分
か
り
や
す
い
成
功
例
は
、ア
ッ
プ
ル
の
i
P
h
o
n
e
だ
ろ

う
。携
帯
電
話
の
枠
を
越
え
た
製
品
と
し
て
定
着
し
た
後
も
、

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
続
け
て
い
る
。日
本
に
も
好
例
が

あ
る
。富
裕
層
の
コ
ト
消
費
を
喚
起
し
た
、J
R
九
州
の
豪
華
寝

台
列
車「
な
な
つ
星
」で
あ
る
。半
年
ご
と
に
運
行
コ
ー
ス
を
変
え

る
な
ど
進
化
を
続
け
て
い
る
。A
I・I
o
T
時
代
の
企
業
経
営
に

お
い
て
は
、こ
う
し
た
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
の
特
長
を
も
つ

商
品・サ
ー
ビ
ス
を
開
発
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
、ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
。

P o i n t
●AI・IoT時代には「安くて高性能」が当たり前に。

●際立った商品開発のため顧客の潜在ニーズを洞察できる人材の確保を。

●多様性に富む開発チーム編成と、素早い進化サイクル構築が鍵。

［図］特長ある商品・サービスの開発サイクル

出所：三菱総合研究所
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今
年
、製
法
伝
来
か
ら
7
7
7
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
博
多

織
。先
染
め
の
糸
を
使
っ
て
細
い

た
て
い
と

経
糸

を
多
く
用
い
、太
い
よ
こ
い
と

緯
糸
を
お
さ筬
で
強
く

打
ち
込
み
、主
に
経
糸
を
浮
か
せ
て
柄

を
織
り
出
す
の
が
特
徴
で
す
。

　
生
地
に
厚
み
や
張
り
が
あ
り
、締
め

た
ら
緩
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
、古
く

は
重
い
刀
を
腰
に
差
す
武
士
の
帯
と
し

て
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
博
多
織
を
代
表
す
る
紋
様
で
あ
る

献
上
柄
は
、江
戸
時
代
に
黒
田
長
政
が

幕
府
に
博
多
織
を
献
上
し
た
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。

　
仏
具
の「
ど
っ 

こ
独
鈷
」と「
は
な
ざ
ら

華
皿
」と
の
結

合
と
中
間
に
縞
を
配
し
た
紋
様
は
、博

多
織
の
始
祖・み

つ  

だ
　
や   

ざ
　   

え    

も
ん

満
田
彌
三
右
衛
門
が
考

案
し
た
と
言
わ
れ
、現
在
で
も
博
多
織

製
品
に
多
く
織
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た「
博
多
」を
象
徴
す
る
柄
と
し
て
、

福
岡
市
営
地
下
鉄
の
博
多
駅
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
、福
岡
市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
博
多
織
の
歴
史
は
、鎌
倉
時
代
の

1
2
3
5
年（
嘉
禎
元
年
）、博
多
商

人
の
満
田
彌
三
右
衛
門
が
、え
ん 

に 

べ
ん
え
ん

圓
爾
弁
圓

（
後
に
聖
一
国
師
）と
共
に

そ
う宋
へ
向
け

博
多
を
出
発
し
た
こ
と
に
端
を
発
し

ま
す
。宋
に
6
年
間
滞
在
し
た
彌
三

右
衛
門
は
、織
物
、朱
、箔
、素
麺
、

じ
ゃ
こ
う
が
ん

麝
香
丸
の
5
つ
の
製
法
を
修
得
し
、

1
2
4
1
年（
仁
治
2
年
）に
博
多
に

帰
り
ま
す
。

　
彌
三
右
衛
門
は
、こ
れ
ら
の
製
法
を

人
々
に
伝
え
ま
し
た
が
、織
物
の
技
法

だ
け
は
家
伝
と
し
、独
自
の
技
術
を
加

え
、広
東
織
と
称
し
て
い
ま
し
た
。さ
ら

に
2
5
0
年
ほ
ど
後
、満
田
彌
三
右
衛

門
の
子
孫
、み
つ  

だ  

ひ
こ
さ
ぶ
ろ
う

満
田
彦
三
郎
が
み
ん明
に
渡
り
、

織
物
の
技
法
を
研
究
。た

け
わ
か 

と
う 

べ  

え 

竹
若
藤
兵
衛
と

工
法
の
改
良
を
重
ね
、琥
珀
織
の
よ
う
に

生
地
が
厚
く
、模
様
の
浮
き
で
た
厚
地

の
織
物
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
竹
若
藤
兵
衛
が
織
り
出
し
た
織
物

は
広
東
織
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の

で
、地
質
が
非
常
に
硬
い
の
で
、反
物
と

し
て
よ
り
、帯
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

の
方
が
多
く
、寸
法
や
規
格
を
創
製
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
博
多
帯
の
始
ま
り
で
あ
り
、

そ
の
織
物
は
博
多
の
地
名
を
と
っ
て
、

「  

は  

か  

た  

お
り

覇
家
台
織
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。今
か
ら
4
8
0
年

ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

　
私
が
社
長
を
継
い
だ
の
は
、

2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
軒
並
み
日
本
経
済
が

落
ち
込
ん
で
い
た
頃
で
し
た
。我
が
社

も
そ
の
影
響
を
受
け
、売
り
上
げ
が
か

な
り
落
ち
ま
し
た
。

　
業
績
が
低
迷
す
る
中
で
、徹
底
的
に

業
務
の
無
駄
を
省
い
た
と
こ
ろ
、同
じ

人
員
と
業
務
で
業
績
は
V
字
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
社
長
に
就
い
て
か
ら「
福
岡
の
伝
統

工
芸
品
で
あ
る
博
多
織
を
、地
元
福
岡

で
目
に
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」と

博
多
織
の
施
設「
博
多
織
工
芸
館
」を

開
設
し
ま
し
た
。博
多
織
の
貴
重
な
資

料
を
展
示
し
た
ス
ペ
ー
ス
や
、製
造
工

程
を
見
学
で
き
る
工
房
、直
売
所
な
ど

を
併
設
し
て
い
ま
す
。博
多
織
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
施
設
に
な
っ
て
お
り
、お

客
様
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、博
多
織
の
財
布
や
名

刺
入
れ
、ネ
ク
タ
イ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

博
多
織
商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。日

常
的
に
着
物
を
着
る
機
会
が
減
っ
て
い

く
中
で
、伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
博
多

織
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
博
多
織
は
今
年
で
7
7
7
周
年
を

迎
え
ま
す
。私
は
、伝
統
と
は
革
新
の

連
続
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。先
人
た
ち
は
常
に
新
し

い
考
え
や
技
術
を
取
り
入
れ
、開
発
、

工
夫
や
改
良
、発
明
を
繰
り
返
し
、最

高
峰
と
呼
ば
れ
る
織
物
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。革
新
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
伝
統
を
つ
く
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
博
多
織
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、最
近
で
は

ネ
ク
タ
イ
や
財
布
な
ど
様
々
な
商
品
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、博
多

織
の
小
物
や
ギ
フ
ト
製
品
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、福
岡
市
西
区
小
戸
に
博

多
織
の
工
房
を
構
え
る「
株
式
会
社 

サ
ヌ
イ
織
物
」で
す
。今
回
は
、3
代
目

社
長
・
讃
井
勝
彦
氏
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
創
業
は
、1
9
4
9
年

（
昭
和
24
年
）で
す
。同
業
他
社
と
違

う
の
は「
博
多
帯
や
着
物
を
一
切
つ
く

ら
な
い
」と
い
う
点
で
す
。創
業
者
で
あ

る
祖
父
・
勝
雄
の
代
ま
で
は
問
屋
さ
ん

か
ら
の
注
文
で
帯
や
着
物
を
織
っ
て
い

ま
し
た
が
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）

に
父・勝
美
が
2
代
目
社
長
を
引
き
継

い
だ
の
を
き
っ
か
け
に
、帯
の
生
産
を
や

め
、小
物
と
い
わ
れ
る
ギ
フ
ト
製
品
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当

時
は
和
装
ブ
ー
ム
で
し
た
の
で
、問
屋

さ
ん
か
ら
の
注
文
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
、

そ
れ
を
織
る
だ
け
で
食
べ
て
い
け
た
の

で
す
が
、父
は「
問
屋
か
ら
言
わ
れ
た

も
の
を
織
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
」

「
自
分
の
織
り
た
い
も
の
を
織
る
」と

い
っ
て
下
請
け
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。受
注
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、売

り
上
げ
の
大
半
を
占
め
る
帯
の
生
産

を
や
め
て
し
ま
う
の
は
大
変
な
決
断
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
当
時
は
山
陽
新
幹
線
が

博
多
に
開
通
し
た
時
代
で
し
た
の
で
、

お
み
や
げ
に
博
多
織
の
小
物
を
買
い
求

め
る
お
客
様
が
多
く
、お
店
か
ら「
商

品
は
あ
る
だ
け
持
っ
て
来
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
る
程
に
仕
事
は
順
調

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
1
6
0
0
年（
慶
長
5
年
）、黒
田

長
政
が
筑
前
を
領
す
る
よ
う
に
な
り
、

徳
川
幕
府
へ
博
多
織
を
献
上
し
ま

す
。こ
の
品
々
を
総
称
し
て「
定
格
献

上
」と
名
付
け
、博
多
織
元
に「
織
屋

株
」と
称
す
る
特
権
を
与
え
、保
護
と

い
う
名
の
統
制
の
も
と
で
、藩
か
ら
の

需
要
の
み
を
生
産
さ
せ
、献
上
の
風
格

と
希
少
価
値
を
厳
重
に
保
護
し
て
い

き
ま
す
。

　
博
多
織
は
高
級
織
物
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、需
要
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、西
陣
や
桐

生
、米
沢
な
ど
で「
模
造
博
多
織
」が

か
な
り
出
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
の
崩
壊
後
、藩
に
保
護
さ

れ
て
い
た
博
多
織
も
自
由
に
生
産
さ

れ
、1
8
8
5
年（
明
治
18
年
）に
は

ジ
ャ
カ
ー
ド
機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
、松
居
織
工
場
が
袋
帯
を
発

明
。1
8
9
7
年（
明
治
30
年
）に
は

2
4
0
軒
の
博
多
織
屋
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。

　
1
9
0
4
年（
明
治
37
年
）以
降
は

日
露
戦
争
を
境
に
経
済
は
活
気
を
失

い
、さ
ら
に
1
9
4
2
年（
昭
和
17
年
）

企
業
整
備
令
に
よ
り
残
存
し
た
業
者
は

31
名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。戦
後（
昭

和
30
年
頃
か
ら
）、経
済
復
興
の
中
で

徐
々
に
着
物
が
ブ
ー
ム
と
な
り
業
者
数
、

生
産
数
も
増
加
。1
9
7
5
年（
昭
和

50
年
）の
ピ
ー
ク
時
に
は
1
6
8
軒
、帯

で
約
2
0
0
万
本
の
生
産
数
を
誇
り
、

1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）に
は
国
の
伝

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、ほ
と
ん
ど
の
博
多
織
製
品

は
機
械
織
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
電
子
機
器
も
発

達
し
、ス
ピ
ー
ド
や
繊
細
さ
も
一
昔
前

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
織
物

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
博
多
織
」と
い
う
と
帯
や
着
物
の

上.博多織の始祖・満田彌三右衛門／下.筑前福岡藩初代藩主・黒田
長政

　
今
年
、博
多
織
は
製
法
伝
来

7
7
7
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。今
回

は
、博
多
織
の
歴
史
や
特
徴
に
つ
い

て
紹
介
す
る
と
共
に
、博
多
織
の
ネ

ク
タ
イ
、財
布
な
ど
様
々
な
商
品
開

発
を
し
て
い
る「
株
式
会
社 

サ
ヌ
イ

織
物
」の
3
代
目
社
長
・
讃
井
勝
彦

氏
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

 

は
か
　 

た
　 

お
り

博
多
織

九州の「地域ブランド」を
ご紹介致します。
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今
年
、製
法
伝
来
か
ら
7
7
7
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
博
多

織
。先
染
め
の
糸
を
使
っ
て
細
い

た
て
い
と

経
糸

を
多
く
用
い
、太
い
よ
こ
い
と

緯
糸
を
お
さ筬
で
強
く

打
ち
込
み
、主
に
経
糸
を
浮
か
せ
て
柄

を
織
り
出
す
の
が
特
徴
で
す
。

　
生
地
に
厚
み
や
張
り
が
あ
り
、締
め

た
ら
緩
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
、古
く

は
重
い
刀
を
腰
に
差
す
武
士
の
帯
と
し

て
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
博
多
織
を
代
表
す
る
紋
様
で
あ
る

献
上
柄
は
、江
戸
時
代
に
黒
田
長
政
が

幕
府
に
博
多
織
を
献
上
し
た
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。

　
仏
具
の「
ど
っ 

こ
独
鈷
」と「
は
な
ざ
ら

華
皿
」と
の
結

合
と
中
間
に
縞
を
配
し
た
紋
様
は
、博

多
織
の
始
祖・み

つ  

だ
　
や   

ざ
　   

え    

も
ん

満
田
彌
三
右
衛
門
が
考

案
し
た
と
言
わ
れ
、現
在
で
も
博
多
織

製
品
に
多
く
織
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た「
博
多
」を
象
徴
す
る
柄
と
し
て
、

福
岡
市
営
地
下
鉄
の
博
多
駅
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
、福
岡
市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
博
多
織
の
歴
史
は
、鎌
倉
時
代
の

1
2
3
5
年（
嘉
禎
元
年
）、博
多
商

人
の
満
田
彌
三
右
衛
門
が
、え
ん 

に 
べ
ん
え
ん

圓
爾
弁
圓

（
後
に
聖
一
国
師
）と
共
に

そ
う宋
へ
向
け

博
多
を
出
発
し
た
こ
と
に
端
を
発
し

ま
す
。宋
に
6
年
間
滞
在
し
た
彌
三

右
衛
門
は
、織
物
、朱
、箔
、素
麺
、

じ
ゃ
こ
う
が
ん

麝
香
丸
の
5
つ
の
製
法
を
修
得
し
、

1
2
4
1
年（
仁
治
2
年
）に
博
多
に

帰
り
ま
す
。

　
彌
三
右
衛
門
は
、こ
れ
ら
の
製
法
を

人
々
に
伝
え
ま
し
た
が
、織
物
の
技
法

だ
け
は
家
伝
と
し
、独
自
の
技
術
を
加

え
、広
東
織
と
称
し
て
い
ま
し
た
。さ
ら

に
2
5
0
年
ほ
ど
後
、満
田
彌
三
右
衛

門
の
子
孫
、み
つ  

だ  

ひ
こ
さ
ぶ
ろ
う

満
田
彦
三
郎
が
み
ん明
に
渡
り
、

織
物
の
技
法
を
研
究
。た

け
わ
か 

と
う 

べ  

え 

竹
若
藤
兵
衛
と

工
法
の
改
良
を
重
ね
、琥
珀
織
の
よ
う
に

生
地
が
厚
く
、模
様
の
浮
き
で
た
厚
地

の
織
物
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
竹
若
藤
兵
衛
が
織
り
出
し
た
織
物

は
広
東
織
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の

で
、地
質
が
非
常
に
硬
い
の
で
、反
物
と

し
て
よ
り
、帯
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

の
方
が
多
く
、寸
法
や
規
格
を
創
製
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
博
多
帯
の
始
ま
り
で
あ
り
、

そ
の
織
物
は
博
多
の
地
名
を
と
っ
て
、

「  

は  

か  

た  

お
り

覇
家
台
織
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。今
か
ら
4
8
0
年

ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

　
私
が
社
長
を
継
い
だ
の
は
、

2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
軒
並
み
日
本
経
済
が

落
ち
込
ん
で
い
た
頃
で
し
た
。我
が
社

も
そ
の
影
響
を
受
け
、売
り
上
げ
が
か

な
り
落
ち
ま
し
た
。

　
業
績
が
低
迷
す
る
中
で
、徹
底
的
に

業
務
の
無
駄
を
省
い
た
と
こ
ろ
、同
じ

人
員
と
業
務
で
業
績
は
V
字
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
社
長
に
就
い
て
か
ら「
福
岡
の
伝
統

工
芸
品
で
あ
る
博
多
織
を
、地
元
福
岡

で
目
に
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」と

博
多
織
の
施
設「
博
多
織
工
芸
館
」を

開
設
し
ま
し
た
。博
多
織
の
貴
重
な
資

料
を
展
示
し
た
ス
ペ
ー
ス
や
、製
造
工

程
を
見
学
で
き
る
工
房
、直
売
所
な
ど

を
併
設
し
て
い
ま
す
。博
多
織
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
施
設
に
な
っ
て
お
り
、お

客
様
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、博
多
織
の
財
布
や
名

刺
入
れ
、ネ
ク
タ
イ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

博
多
織
商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。日

常
的
に
着
物
を
着
る
機
会
が
減
っ
て
い

く
中
で
、伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
博
多

織
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
博
多
織
は
今
年
で
7
7
7
周
年
を

迎
え
ま
す
。私
は
、伝
統
と
は
革
新
の

連
続
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。先
人
た
ち
は
常
に
新
し

い
考
え
や
技
術
を
取
り
入
れ
、開
発
、

工
夫
や
改
良
、発
明
を
繰
り
返
し
、最

高
峰
と
呼
ば
れ
る
織
物
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。革
新
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
伝
統
を
つ
く
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
博
多
織
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、最
近
で
は

ネ
ク
タ
イ
や
財
布
な
ど
様
々
な
商
品
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、博
多

織
の
小
物
や
ギ
フ
ト
製
品
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、福
岡
市
西
区
小
戸
に
博

多
織
の
工
房
を
構
え
る「
株
式
会
社 

サ
ヌ
イ
織
物
」で
す
。今
回
は
、3
代
目

社
長
・
讃
井
勝
彦
氏
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
創
業
は
、1
9
4
9
年

（
昭
和
24
年
）で
す
。同
業
他
社
と
違

う
の
は「
博
多
帯
や
着
物
を
一
切
つ
く

ら
な
い
」と
い
う
点
で
す
。創
業
者
で
あ

る
祖
父
・
勝
雄
の
代
ま
で
は
問
屋
さ
ん

か
ら
の
注
文
で
帯
や
着
物
を
織
っ
て
い

ま
し
た
が
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）

に
父・勝
美
が
2
代
目
社
長
を
引
き
継

い
だ
の
を
き
っ
か
け
に
、帯
の
生
産
を
や

め
、小
物
と
い
わ
れ
る
ギ
フ
ト
製
品
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当

時
は
和
装
ブ
ー
ム
で
し
た
の
で
、問
屋

さ
ん
か
ら
の
注
文
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
、

そ
れ
を
織
る
だ
け
で
食
べ
て
い
け
た
の

で
す
が
、父
は「
問
屋
か
ら
言
わ
れ
た

も
の
を
織
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
」

「
自
分
の
織
り
た
い
も
の
を
織
る
」と

い
っ
て
下
請
け
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。受
注
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、売

り
上
げ
の
大
半
を
占
め
る
帯
の
生
産

を
や
め
て
し
ま
う
の
は
大
変
な
決
断
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
当
時
は
山
陽
新
幹
線
が

博
多
に
開
通
し
た
時
代
で
し
た
の
で
、

お
み
や
げ
に
博
多
織
の
小
物
を
買
い
求

め
る
お
客
様
が
多
く
、お
店
か
ら「
商

品
は
あ
る
だ
け
持
っ
て
来
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
る
程
に
仕
事
は
順
調

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
1
6
0
0
年（
慶
長
5
年
）、黒
田

長
政
が
筑
前
を
領
す
る
よ
う
に
な
り
、

徳
川
幕
府
へ
博
多
織
を
献
上
し
ま

す
。こ
の
品
々
を
総
称
し
て「
定
格
献

上
」と
名
付
け
、博
多
織
元
に「
織
屋

株
」と
称
す
る
特
権
を
与
え
、保
護
と

い
う
名
の
統
制
の
も
と
で
、藩
か
ら
の

需
要
の
み
を
生
産
さ
せ
、献
上
の
風
格

と
希
少
価
値
を
厳
重
に
保
護
し
て
い

き
ま
す
。

　
博
多
織
は
高
級
織
物
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、需
要
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、西
陣
や
桐

生
、米
沢
な
ど
で「
模
造
博
多
織
」が

か
な
り
出
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
の
崩
壊
後
、藩
に
保
護
さ

れ
て
い
た
博
多
織
も
自
由
に
生
産
さ

れ
、1
8
8
5
年（
明
治
18
年
）に
は

ジ
ャ
カ
ー
ド
機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
、松
居
織
工
場
が
袋
帯
を
発

明
。1
8
9
7
年（
明
治
30
年
）に
は

2
4
0
軒
の
博
多
織
屋
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。

　
1
9
0
4
年（
明
治
37
年
）以
降
は

日
露
戦
争
を
境
に
経
済
は
活
気
を
失

い
、さ
ら
に
1
9
4
2
年（
昭
和
17
年
）

企
業
整
備
令
に
よ
り
残
存
し
た
業
者
は

31
名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。戦
後（
昭

和
30
年
頃
か
ら
）、経
済
復
興
の
中
で

徐
々
に
着
物
が
ブ
ー
ム
と
な
り
業
者
数
、

生
産
数
も
増
加
。1
9
7
5
年（
昭
和

50
年
）の
ピ
ー
ク
時
に
は
1
6
8
軒
、帯

で
約
2
0
0
万
本
の
生
産
数
を
誇
り
、

1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）に
は
国
の
伝

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、ほ
と
ん
ど
の
博
多
織
製
品

は
機
械
織
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
電
子
機
器
も
発

達
し
、ス
ピ
ー
ド
や
繊
細
さ
も
一
昔
前

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
織
物

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
博
多
織
」と
い
う
と
帯
や
着
物
の

上.博多織の始祖・満田彌三右衛門／下.筑前福岡藩初代藩主・黒田
長政

　
今
年
、博
多
織
は
製
法
伝
来

7
7
7
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。今
回

は
、博
多
織
の
歴
史
や
特
徴
に
つ
い

て
紹
介
す
る
と
共
に
、博
多
織
の
ネ

ク
タ
イ
、財
布
な
ど
様
々
な
商
品
開

発
を
し
て
い
る「
株
式
会
社 

サ
ヌ
イ

織
物
」の
3
代
目
社
長
・
讃
井
勝
彦

氏
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

 

は
か
　 

た
　 

お
り

博
多
織

九州の「地域ブランド」を
ご紹介致します。

FILE No.43
KYUSYU NO IPPIN

福 

岡
献上柄の紋様

独　鈷華　皿

格
式
あ
る
献
上
柄

博
多
織
の
始
ま
り

7
7
7
年
の

伝
統
あ
る
織
物

特別編

45 FFG MONTHLY SURVEY Vol.107



　
今
年
、製
法
伝
来
か
ら
7
7
7
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
博
多

織
。先
染
め
の
糸
を
使
っ
て
細
い

た
て
い
と

経
糸

を
多
く
用
い
、太
い
よ
こ
い
と

緯
糸
を
お
さ筬
で
強
く

打
ち
込
み
、主
に
経
糸
を
浮
か
せ
て
柄

を
織
り
出
す
の
が
特
徴
で
す
。

　
生
地
に
厚
み
や
張
り
が
あ
り
、締
め

た
ら
緩
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
、古
く

は
重
い
刀
を
腰
に
差
す
武
士
の
帯
と
し

て
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
博
多
織
を
代
表
す
る
紋
様
で
あ
る

献
上
柄
は
、江
戸
時
代
に
黒
田
長
政
が

幕
府
に
博
多
織
を
献
上
し
た
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。

　
仏
具
の「
ど
っ 

こ
独
鈷
」と「
は
な
ざ
ら

華
皿
」と
の
結

合
と
中
間
に
縞
を
配
し
た
紋
様
は
、博

多
織
の
始
祖・み

つ  

だ
　
や   

ざ
　   

え    

も
ん

満
田
彌
三
右
衛
門
が
考

案
し
た
と
言
わ
れ
、現
在
で
も
博
多
織

製
品
に
多
く
織
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た「
博
多
」を
象
徴
す
る
柄
と
し
て
、

福
岡
市
営
地
下
鉄
の
博
多
駅
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
、福
岡
市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
博
多
織
の
歴
史
は
、鎌
倉
時
代
の

1
2
3
5
年（
嘉
禎
元
年
）、博
多
商

人
の
満
田
彌
三
右
衛
門
が
、え
ん 

に 

べ
ん
え
ん

圓
爾
弁
圓

（
後
に
聖
一
国
師
）と
共
に

そ
う宋
へ
向
け

博
多
を
出
発
し
た
こ
と
に
端
を
発
し

ま
す
。宋
に
6
年
間
滞
在
し
た
彌
三

右
衛
門
は
、織
物
、朱
、箔
、素
麺
、

じ
ゃ
こ
う
が
ん

麝
香
丸
の
5
つ
の
製
法
を
修
得
し
、

1
2
4
1
年（
仁
治
2
年
）に
博
多
に

帰
り
ま
す
。

　
彌
三
右
衛
門
は
、こ
れ
ら
の
製
法
を

人
々
に
伝
え
ま
し
た
が
、織
物
の
技
法

だ
け
は
家
伝
と
し
、独
自
の
技
術
を
加

え
、広
東
織
と
称
し
て
い
ま
し
た
。さ
ら

に
2
5
0
年
ほ
ど
後
、満
田
彌
三
右
衛

門
の
子
孫
、み
つ  

だ  

ひ
こ
さ
ぶ
ろ
う

満
田
彦
三
郎
が
み
ん明
に
渡
り
、

織
物
の
技
法
を
研
究
。た

け
わ
か 

と
う 

べ  

え 

竹
若
藤
兵
衛
と

工
法
の
改
良
を
重
ね
、琥
珀
織
の
よ
う
に

生
地
が
厚
く
、模
様
の
浮
き
で
た
厚
地

の
織
物
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
竹
若
藤
兵
衛
が
織
り
出
し
た
織
物

は
広
東
織
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の

で
、地
質
が
非
常
に
硬
い
の
で
、反
物
と

し
て
よ
り
、帯
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

の
方
が
多
く
、寸
法
や
規
格
を
創
製
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
博
多
帯
の
始
ま
り
で
あ
り
、

そ
の
織
物
は
博
多
の
地
名
を
と
っ
て
、

「  

は  

か  

た  

お
り

覇
家
台
織
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。今
か
ら
4
8
0
年

ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

　
私
が
社
長
を
継
い
だ
の
は
、

2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
軒
並
み
日
本
経
済
が

落
ち
込
ん
で
い
た
頃
で
し
た
。我
が
社

も
そ
の
影
響
を
受
け
、売
り
上
げ
が
か

な
り
落
ち
ま
し
た
。

　
業
績
が
低
迷
す
る
中
で
、徹
底
的
に

業
務
の
無
駄
を
省
い
た
と
こ
ろ
、同
じ

人
員
と
業
務
で
業
績
は
V
字
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
社
長
に
就
い
て
か
ら「
福
岡
の
伝
統

工
芸
品
で
あ
る
博
多
織
を
、地
元
福
岡

で
目
に
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」と

博
多
織
の
施
設「
博
多
織
工
芸
館
」を

開
設
し
ま
し
た
。博
多
織
の
貴
重
な
資

料
を
展
示
し
た
ス
ペ
ー
ス
や
、製
造
工

程
を
見
学
で
き
る
工
房
、直
売
所
な
ど

を
併
設
し
て
い
ま
す
。博
多
織
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
施
設
に
な
っ
て
お
り
、お

客
様
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、博
多
織
の
財
布
や
名

刺
入
れ
、ネ
ク
タ
イ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

博
多
織
商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。日

常
的
に
着
物
を
着
る
機
会
が
減
っ
て
い

く
中
で
、伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
博
多

織
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
博
多
織
は
今
年
で
7
7
7
周
年
を

迎
え
ま
す
。私
は
、伝
統
と
は
革
新
の

連
続
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。先
人
た
ち
は
常
に
新
し

い
考
え
や
技
術
を
取
り
入
れ
、開
発
、

工
夫
や
改
良
、発
明
を
繰
り
返
し
、最

高
峰
と
呼
ば
れ
る
織
物
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。革
新
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
伝
統
を
つ
く
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
博
多
織
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、最
近
で
は

ネ
ク
タ
イ
や
財
布
な
ど
様
々
な
商
品
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、博
多

織
の
小
物
や
ギ
フ
ト
製
品
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、福
岡
市
西
区
小
戸
に
博

多
織
の
工
房
を
構
え
る「
株
式
会
社 

サ
ヌ
イ
織
物
」で
す
。今
回
は
、3
代
目

社
長
・
讃
井
勝
彦
氏
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
創
業
は
、1
9
4
9
年

（
昭
和
24
年
）で
す
。同
業
他
社
と
違

う
の
は「
博
多
帯
や
着
物
を
一
切
つ
く

ら
な
い
」と
い
う
点
で
す
。創
業
者
で
あ

る
祖
父
・
勝
雄
の
代
ま
で
は
問
屋
さ
ん

か
ら
の
注
文
で
帯
や
着
物
を
織
っ
て
い

ま
し
た
が
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）

に
父・勝
美
が
2
代
目
社
長
を
引
き
継

い
だ
の
を
き
っ
か
け
に
、帯
の
生
産
を
や

め
、小
物
と
い
わ
れ
る
ギ
フ
ト
製
品
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当

時
は
和
装
ブ
ー
ム
で
し
た
の
で
、問
屋

さ
ん
か
ら
の
注
文
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
、

そ
れ
を
織
る
だ
け
で
食
べ
て
い
け
た
の

で
す
が
、父
は「
問
屋
か
ら
言
わ
れ
た

も
の
を
織
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
」

「
自
分
の
織
り
た
い
も
の
を
織
る
」と

い
っ
て
下
請
け
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。受
注
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、売

り
上
げ
の
大
半
を
占
め
る
帯
の
生
産

を
や
め
て
し
ま
う
の
は
大
変
な
決
断
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
当
時
は
山
陽
新
幹
線
が

博
多
に
開
通
し
た
時
代
で
し
た
の
で
、

お
み
や
げ
に
博
多
織
の
小
物
を
買
い
求

め
る
お
客
様
が
多
く
、お
店
か
ら「
商

品
は
あ
る
だ
け
持
っ
て
来
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
る
程
に
仕
事
は
順
調

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
1
6
0
0
年（
慶
長
5
年
）、黒
田

長
政
が
筑
前
を
領
す
る
よ
う
に
な
り
、

徳
川
幕
府
へ
博
多
織
を
献
上
し
ま

す
。こ
の
品
々
を
総
称
し
て「
定
格
献

上
」と
名
付
け
、博
多
織
元
に「
織
屋

株
」と
称
す
る
特
権
を
与
え
、保
護
と

い
う
名
の
統
制
の
も
と
で
、藩
か
ら
の

需
要
の
み
を
生
産
さ
せ
、献
上
の
風
格

と
希
少
価
値
を
厳
重
に
保
護
し
て
い

き
ま
す
。

　
博
多
織
は
高
級
織
物
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、需
要
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、西
陣
や
桐

生
、米
沢
な
ど
で「
模
造
博
多
織
」が

か
な
り
出
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
の
崩
壊
後
、藩
に
保
護
さ

れ
て
い
た
博
多
織
も
自
由
に
生
産
さ

れ
、1
8
8
5
年（
明
治
18
年
）に
は

ジ
ャ
カ
ー
ド
機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
、松
居
織
工
場
が
袋
帯
を
発

明
。1
8
9
7
年（
明
治
30
年
）に
は

2
4
0
軒
の
博
多
織
屋
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。

　
1
9
0
4
年（
明
治
37
年
）以
降
は

日
露
戦
争
を
境
に
経
済
は
活
気
を
失

い
、さ
ら
に
1
9
4
2
年（
昭
和
17
年
）

企
業
整
備
令
に
よ
り
残
存
し
た
業
者
は

31
名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。戦
後（
昭

和
30
年
頃
か
ら
）、経
済
復
興
の
中
で

徐
々
に
着
物
が
ブ
ー
ム
と
な
り
業
者
数
、

生
産
数
も
増
加
。1
9
7
5
年（
昭
和

50
年
）の
ピ
ー
ク
時
に
は
1
6
8
軒
、帯

で
約
2
0
0
万
本
の
生
産
数
を
誇
り
、

1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）に
は
国
の
伝

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、ほ
と
ん
ど
の
博
多
織
製
品

は
機
械
織
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
電
子
機
器
も
発

達
し
、ス
ピ
ー
ド
や
繊
細
さ
も
一
昔
前

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
織
物

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
博
多
織
」と
い
う
と
帯
や
着
物
の

左.献上柄長財布。収納力があり、使いやすいと好評／右.斜献上ネクタイ。献上柄を斜めに配し、地模様の入ったデザイン 左.にわかシリーズ（写真はポーチ）。他にもパスケースや名刺入れ、小銭入れなどを展開／右.「サヌイ織物」の豊富な商品ラインナップ

1.福岡国際会議場の緞帳／2.トヨ
タ自動車九州 レクサスCT200ｈ 
オリジナルカスタマイズカー「輝
匠」シート及び内装／3.ミスアース
福岡の博多織サッシュ（タスキ）／
4.ユーモデザインの印鑑ケース／
5.福岡県新庁舎展望室「福岡五
大祭り」タペストリー／6.VANS
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前
か
ら
現
代
ま
で
の

博
多
織

「
サ
ヌ
イ
織
物
」の

社
長
が
語
る
博
多
織

献
上
品
と
し
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の
博
多
織

異
色
の
博
多
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メ
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カ
ー
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今
年
、製
法
伝
来
か
ら
7
7
7
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
博
多

織
。先
染
め
の
糸
を
使
っ
て
細
い

た
て
い
と

経
糸

を
多
く
用
い
、太
い
よ
こ
い
と

緯
糸
を
お
さ筬
で
強
く

打
ち
込
み
、主
に
経
糸
を
浮
か
せ
て
柄

を
織
り
出
す
の
が
特
徴
で
す
。

　
生
地
に
厚
み
や
張
り
が
あ
り
、締
め

た
ら
緩
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
、古
く

は
重
い
刀
を
腰
に
差
す
武
士
の
帯
と
し

て
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
博
多
織
を
代
表
す
る
紋
様
で
あ
る

献
上
柄
は
、江
戸
時
代
に
黒
田
長
政
が

幕
府
に
博
多
織
を
献
上
し
た
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。

　
仏
具
の「
ど
っ 

こ
独
鈷
」と「
は
な
ざ
ら

華
皿
」と
の
結

合
と
中
間
に
縞
を
配
し
た
紋
様
は
、博

多
織
の
始
祖・み

つ  

だ
　
や   

ざ
　   

え    

も
ん

満
田
彌
三
右
衛
門
が
考

案
し
た
と
言
わ
れ
、現
在
で
も
博
多
織

製
品
に
多
く
織
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た「
博
多
」を
象
徴
す
る
柄
と
し
て
、

福
岡
市
営
地
下
鉄
の
博
多
駅
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
、福
岡
市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
博
多
織
の
歴
史
は
、鎌
倉
時
代
の

1
2
3
5
年（
嘉
禎
元
年
）、博
多
商

人
の
満
田
彌
三
右
衛
門
が
、え
ん 

に 

べ
ん
え
ん

圓
爾
弁
圓

（
後
に
聖
一
国
師
）と
共
に

そ
う宋
へ
向
け

博
多
を
出
発
し
た
こ
と
に
端
を
発
し

ま
す
。宋
に
6
年
間
滞
在
し
た
彌
三

右
衛
門
は
、織
物
、朱
、箔
、素
麺
、

じ
ゃ
こ
う
が
ん

麝
香
丸
の
5
つ
の
製
法
を
修
得
し
、

1
2
4
1
年（
仁
治
2
年
）に
博
多
に

帰
り
ま
す
。

　
彌
三
右
衛
門
は
、こ
れ
ら
の
製
法
を

人
々
に
伝
え
ま
し
た
が
、織
物
の
技
法

だ
け
は
家
伝
と
し
、独
自
の
技
術
を
加

え
、広
東
織
と
称
し
て
い
ま
し
た
。さ
ら

に
2
5
0
年
ほ
ど
後
、満
田
彌
三
右
衛

門
の
子
孫
、み
つ  

だ  

ひ
こ
さ
ぶ
ろ
う

満
田
彦
三
郎
が
み
ん明
に
渡
り
、

織
物
の
技
法
を
研
究
。た

け
わ
か 

と
う 

べ  

え 

竹
若
藤
兵
衛
と

工
法
の
改
良
を
重
ね
、琥
珀
織
の
よ
う
に

生
地
が
厚
く
、模
様
の
浮
き
で
た
厚
地

の
織
物
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
竹
若
藤
兵
衛
が
織
り
出
し
た
織
物

は
広
東
織
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の

で
、地
質
が
非
常
に
硬
い
の
で
、反
物
と

し
て
よ
り
、帯
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

の
方
が
多
く
、寸
法
や
規
格
を
創
製
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
博
多
帯
の
始
ま
り
で
あ
り
、

そ
の
織
物
は
博
多
の
地
名
を
と
っ
て
、

「  

は  

か  

た  

お
り

覇
家
台
織
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。今
か
ら
4
8
0
年

ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

　
私
が
社
長
を
継
い
だ
の
は
、

2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
軒
並
み
日
本
経
済
が

落
ち
込
ん
で
い
た
頃
で
し
た
。我
が
社

も
そ
の
影
響
を
受
け
、売
り
上
げ
が
か

な
り
落
ち
ま
し
た
。

　
業
績
が
低
迷
す
る
中
で
、徹
底
的
に

業
務
の
無
駄
を
省
い
た
と
こ
ろ
、同
じ

人
員
と
業
務
で
業
績
は
V
字
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
社
長
に
就
い
て
か
ら「
福
岡
の
伝
統

工
芸
品
で
あ
る
博
多
織
を
、地
元
福
岡

で
目
に
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」と

博
多
織
の
施
設「
博
多
織
工
芸
館
」を

開
設
し
ま
し
た
。博
多
織
の
貴
重
な
資

料
を
展
示
し
た
ス
ペ
ー
ス
や
、製
造
工

程
を
見
学
で
き
る
工
房
、直
売
所
な
ど

を
併
設
し
て
い
ま
す
。博
多
織
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
施
設
に
な
っ
て
お
り
、お

客
様
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、博
多
織
の
財
布
や
名

刺
入
れ
、ネ
ク
タ
イ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

博
多
織
商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。日

常
的
に
着
物
を
着
る
機
会
が
減
っ
て
い

く
中
で
、伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
博
多

織
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
博
多
織
は
今
年
で
7
7
7
周
年
を

迎
え
ま
す
。私
は
、伝
統
と
は
革
新
の

連
続
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。先
人
た
ち
は
常
に
新
し

い
考
え
や
技
術
を
取
り
入
れ
、開
発
、

工
夫
や
改
良
、発
明
を
繰
り
返
し
、最

高
峰
と
呼
ば
れ
る
織
物
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。革
新
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
伝
統
を
つ
く
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
博
多
織
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、最
近
で
は

ネ
ク
タ
イ
や
財
布
な
ど
様
々
な
商
品
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、博
多

織
の
小
物
や
ギ
フ
ト
製
品
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、福
岡
市
西
区
小
戸
に
博

多
織
の
工
房
を
構
え
る「
株
式
会
社 

サ
ヌ
イ
織
物
」で
す
。今
回
は
、3
代
目

社
長
・
讃
井
勝
彦
氏
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
創
業
は
、1
9
4
9
年

（
昭
和
24
年
）で
す
。同
業
他
社
と
違

う
の
は「
博
多
帯
や
着
物
を
一
切
つ
く

ら
な
い
」と
い
う
点
で
す
。創
業
者
で
あ

る
祖
父
・
勝
雄
の
代
ま
で
は
問
屋
さ
ん

か
ら
の
注
文
で
帯
や
着
物
を
織
っ
て
い

ま
し
た
が
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）

に
父・勝
美
が
2
代
目
社
長
を
引
き
継

い
だ
の
を
き
っ
か
け
に
、帯
の
生
産
を
や

め
、小
物
と
い
わ
れ
る
ギ
フ
ト
製
品
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当

時
は
和
装
ブ
ー
ム
で
し
た
の
で
、問
屋

さ
ん
か
ら
の
注
文
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
、

そ
れ
を
織
る
だ
け
で
食
べ
て
い
け
た
の

で
す
が
、父
は「
問
屋
か
ら
言
わ
れ
た

も
の
を
織
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
」

「
自
分
の
織
り
た
い
も
の
を
織
る
」と

い
っ
て
下
請
け
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。受
注
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、売

り
上
げ
の
大
半
を
占
め
る
帯
の
生
産

を
や
め
て
し
ま
う
の
は
大
変
な
決
断
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
当
時
は
山
陽
新
幹
線
が

博
多
に
開
通
し
た
時
代
で
し
た
の
で
、

お
み
や
げ
に
博
多
織
の
小
物
を
買
い
求

め
る
お
客
様
が
多
く
、お
店
か
ら「
商

品
は
あ
る
だ
け
持
っ
て
来
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
る
程
に
仕
事
は
順
調

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
1
6
0
0
年（
慶
長
5
年
）、黒
田

長
政
が
筑
前
を
領
す
る
よ
う
に
な
り
、

徳
川
幕
府
へ
博
多
織
を
献
上
し
ま

す
。こ
の
品
々
を
総
称
し
て「
定
格
献

上
」と
名
付
け
、博
多
織
元
に「
織
屋

株
」と
称
す
る
特
権
を
与
え
、保
護
と

い
う
名
の
統
制
の
も
と
で
、藩
か
ら
の

需
要
の
み
を
生
産
さ
せ
、献
上
の
風
格

と
希
少
価
値
を
厳
重
に
保
護
し
て
い

き
ま
す
。

　
博
多
織
は
高
級
織
物
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、需
要
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、西
陣
や
桐

生
、米
沢
な
ど
で「
模
造
博
多
織
」が

か
な
り
出
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
の
崩
壊
後
、藩
に
保
護
さ

れ
て
い
た
博
多
織
も
自
由
に
生
産
さ

れ
、1
8
8
5
年（
明
治
18
年
）に
は

ジ
ャ
カ
ー
ド
機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
、松
居
織
工
場
が
袋
帯
を
発

明
。1
8
9
7
年（
明
治
30
年
）に
は

2
4
0
軒
の
博
多
織
屋
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。

　
1
9
0
4
年（
明
治
37
年
）以
降
は

日
露
戦
争
を
境
に
経
済
は
活
気
を
失

い
、さ
ら
に
1
9
4
2
年（
昭
和
17
年
）

企
業
整
備
令
に
よ
り
残
存
し
た
業
者
は

31
名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。戦
後（
昭

和
30
年
頃
か
ら
）、経
済
復
興
の
中
で

徐
々
に
着
物
が
ブ
ー
ム
と
な
り
業
者
数
、

生
産
数
も
増
加
。1
9
7
5
年（
昭
和

50
年
）の
ピ
ー
ク
時
に
は
1
6
8
軒
、帯

で
約
2
0
0
万
本
の
生
産
数
を
誇
り
、

1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）に
は
国
の
伝

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、ほ
と
ん
ど
の
博
多
織
製
品

は
機
械
織
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
電
子
機
器
も
発

達
し
、ス
ピ
ー
ド
や
繊
細
さ
も
一
昔
前

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
織
物

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
博
多
織
」と
い
う
と
帯
や
着
物
の
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今
年
、製
法
伝
来
か
ら
7
7
7
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
博
多

織
。先
染
め
の
糸
を
使
っ
て
細
い

た
て
い
と

経
糸

を
多
く
用
い
、太
い
よ
こ
い
と

緯
糸
を
お
さ筬
で
強
く

打
ち
込
み
、主
に
経
糸
を
浮
か
せ
て
柄

を
織
り
出
す
の
が
特
徴
で
す
。

　
生
地
に
厚
み
や
張
り
が
あ
り
、締
め

た
ら
緩
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
、古
く

は
重
い
刀
を
腰
に
差
す
武
士
の
帯
と
し

て
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
博
多
織
を
代
表
す
る
紋
様
で
あ
る

献
上
柄
は
、江
戸
時
代
に
黒
田
長
政
が

幕
府
に
博
多
織
を
献
上
し
た
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。

　
仏
具
の「
ど
っ 

こ
独
鈷
」と「
は
な
ざ
ら

華
皿
」と
の
結

合
と
中
間
に
縞
を
配
し
た
紋
様
は
、博

多
織
の
始
祖・み

つ  

だ
　
や   

ざ
　   

え    

も
ん

満
田
彌
三
右
衛
門
が
考

案
し
た
と
言
わ
れ
、現
在
で
も
博
多
織

製
品
に
多
く
織
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た「
博
多
」を
象
徴
す
る
柄
と
し
て
、

福
岡
市
営
地
下
鉄
の
博
多
駅
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
、福
岡
市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
博
多
織
の
歴
史
は
、鎌
倉
時
代
の

1
2
3
5
年（
嘉
禎
元
年
）、博
多
商

人
の
満
田
彌
三
右
衛
門
が
、え
ん 

に 

べ
ん
え
ん

圓
爾
弁
圓

（
後
に
聖
一
国
師
）と
共
に

そ
う宋
へ
向
け

博
多
を
出
発
し
た
こ
と
に
端
を
発
し

ま
す
。宋
に
6
年
間
滞
在
し
た
彌
三

右
衛
門
は
、織
物
、朱
、箔
、素
麺
、

じ
ゃ
こ
う
が
ん

麝
香
丸
の
5
つ
の
製
法
を
修
得
し
、

1
2
4
1
年（
仁
治
2
年
）に
博
多
に

帰
り
ま
す
。

　
彌
三
右
衛
門
は
、こ
れ
ら
の
製
法
を

人
々
に
伝
え
ま
し
た
が
、織
物
の
技
法

だ
け
は
家
伝
と
し
、独
自
の
技
術
を
加

え
、広
東
織
と
称
し
て
い
ま
し
た
。さ
ら

に
2
5
0
年
ほ
ど
後
、満
田
彌
三
右
衛

門
の
子
孫
、み
つ  

だ  

ひ
こ
さ
ぶ
ろ
う

満
田
彦
三
郎
が
み
ん明
に
渡
り
、

織
物
の
技
法
を
研
究
。た

け
わ
か 

と
う 

べ  

え 

竹
若
藤
兵
衛
と

工
法
の
改
良
を
重
ね
、琥
珀
織
の
よ
う
に

生
地
が
厚
く
、模
様
の
浮
き
で
た
厚
地

の
織
物
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
竹
若
藤
兵
衛
が
織
り
出
し
た
織
物

は
広
東
織
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の

で
、地
質
が
非
常
に
硬
い
の
で
、反
物
と

し
て
よ
り
、帯
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

の
方
が
多
く
、寸
法
や
規
格
を
創
製
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
博
多
帯
の
始
ま
り
で
あ
り
、

そ
の
織
物
は
博
多
の
地
名
を
と
っ
て
、

「  

は  

か  

た  

お
り

覇
家
台
織
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。今
か
ら
4
8
0
年

ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

　
私
が
社
長
を
継
い
だ
の
は
、

2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
軒
並
み
日
本
経
済
が

落
ち
込
ん
で
い
た
頃
で
し
た
。我
が
社

も
そ
の
影
響
を
受
け
、売
り
上
げ
が
か

な
り
落
ち
ま
し
た
。

　
業
績
が
低
迷
す
る
中
で
、徹
底
的
に

業
務
の
無
駄
を
省
い
た
と
こ
ろ
、同
じ

人
員
と
業
務
で
業
績
は
V
字
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
社
長
に
就
い
て
か
ら「
福
岡
の
伝
統

工
芸
品
で
あ
る
博
多
織
を
、地
元
福
岡

で
目
に
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」と

博
多
織
の
施
設「
博
多
織
工
芸
館
」を

開
設
し
ま
し
た
。博
多
織
の
貴
重
な
資

料
を
展
示
し
た
ス
ペ
ー
ス
や
、製
造
工

程
を
見
学
で
き
る
工
房
、直
売
所
な
ど

を
併
設
し
て
い
ま
す
。博
多
織
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
施
設
に
な
っ
て
お
り
、お

客
様
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、博
多
織
の
財
布
や
名

刺
入
れ
、ネ
ク
タ
イ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

博
多
織
商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。日

常
的
に
着
物
を
着
る
機
会
が
減
っ
て
い

く
中
で
、伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
博
多

織
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
博
多
織
は
今
年
で
7
7
7
周
年
を

迎
え
ま
す
。私
は
、伝
統
と
は
革
新
の

連
続
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。先
人
た
ち
は
常
に
新
し

い
考
え
や
技
術
を
取
り
入
れ
、開
発
、

工
夫
や
改
良
、発
明
を
繰
り
返
し
、最

高
峰
と
呼
ば
れ
る
織
物
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。革
新
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
伝
統
を
つ
く
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
博
多
織
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、最
近
で
は

ネ
ク
タ
イ
や
財
布
な
ど
様
々
な
商
品
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、博
多

織
の
小
物
や
ギ
フ
ト
製
品
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、福
岡
市
西
区
小
戸
に
博

多
織
の
工
房
を
構
え
る「
株
式
会
社 

サ
ヌ
イ
織
物
」で
す
。今
回
は
、3
代
目

社
長
・
讃
井
勝
彦
氏
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
創
業
は
、1
9
4
9
年

（
昭
和
24
年
）で
す
。同
業
他
社
と
違

う
の
は「
博
多
帯
や
着
物
を
一
切
つ
く

ら
な
い
」と
い
う
点
で
す
。創
業
者
で
あ

る
祖
父
・
勝
雄
の
代
ま
で
は
問
屋
さ
ん

か
ら
の
注
文
で
帯
や
着
物
を
織
っ
て
い

ま
し
た
が
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）

に
父・勝
美
が
2
代
目
社
長
を
引
き
継

い
だ
の
を
き
っ
か
け
に
、帯
の
生
産
を
や

め
、小
物
と
い
わ
れ
る
ギ
フ
ト
製
品
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当

時
は
和
装
ブ
ー
ム
で
し
た
の
で
、問
屋

さ
ん
か
ら
の
注
文
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
、

そ
れ
を
織
る
だ
け
で
食
べ
て
い
け
た
の

で
す
が
、父
は「
問
屋
か
ら
言
わ
れ
た

も
の
を
織
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
」

「
自
分
の
織
り
た
い
も
の
を
織
る
」と

い
っ
て
下
請
け
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。受
注
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、売

り
上
げ
の
大
半
を
占
め
る
帯
の
生
産

を
や
め
て
し
ま
う
の
は
大
変
な
決
断
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
当
時
は
山
陽
新
幹
線
が

博
多
に
開
通
し
た
時
代
で
し
た
の
で
、

お
み
や
げ
に
博
多
織
の
小
物
を
買
い
求

め
る
お
客
様
が
多
く
、お
店
か
ら「
商

品
は
あ
る
だ
け
持
っ
て
来
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
る
程
に
仕
事
は
順
調

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
1
6
0
0
年（
慶
長
5
年
）、黒
田

長
政
が
筑
前
を
領
す
る
よ
う
に
な
り
、

徳
川
幕
府
へ
博
多
織
を
献
上
し
ま

す
。こ
の
品
々
を
総
称
し
て「
定
格
献

上
」と
名
付
け
、博
多
織
元
に「
織
屋

株
」と
称
す
る
特
権
を
与
え
、保
護
と

い
う
名
の
統
制
の
も
と
で
、藩
か
ら
の

需
要
の
み
を
生
産
さ
せ
、献
上
の
風
格

と
希
少
価
値
を
厳
重
に
保
護
し
て
い

き
ま
す
。

　
博
多
織
は
高
級
織
物
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、需
要
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、西
陣
や
桐

生
、米
沢
な
ど
で「
模
造
博
多
織
」が

か
な
り
出
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
の
崩
壊
後
、藩
に
保
護
さ

れ
て
い
た
博
多
織
も
自
由
に
生
産
さ

れ
、1
8
8
5
年（
明
治
18
年
）に
は

ジ
ャ
カ
ー
ド
機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
、松
居
織
工
場
が
袋
帯
を
発

明
。1
8
9
7
年（
明
治
30
年
）に
は

2
4
0
軒
の
博
多
織
屋
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。

　
1
9
0
4
年（
明
治
37
年
）以
降
は

日
露
戦
争
を
境
に
経
済
は
活
気
を
失

い
、さ
ら
に
1
9
4
2
年（
昭
和
17
年
）

企
業
整
備
令
に
よ
り
残
存
し
た
業
者
は

31
名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。戦
後（
昭

和
30
年
頃
か
ら
）、経
済
復
興
の
中
で

徐
々
に
着
物
が
ブ
ー
ム
と
な
り
業
者
数
、

生
産
数
も
増
加
。1
9
7
5
年（
昭
和

50
年
）の
ピ
ー
ク
時
に
は
1
6
8
軒
、帯

で
約
2
0
0
万
本
の
生
産
数
を
誇
り
、

1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）に
は
国
の
伝

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、ほ
と
ん
ど
の
博
多
織
製
品

は
機
械
織
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
電
子
機
器
も
発

達
し
、ス
ピ
ー
ド
や
繊
細
さ
も
一
昔
前

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
織
物

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
博
多
織
」と
い
う
と
帯
や
着
物
の

左上.材料となる絹糸／右上.職人が機械の前に立ち、仕上がりに目を光らせる／下.機械織の工房

博多織工芸館 （株式会社 サヌイ織物）

資料展示資料展示 直売所直売所

：福岡市西区小戸3-51-22
：092-883-7077
：10：00～17：00
：なし（年末年始・お盆除く）
：見学無料
：
福岡都市高速姪浜ランプより約5分（駐車場あり）

姪浜駅よりタクシーで約5分／徒歩約20分
西鉄バス507番で「車両基地前」下車 徒歩約5分

下山門駅よりタクシーで約3分／徒歩約15分
：http://sanui-orimono.co.jp/

住 所
電 話
営業時間
定 休 日
入 館 料
交 通

公式サイト
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車

地下鉄

J R

福岡都市高速

地下鉄空港線

車両基地前バス停

博多湾

生の松原

小戸公園

至博多
小戸西交差点

博多織工芸館

壱岐橋交差点

旧国道202号至今宿

下山門 姪 浜

姪浜ランプ

十
郎
川

マリノアシティ

姪浜車両基地

福岡市立ヨットハーバー

マリン病院

JR筑肥線

革
新
の
積
み
重
ね
が

伝
統
を
つ
く
る

3
代
目
社
長
に
就
任
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今
年
、製
法
伝
来
か
ら
7
7
7
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
博
多

織
。先
染
め
の
糸
を
使
っ
て
細
い

た
て
い
と

経
糸

を
多
く
用
い
、太
い
よ
こ
い
と

緯
糸
を
お
さ筬
で
強
く

打
ち
込
み
、主
に
経
糸
を
浮
か
せ
て
柄

を
織
り
出
す
の
が
特
徴
で
す
。

　
生
地
に
厚
み
や
張
り
が
あ
り
、締
め

た
ら
緩
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
、古
く

は
重
い
刀
を
腰
に
差
す
武
士
の
帯
と
し

て
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
博
多
織
を
代
表
す
る
紋
様
で
あ
る

献
上
柄
は
、江
戸
時
代
に
黒
田
長
政
が

幕
府
に
博
多
織
を
献
上
し
た
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。

　
仏
具
の「
ど
っ 

こ
独
鈷
」と「
は
な
ざ
ら

華
皿
」と
の
結

合
と
中
間
に
縞
を
配
し
た
紋
様
は
、博

多
織
の
始
祖・み

つ  

だ
　
や   

ざ
　   

え    

も
ん

満
田
彌
三
右
衛
門
が
考

案
し
た
と
言
わ
れ
、現
在
で
も
博
多
織

製
品
に
多
く
織
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た「
博
多
」を
象
徴
す
る
柄
と
し
て
、

福
岡
市
営
地
下
鉄
の
博
多
駅
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
、福
岡
市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
博
多
織
の
歴
史
は
、鎌
倉
時
代
の

1
2
3
5
年（
嘉
禎
元
年
）、博
多
商

人
の
満
田
彌
三
右
衛
門
が
、え
ん 

に 

べ
ん
え
ん

圓
爾
弁
圓

（
後
に
聖
一
国
師
）と
共
に

そ
う宋
へ
向
け

博
多
を
出
発
し
た
こ
と
に
端
を
発
し

ま
す
。宋
に
6
年
間
滞
在
し
た
彌
三

右
衛
門
は
、織
物
、朱
、箔
、素
麺
、

じ
ゃ
こ
う
が
ん

麝
香
丸
の
5
つ
の
製
法
を
修
得
し
、

1
2
4
1
年（
仁
治
2
年
）に
博
多
に

帰
り
ま
す
。

　
彌
三
右
衛
門
は
、こ
れ
ら
の
製
法
を

人
々
に
伝
え
ま
し
た
が
、織
物
の
技
法

だ
け
は
家
伝
と
し
、独
自
の
技
術
を
加

え
、広
東
織
と
称
し
て
い
ま
し
た
。さ
ら

に
2
5
0
年
ほ
ど
後
、満
田
彌
三
右
衛

門
の
子
孫
、み
つ  

だ  

ひ
こ
さ
ぶ
ろ
う

満
田
彦
三
郎
が
み
ん明
に
渡
り
、

織
物
の
技
法
を
研
究
。た

け
わ
か 

と
う 

べ  

え 

竹
若
藤
兵
衛
と

工
法
の
改
良
を
重
ね
、琥
珀
織
の
よ
う
に

生
地
が
厚
く
、模
様
の
浮
き
で
た
厚
地

の
織
物
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
竹
若
藤
兵
衛
が
織
り
出
し
た
織
物

は
広
東
織
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の

で
、地
質
が
非
常
に
硬
い
の
で
、反
物
と

し
て
よ
り
、帯
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

の
方
が
多
く
、寸
法
や
規
格
を
創
製
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
博
多
帯
の
始
ま
り
で
あ
り
、

そ
の
織
物
は
博
多
の
地
名
を
と
っ
て
、

「  

は  

か  

た  

お
り

覇
家
台
織
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。今
か
ら
4
8
0
年

ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

　
私
が
社
長
を
継
い
だ
の
は
、

2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
軒
並
み
日
本
経
済
が

落
ち
込
ん
で
い
た
頃
で
し
た
。我
が
社

も
そ
の
影
響
を
受
け
、売
り
上
げ
が
か

な
り
落
ち
ま
し
た
。

　
業
績
が
低
迷
す
る
中
で
、徹
底
的
に

業
務
の
無
駄
を
省
い
た
と
こ
ろ
、同
じ

人
員
と
業
務
で
業
績
は
V
字
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
社
長
に
就
い
て
か
ら「
福
岡
の
伝
統

工
芸
品
で
あ
る
博
多
織
を
、地
元
福
岡

で
目
に
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」と

博
多
織
の
施
設「
博
多
織
工
芸
館
」を

開
設
し
ま
し
た
。博
多
織
の
貴
重
な
資

料
を
展
示
し
た
ス
ペ
ー
ス
や
、製
造
工

程
を
見
学
で
き
る
工
房
、直
売
所
な
ど

を
併
設
し
て
い
ま
す
。博
多
織
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
施
設
に
な
っ
て
お
り
、お

客
様
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
我
が
社
で
は
、博
多
織
の
財
布
や
名

刺
入
れ
、ネ
ク
タ
イ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

博
多
織
商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。日

常
的
に
着
物
を
着
る
機
会
が
減
っ
て
い

く
中
で
、伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
博
多

織
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
博
多
織
は
今
年
で
7
7
7
周
年
を

迎
え
ま
す
。私
は
、伝
統
と
は
革
新
の

連
続
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。先
人
た
ち
は
常
に
新
し

い
考
え
や
技
術
を
取
り
入
れ
、開
発
、

工
夫
や
改
良
、発
明
を
繰
り
返
し
、最

高
峰
と
呼
ば
れ
る
織
物
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。革
新
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
伝
統
を
つ
く
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
博
多
織
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、最
近
で
は

ネ
ク
タ
イ
や
財
布
な
ど
様
々
な
商
品
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、博
多

織
の
小
物
や
ギ
フ
ト
製
品
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、福
岡
市
西
区
小
戸
に
博

多
織
の
工
房
を
構
え
る「
株
式
会
社 

サ
ヌ
イ
織
物
」で
す
。今
回
は
、3
代
目

社
長
・
讃
井
勝
彦
氏
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　
我
が
社
の
創
業
は
、1
9
4
9
年

（
昭
和
24
年
）で
す
。同
業
他
社
と
違

う
の
は「
博
多
帯
や
着
物
を
一
切
つ
く

ら
な
い
」と
い
う
点
で
す
。創
業
者
で
あ

る
祖
父
・
勝
雄
の
代
ま
で
は
問
屋
さ
ん

か
ら
の
注
文
で
帯
や
着
物
を
織
っ
て
い

ま
し
た
が
、1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）

に
父・勝
美
が
2
代
目
社
長
を
引
き
継

い
だ
の
を
き
っ
か
け
に
、帯
の
生
産
を
や

め
、小
物
と
い
わ
れ
る
ギ
フ
ト
製
品
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当

時
は
和
装
ブ
ー
ム
で
し
た
の
で
、問
屋

さ
ん
か
ら
の
注
文
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
、

そ
れ
を
織
る
だ
け
で
食
べ
て
い
け
た
の

で
す
が
、父
は「
問
屋
か
ら
言
わ
れ
た

も
の
を
織
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
」

「
自
分
の
織
り
た
い
も
の
を
織
る
」と

い
っ
て
下
請
け
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。受
注
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、売

り
上
げ
の
大
半
を
占
め
る
帯
の
生
産

を
や
め
て
し
ま
う
の
は
大
変
な
決
断
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
当
時
は
山
陽
新
幹
線
が

博
多
に
開
通
し
た
時
代
で
し
た
の
で
、

お
み
や
げ
に
博
多
織
の
小
物
を
買
い
求

め
る
お
客
様
が
多
く
、お
店
か
ら「
商

品
は
あ
る
だ
け
持
っ
て
来
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
る
程
に
仕
事
は
順
調

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
1
6
0
0
年（
慶
長
5
年
）、黒
田

長
政
が
筑
前
を
領
す
る
よ
う
に
な
り
、

徳
川
幕
府
へ
博
多
織
を
献
上
し
ま

す
。こ
の
品
々
を
総
称
し
て「
定
格
献

上
」と
名
付
け
、博
多
織
元
に「
織
屋

株
」と
称
す
る
特
権
を
与
え
、保
護
と

い
う
名
の
統
制
の
も
と
で
、藩
か
ら
の

需
要
の
み
を
生
産
さ
せ
、献
上
の
風
格

と
希
少
価
値
を
厳
重
に
保
護
し
て
い

き
ま
す
。

　
博
多
織
は
高
級
織
物
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、需
要
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、西
陣
や
桐

生
、米
沢
な
ど
で「
模
造
博
多
織
」が

か
な
り
出
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
の
崩
壊
後
、藩
に
保
護
さ

れ
て
い
た
博
多
織
も
自
由
に
生
産
さ

れ
、1
8
8
5
年（
明
治
18
年
）に
は

ジ
ャ
カ
ー
ド
機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
、松
居
織
工
場
が
袋
帯
を
発

明
。1
8
9
7
年（
明
治
30
年
）に
は

2
4
0
軒
の
博
多
織
屋
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。

　
1
9
0
4
年（
明
治
37
年
）以
降
は

日
露
戦
争
を
境
に
経
済
は
活
気
を
失

い
、さ
ら
に
1
9
4
2
年（
昭
和
17
年
）

企
業
整
備
令
に
よ
り
残
存
し
た
業
者
は

31
名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。戦
後（
昭

和
30
年
頃
か
ら
）、経
済
復
興
の
中
で

徐
々
に
着
物
が
ブ
ー
ム
と
な
り
業
者
数
、

生
産
数
も
増
加
。1
9
7
5
年（
昭
和

50
年
）の
ピ
ー
ク
時
に
は
1
6
8
軒
、帯

で
約
2
0
0
万
本
の
生
産
数
を
誇
り
、

1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）に
は
国
の
伝

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、ほ
と
ん
ど
の
博
多
織
製
品

は
機
械
織
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
電
子
機
器
も
発

達
し
、ス
ピ
ー
ド
や
繊
細
さ
も
一
昔
前

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
織
物

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
博
多
織
」と
い
う
と
帯
や
着
物
の

左上.材料となる絹糸／右上.職人が機械の前に立ち、仕上がりに目を光らせる／下.機械織の工房

博多織工芸館 （株式会社 サヌイ織物）

資料展示資料展示 直売所直売所

：福岡市西区小戸3-51-22
：092-883-7077
：10：00～17：00
：なし（年末年始・お盆除く）
：見学無料
：
福岡都市高速姪浜ランプより約5分（駐車場あり）

姪浜駅よりタクシーで約5分／徒歩約20分
西鉄バス507番で「車両基地前」下車 徒歩約5分

下山門駅よりタクシーで約3分／徒歩約15分
：http://sanui-orimono.co.jp/

住 所
電 話
営業時間
定 休 日
入 館 料
交 通

公式サイト

■

■

■

■

■

■

■

車

地下鉄

J R

福岡都市高速

地下鉄空港線

車両基地前バス停

博多湾

生の松原

小戸公園

至博多
小戸西交差点

博多織工芸館

壱岐橋交差点

旧国道202号至今宿

下山門 姪 浜

姪浜ランプ

十
郎
川

マリノアシティ

姪浜車両基地

福岡市立ヨットハーバー

マリン病院

JR筑肥線

革
新
の
積
み
重
ね
が

伝
統
を
つ
く
る

3
代
目
社
長
に
就
任
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2018 北京美容博覧会  3 月28日～ 3 月30日
2018 第 12 回中国国際ボイラー及び新型暖房設備展覧会

 4 月 2 日～ 4 月 4 日
2018 第 12 回中国国際新風、空気浄化及び浄水設備展覧会
第 10 回中国（北京）国際袋式集塵技術と設備展覧会
2018 第 10 回中国国際脱硫脱硝及び集塵浄化技術設備展覧
会
2018 中国国際視聴集成設備と技術展示会  4 月11日～ 4 月13日
2018 北京国際噴印、彫刻、標識技術展覧会　  4 月16日～ 4 月18日
2018 第 16 回中国国際科学計器及び実験室装備展覧会  4 月21日～ 4 月23日
第 3 回北京（国際）新型都市化産業博覧会  4 月30日～ 5 月 3 日
2018 第 20 回北京国際特許加盟展覧会  5 月 4 日～ 5 月 6 日
第 7 回中国国際養老サービス業展覧会  5 月 9 日～ 5 月11日
2018 中国飲食業仕入展覧会  5 月21日～ 5 月23日
第 9 回中国北京国際ワイン博覧会  5 月22日～ 5 月24日
第 6 回中国（北京）国際サービス及び貿易交易会  5 月28日～ 6 月 1 日

北京展覧館 第 6 回中国（北京）国際施設農業及び園芸資材展覧会  3 月26日～ 3 月28日
2018 第 19 回中国国際模型展覧会  4 月20日～ 4 月22日
2018 第 21 回中国国際撮影機械、影像機材及び技術博覧会  5 月 3 日～ 5 月 6 日
2018 北京国際工業知能化及び自動化展覧会  5 月 9 日～ 5 月11日

北京全国農業展覧館 2018 北京国際春季真珠宝石アクセサリー展覧会  3 月16日～ 3 月19日
2018 第 34 回北京国際チェーン店加盟展覧会

 3 月31日～ 4 月 1 日2018 北京国際飲食業チェーン店加盟展覧会
2018 第 11 回中国国際投資及び理財博覧会
2018 第 19 回中国国際脱硫脱硝及び集塵浄化技術設備展覧
会  4 月10日～ 4 月12日

2018 北京木造建築及び装飾と関連商品展覧会  4 月14日～ 4 月16日
2018 中国海外観光交易会  4 月16日～ 4 月18日
2018 芸術北京博覧会  4 月29日～ 5 月 2 日
2018 北京国際ワイン、お酒展覧会  5 月10日～ 5 月12日

蘇州
蘇州国際博覧センター 2018 中国蘇州華夏ハウジング博覧会  3 月16日～ 3 月18日

第三回蘇州ペット用品ブランド展＆ペットショ  4 月13日～ 4 月15日
2018 中国 IOT 博覧会 ( 春 )  4 月25日～ 4 月27日

上海
上海新国際博覧中心 TCT ASIA 2018  3 月 1 日～ 3 月 3 日

2018 中国華東輸出入商品交易会  3 月 1 日～ 3 月 4 日
第十九回中国国際農業用化学製品及び植物保護展覧会  3 月 7 日～ 3 月 9 日
中国家電博覧会  3 月 8 日～ 3 月11日
2018 中国電子展（electronica China 2018）

 3 月14日～ 3 月16日
FPD CHINA 2018
2018 中 国 フ ォ ト ニ ク ス 博 覧 会（LASER World of 
Photonics CHINA 2018）
2018 中国半導体展（semicon China 2018）
2018 中国国際地面材料及び舗装技術展覧会（DOMOTEX 
Asia/CHINA FLOOR 2018）  3 月20日～ 3 月22日
アジア窓・遮熱展示会（R+T ASIA）
第二十七回上海国際ホテル及び飲食業博覧会  3 月26日～ 3 月29日
2018 上海国際工業自動化、ロボット及び無人機械展覧会

 4 月 2 日～ 4 月 4 日
2018 上海国際人工知能産業展覧会（C － SMART）
第十回中国数値制御機械展覧会  4 月 9 日～ 4 月13日
第 96 回中国労働保護製品交易会  4 月11日～ 4 月13日
2018 上海国際先進レール交通技術展覧会

 4 月19日～ 4 月21日
2018 上海国際デジタルプリント展覧会
中国国際ガラス工業技術展覧会  4 月19日～ 4 月22日
2018 中国国際ゴルフ博覧会  4 月20日～ 4 月22日
上海国際小売業設計及び設備展

 4 月26日～ 4 月28日2018 上海国際クリーン技術及び設備博覧会
2018 中国上海環境保護産業博覧会
2018 中国（上海）第二十三回国際ボート及び技術設備展覧
会

 4 月26日～ 4 月29日2018 ライフスタイル上海ショ
2018 上海国際ホテルデザイン及び用品博覧会
中国環境博覧会　上海国際空気清浄及び換気技術設備展覧会  5 月 3 日～ 5 月 5 日
第二十一回中国国際ベーカリー展覧会

 5 月 9 日～ 5 月12日2018 第九回上海国際缶詰食品及び原・副材料、機械設備博
覧会
第十九回中国国際フード及びドリンク展覧会

 5 月16日～ 5 月18日アジア生鮮配送展覧会
第十七回上海国際包装及び食品加工展覧会
中国国際美容・化粧・洗濯用品博覧会  5 月22日～ 5 月24日
SNEC 第十二回（2018）国際太陽エネルギー産業及び太陽
光発電技術（上海）展覧会  5 月28日～ 5 月30日

上海世貿商城
（上海マート） 2018 上海医薬保健品交易会  4 月 9 日～ 4 月10日

上海光大会展中心 2018 第八回中国ヒートポンプ展覧会  3 月15日～ 3 月17日
2018 上海国際粉末冶金、硬質合金及び先進セラミックス展
覧会  3 月25日～ 3 月27日

2018 上海国際美容美髪化粧用品博覧会  3 月29日～ 3 月31日
2018 中国国際大豆食品加工技術及び設備展覧会  4 月12日～ 4 月14日
2018 上海国際健康食品博覧会 / 第四回上海酵素産業博覧会

 4 月24日～ 4 月26日
2018 上海国際輸出入食品博覧会
SAMPE 2018 国際先進複合材料製品、原材料、治具及び工
程応用展覧会  5 月16日～ 5 月18日

上海国家会展中心 中国国際工作機械展  3 月 7 日～ 3 月10日
2018 中国国際服装服飾博覧会（春）

 3 月14日～ 3 月16日2018 中国国際アパレル及びインターテキスタイル ( 春夏 )
博覧会
2018 上海国際電子回路展覧会

 3 月20日～ 3 月22日
2018 上海国際水処理技術及び設備展覧会
2018 中国国際建築貿易博覧会  3 月21日～ 3 月23日
中国国際食品添加物及び原材料展覧会  3 月22日～ 3 月24日
2018 上海国際印刷 ･ 包装 ･ 製紙産業総合展覧会

 3 月28日～ 3 月31日2018 上海国際デジタル＆エクスプレス印刷設備展覧会
2018 上海国際 LED 照明産業技術展覧会

大連
大連星海会展中心 第 12 回中国書画芸術品博覧会  3 月 1 日～ 3 月 5 日

第 16 回全国工芸品、観光お土産、ギフト商品及び骨董品博
覧会  3 月 8 日～ 3 月12日

第 12 回大連ウェディング博覧会  3 月15日～ 3 月18日
第 4 回春季輸出用服装及び無公害食品博覧会  3 月20日～ 4 月 4 日
蘇州、杭州シルク服装（大連）博覧会  4 月 3 日～ 4 月14日
第 13 回大連春夏季服装及び輸出入商品博覧会  4 月16日～ 4 月24日
第 9 回国際真珠、宝石、玉石博覧会  4 月26日～ 4 月30日
第 8 回大連国際食品博覧会  5 月 3 日～ 5 月 7 日
2018 第 20 回大連国際工業博覧会  5 月24日～ 5 月26日
蘇州杭州シルク服装（大連）博覧会  5 月28日～ 6 月12日

大連世界博覧広場 中国・大連 2018 春季人材募集大会  3 月10日
第 16 回大連創業、就職博覧会  3 月10日～ 3 月11日
2018 大連国際消費者の日 315（大連）博覧会  3 月15日～ 3 月19日
2018 大連内装工事用建築材料博覧会  3 月24日～ 3 月25日
第 60 回大連不動産交易大会及び海外不動産投資展覧会

 4 月12日～ 4 月15日
第 2 回中国（大連）飲食業チェーン店加盟展覧会
2018 中国（大連）国際自動車博覧会  4 月28日～ 5 月 2 日
2018 大連建築材料博覧会  5 月 5 日～ 5 月 6 日
2018 年第 32 回中国大連輸出入商品交易会及び大連海外ブ
ランド商品展示会  5 月17日～ 5 月20日

2018 第 21 回大連国際工業博覧会  5 月24日～ 5 月27日
大連国際会議中心 中国養老産業大会  3 月30日～ 4 月 1 日

2018 大連第 3 回アニメ芸術博覧会  4 月 5 日～ 4 月 7 日
大連アジア太平洋地区ハイエンド美容美髪博覧会  5 月15日～ 5 月17日

北京
中国国際展覧中心

（新館）
第 23 回中国国際自動車用品展覧会

 3 月 3 日～ 3 月 6 日
第 3 回自動車サービスチェーン店及び洗車展覧会
2018 第 25 回中国国際北京壁紙、布製品展示会  3 月15日～ 3 月18日
2018 第 17 回中国国際ドア業展覧会

 3 月21日～ 3 月24日
第 5 回中国国際集積カスタム家居展覧会
第 18 回中国国際石油化工技術装備展覧会

 3 月27日～ 3 月29日

第 8 回中国国際天然ガス技術装備展覧会
第 8 回中国国際シェールガス技術及び装備展覧会
第 18 回中国国際海洋石油天然ガス展覧会
第 18 回中国国際爆破予防電子設備技術展覧会
第 18 回中国国際石油天然ガスパイプ及び貯蓄運送技術装備
展覧会
2018 第 68 回北京国際自動車補修展覧会  4 月 1 日～ 4 月 4 日
2018 第 12 回中国国際省エネ廃棄物有害物排出減少展覧会  4 月 2 日～ 4 月 4 日
第 29 回国際製冷、空調、暖房、通風及び食品冷凍加工展覧
会  4 月 9 日～ 4 月11日

第 27 回京正北京妊婦、赤ちゃん用品博覧会  4 月14日～ 4 月16日
2018 第 19 回中国国際車、船用天然ガススタンド展示会

 5 月10日～ 5 月12日
2018 第 20 回中国国際花卉園芸展覧会
2018 第 16 回中国国際鋳造博覧会

 5 月16日～ 5 月19日
2018 第 18 回中国国際冶金工業展覧会
2018 第 18 回中国国際（北京）暖房、空調、通風、入浴周辺、
家庭用品展覧会  5 月22日～ 5 月24日

2018 北京国際陸地運輸、公共交通車両及び部品展覧会  5 月28日～ 5 月30日
中国国際展覧中心 2018 中国国際 ( 北京）自動ドア、電動ドア展覧会  3 月 9 日～ 3 月12日

2018 中国国際建築工程新技術、新材料、新工芸展覧会

 3 月15日～ 3 月17日2018 中国国際養老産業博覧会
2018 中国北京国際リハビリ医療機械、補助道具及び健康管
理展覧会
2018 中国国際ラジオ、放送、情報ネット展覧会  3 月22日～ 3 月24日
2018 中国国際クリーンエネルギー科学技術推進ウィーク  3 月25日～ 3 月31日
2018 中国国際電気自動車充電基礎設備展覧会

 3 月27日～ 3 月29日2018 第 38 回中国北京国際ギフト、贈呈品及び家庭用品展
覧会
2018 中国北京国際芸術及び額縁業展覧会  3 月29日～ 3 月31日
2018 第 22 回中国（北京）ウエディング及び撮影器材、額
縁博覧会  4 月 1 日～ 4 月 3 日

2018 北京国際ペット用品展覧会  4 月 1 日～ 4 月 4 日
2018 アジア（北京）国際食品、飲料展覧会、輸入食品博覧
会

 4 月 8 日～ 4 月10日

2018 中国国際無公害食品およびハイエンド食材博覧会
2018 中国国際健康産業博覧会
2018 第 9 回中国国際現代農業博覧会
2018 北京国際優質農産品展示交易会
2018 第 19 回国際ハイエンド健康食用油及びオリーブ油博
覧会
2018 第 8 回中国国際真珠宝石アクセサリー展覧会  4 月13日～ 4 月16日
2018 第 32 回中国北京国際美容化粧品博覧会

 4 月19日～ 4 月21日
2018 第 15 回中国国際焙煎商品展覧会
2018 中国（北京）国際スマート都市及び技術応用製品展覧
会

 4 月27日～ 4 月29日

2018 アジア ( 北京）物のインターネット展覧会
2018 アジア（北京）国際ソフト及びシステム管理展覧会
2018（北京）国際ビッグデーター産業博覧会
2018 中国（北京）国際ビルメンテナンス業展覧会
2018 中国（北京）国際スマート住宅、スマートハード展覧
会
2018 第 15 回北京国際自動車展覧会
2018 北京国際電子支払技術と設備展覧会
2018 北京軍隊と民間との装備展覧会

 5 月 7 日～ 5 月 9 日
第 11 回中国国際国防電子展覧会
2018 第 20 回北京国際玩具及び幼児教育用品展覧会  5 月12日～ 5 月14日
2018 第 21 回中国北京国際科学技術展覧会  5 月17日～ 5 月20日
第 27 回中国国際専門的音響、照明、楽器及び技術展覧会  5 月24日～ 5 月27日
2018 国際交通工程、スマート交通及び施設展覧会  5 月28日～ 5 月30日

北京国家会議中心 2018 中国（北京）国際スマート建築展覧会  3 月12日～ 3 月14日
2018 第 30 回国際医療器機設備展覧会  3 月23日～ 3 月25日

貿 易 お 役 立 ち 情 報
U s e f u l  I n f o r m a t i o n

アジア展示会情報｜イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。
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中国国際金属博覧会  3 月29日～ 3 月31日
中国国際医療器械設計及び製造技術（春季）博覧会

 4 月10日～ 4 月13日
中国国際医薬原料薬、中間体、包装、設備交易会
中国国際プラスチック・ゴム工業展覧会  4 月24日～ 4 月27日
中国国際自転車展覧会

 5 月 6 日～ 5 月 9 日
中国国際自動車及び部品展覧会
上海自転車装備展覧会
中国国際オートバイ及び部品展覧会
中国国際エレベーター展  5 月 8 日～ 5 月11日
2018 第六回上海国際航空宇宙飛行技術及び設備展覧会

 5 月14日～ 5 月16日
第十回上海国際新材料展覧会
第十四回上海国際粘着テープ、保護フィルム及び光学フィル
ム展覧会  5 月25日～ 5 月27日

中国国際スポーツ用品博覧会  5 月25日～ 5 月28日
第十一回上海国際水処理展覧会  5 月31日～ 6 月 2 日

上海世博展覧館 第十八回中国（上海）国際眼鏡業展覧会  3 月 5 日～ 3 月 7 日
2018 中国華夏ハウジング博覧会  3 月 9 日～ 3 月11日
2018 上海自動車博覧会  3 月10日～ 3 月11日
SPINEXPO-31th Session Shanghai  3 月13日～ 3 月15日
2018 第五回中国（上海）健康、ウェルネス、フィットネス
博覧会  3 月14日～ 3 月16日

2018 中国国際化粧品、個人＆家庭ケアー用品原材料展
（PCHi）  3 月19日～ 3 月21日

2018 インターモーダルアジア展  3 月20日～ 3 月22日
中国（上海）国際巻取機、コイル、絶縁材料と電機製造展覧
会

 3 月26日～ 3 月28日第十三回上海国際靴下業交易会
2018 上海国際雑貨運送展覧会（Breakbulk China 2018）
第十八回中国国際染料工業、顔料とテキスタイル化学品展覧
会  4 月11日～ 4 月13日

2017 上海国際ユニフォーム博覧会
 4 月19日～ 4 月21日2017 上海国際学生服展覧会

中国（上海）国際技術輸出入交易会
NEPCON CHINA 2018

 4 月24日～ 4 月26日
2018 中国国際低炭素科技博覧会
2018 中国華夏ハウジング博覧会  4 月29日～ 5 月 1 日
2018 上海自動車博覧会  4 月30日～ 5 月 1 日
2018 中国（上海）国際茶業博覧会  5 月10日～ 5 月13日
2018 中国国際クラフトビール会議・展覧会  5 月16日～ 5 月18日
2018 中国国際有機食品博覧会（BIOFACH CHINA 2018）  5 月24日～ 5 月26日
第十六回中国国際屋根及び建築防水技術展覧会  5 月28日～ 5 月30日

香港・マカオ
香港会議展覧中心 

（Hong Kong 
Convention & 
Exhibition Centre）

ＨＫＴＤＣ香港国際ジュエリーショー  3 月 1 日～ 3 月 5 日
香港ウェディングバンケット & デコレーションエキスポ  
2018  3 月 9 日～ 3 月11日
香港ウェディング & 海外ウェディングエキスポ 2018
APLF レザーエキスポ

 3 月14日～ 3 月16日
ファションアクセスエキスポ 2018
香港国際フィルム＆テレビマーケットエキスポ  3 月19日～ 3 月22日
アジアパシフィックレールエキスポ 2018  3 月20日～ 3 月21日
アートバーゼルエキシビション in 香港  3 月29日～ 3 月31日
鉱山とマネーアジア 2018                             4 月 4 日～ 4 月 6 日
HKTDC 香港国際ライトニングフェア ( 春季）  4 月 6 日～ 4 月 9 日
国際 ICT エキスポ

 4 月13日～ 4 月16日
HKTDC 香港エレクトロニクスフェア ( 春季 )
HKTDC 香港ハウスウェアフェア

 4 月20日～ 4 月23日
HKTDC 香港国際ホームテキスタイル＆ファニシングフェア 
HKTDC 香港ギフト＆プレミアムフェア  4 月27日～ 4 月30日
HKTDC 香港国際医療機器フェア  5 月 7 日～ 5 月 9 日
グルメアジア 2018 ( ファインダイニング関連エキスポ）)         

 5 月 9 日～ 5 月11日
ビルドアジア 2018 - 建材、電気照明、防火展
2018 姉妹専業美容展（ビューティープロフェッショナル
ショー）　　　  5 月15日～ 5 月17日

クラウドエキスポアジア＆データセンターワールド香港 
2018  5 月16日～ 5 月17日

アートフェア香港                            5 月18日～ 5 月20日
HKIEE 第 24 回 香港国際教育エキスポ  5 月19日～ 5 月20日
国際アンティークフェア  5 月26日～ 5 月29日
Vinexpo 香港 2018 ( ワイン関連）  5 月29日～ 5 月31日

アジア国際博覧館
（AsiaWorld-Expo）

グローバルソース コンシューマーエレクトロニクスフェア    4 月11日～ 4 月14日
グローバルソース モバイルエレクトロニクスフェア

 4 月18日～ 4 月21日
グローバルソース ギフト & ホーム香港フェア
香港国際印刷 · 包装フェア

 4 月27日～ 4 月30日
グローバルソース ファッションショー香港

フォーシーズンズ 
ホテル マカオ（Four 
Seasons Hotel 
Macao）

2018 国際ゲームサミット  5 月15日～ 5 月17日

マカオフィッシャー
マンズ会議展示場

（Macau Fisherman's 
Wharf Convention & 
Exhibition Centre）

2018 高齢者日用品・アクセサリーエキスポ  3 月 2 日～ 3 月 4 日

第 11 回 ベビー＆マザー商品展
 3 月23日～ 3 月25日

教育展示会 2018

ベネチアン マカオ
（Venetian Macao）

2018 MIECF マカオ国際環境協力フォーラム＆展示会       4 月12日～ 4 月14日
マカオ無形文化遺産と古代アートフェア  5 月15日～ 5 月17日
マカオ国際協会会議および展示会 ( 投資関連 )  5 月28日～ 5 月30日

深圳
深圳会議展覧中心

（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

AAITF 2018 - 第１6 回  深セン ( 春季 ) 国際自動車修復サー
ビス展  3 月 1 日～ 3 月 3 日

SIMM Expo 2018 - 第 19 回 深セン国際機械製造展覧会  3 月29日～ 4 月 1 日
2018 年 深センウェディングエキスポ   

 4 月 4 日～ 4 月 6 日
第 5 回 深セン · 香港 · 韓国ファッション＆ビューティーエキ
スポ
2018 深セン ( 春季 ) 住宅＆家具エキシビジョン
第 3 回 深セン ベビー＆マザー商品展  

2018 第 5 回  中国（深セン）国際旅行博  4 月 5 日～ 4 月 6 日
CITE 2018 - 第 6 回 中国 IT エキスポ  4 月 9 日～ 4 月11日
CIEP 2018 - 第 16 回 中国国際人材交流大会                                                 4 月14日～ 4 月15日
IECIE 2018 - 深セン国際電子タバコ産業エキスポ  4 月14日～ 4 月16日
SIUF 2018 - 中国（深セン）国際ブランドアンダーウェアフェ
ア  4 月19日～ 4 月21日

深セン国際金・ジュエリー＆宝石展覧会 2018  4 月19日～ 4 月22日
第 26 回 深センギフト＆ホームテキスタイルフェア                                              4 月25日～ 4 月28日
2018 年 第 4 回深セン国際ペット用品展覧会  5 月 1 日～ 5 月 5 日
2018 第 20 回 ファッションソース ( 深セン国際服飾 OEM、
繊維アクセサリー、衣料品アクセサリーエキスポ )

 5 月 3 日～ 5 月 5 日
2018 CE China  中国 ( 深セン ) 国際消費者向け電子製品
ショー
2018 中国（深圳）国際床材産業エキスポ
2018 深セン国際ワイン＆スピリッツ博覧会
2018 第 6 回 深セン国際自然有機＆栄養健康産業エキスポ 
2018 深セン香港国際教育フェア  5 月 4 日～ 5 月 6 日
第 14 回 中国（深圳）国際文化産業博覧会  5 月14日
2018  ( 深セン ) 国際電源工業 & 充電設備展

 5 月17日～ 5 月19日
第 16 回 ( 深セン ) 中国国際小型モーター・電子機器エキシ
ビション
CSHE 2018 チャイナスマートホームエキスポ
レーザーフェアチャイナ 2018
CIBF 2018 - 第 13 回 中国国際バッテリーフェア  5 月22日～ 5 月24日

広州
広州中国輸出入商品取引
会展館

（China Import & 
Export Fair
Complex, Pazhou）

GITF 2018 - 広州国際旅行博 2018  3 月 1 日～ 3 月 3 日
ISLE 2018 - 広州国際看板 &LED 展覧会  3 月 3 日～ 3 月 6 日
SIAF 広州 - 広州国際工業自動化展覧会

 3 月 4 日～ 3 月 6 日

CHINA VMF2018 - 中国（広州）国際自動販売機システム
エキスポ 2018
アジアモールド 2018 - 広州国際金型エキスポ
広州国際 3D 印刷エキスポ
広州国際鋳造・ダイカスト・鍛造産業展覧会
アジアメタル 2018 - 広州国際金属加工産業展覧会
アジアベアリング 2018 - 広州国際ベアリング展覧会
ICIE 2018 - 中国（広州）国際スマート決済展覧会
第 25 回 華南国際印刷エキシビション

 3 月10日～ 3 月12日
中国国際ラベル印刷技術エキシビション 2018 
第２5 回 チャイナ国際包装工業展
忠告（広州）国際包装関連製品エキシビション 2018
CIBE - 中国 ( 広州 ) 国際美容エキスポ ( 春季 ) 2018
CIFF2018 - 第 41 回中国広州国際家具博覧会 ( 家庭用家具 )  3 月18日～ 3 月21日
CIFF2018 - 第 41 回中国広州国際家具博覧会 ( オフィス用
家具 )  3 月28日～ 3 月31日
CIFM / インターツム広州 2018（国際家具博覧会） 
CIAE 2018 - 第 12 回 国際ゲーム＆アミューズメントエキ
シビション       

 4 月 3 日～ 4 月 5 日

AAA Expo 2018 - アジアアミューズメント＆アトラクショ
ンエキスポ   
中国シアター＆シネマ 2018 －中国国際劇場・映画設備フェ
ア
アジアカラオケ＆バー 2018 - 第12回 アジアカラオケ・バー
設備フェア
デンタル華南 2018 - 第 23 回 華南国際口腔展覧会  4 月 4 日～ 4 月 7 日
広東フェア 2018 - 第 123 回 中国輸出入フェア（エレクト
ロニクス）                           4 月15日～ 4 月19日

広東フェア 2018 - 第 123 回 中国輸出入フェア（消費財）                           4 月23日～ 4 月27日
2018 第 21 回 中国（広州）国際バルブ＆パイプ産業展  5 月 9 日～ 5 月11日
2018 第 15 回 広東国際楽器展覧会

 5 月10日～ 5 月13日
プロ照明・音響広州 2018
2018　Cannex 国際缶詰工業展  5 月15日～ 5 月18日
LET CHINA 2018 - 第 9 回 中国国際物流機器技術展（広州）

 5 月23日～ 5 月25日CRE 2018 - 第 9 回 広州ホテルケータリング業界サプライ
ヤー博覧会
2018 ( 春 ) 中国（広州）国際お茶博覧会  5 月24日～ 5 月28日
第 28 回 国際シューズ＆レザー産業展覧会  5 月30日～ 6 月 1 日
2018 中国セラミック技術 · 機器 · 製品エキシビション  5 月30日～ 6 月 2 日

保利世 博 　
（Poly World Trade 
Expo Centre） 

DPES サインエキスポ 2018 - 第 18 回　広州国際広告展  3 月 3 日～ 3 月 6 日
ウィンドウエキスポ チャイナ - 第24回　中国アルミ製ドア・
窓・カーテンウォール新製品博覧会  3 月11日～ 3 月13日

GD ウォーター 2018 - 広東国際水処理技術＆設備展覧会  3 月27日～ 3 月29日
チャイナラボ 2018 - 中国国際分析機器＆研究室器具展覧会  3 月28日～ 3 月30日
リハケア＆整形チャイナ 2018 - 第 8 回中国（広州）リハビ
リテーション設備・器具展覧会  4 月 2 日～ 4 月 4 日
GD ウォーター 2018 - 広州国際水展
第 30 回 広州国際玩具・模型展覧会

 4 月 8 日～ 4 月10日
第 9 回 広州国際ベビーカー · ベビー製品フェア        
ジンハンフェア 2018 - 第 37 回 ジンハン・ホーム＆ギフト
フェア  4 月21日～ 4 月27日

スチールビルド 2018 - 第 7 回 中国（広州）国際鉄鋼金属
建材展

 5 月15日～ 5 月17日ルーフチャイナ 2018 - 第 8 回 中国（広州）国際屋根＆防
水技術展
PMMHF 2018 - 第 8 回 中国プレハブ住宅、モジュール建築
フェア

台湾
Taipei World Trade 
Center Hall 1	

第 19 回台北国際チェーン加盟展 - 春季展
 3 月 1 日～ 3 月 4 日第 28 回台北国際家具フェア、2018 台北国際インテリア装

飾品フェア
OH ！ Study 海外留学フェア  3 月 3 日～ 3 月 4 日
台北国際体育用品フェア  3 月 8 日～ 3 月10日

第 12 回台北国際春季旅行展覧会＆観光特産物ギフトフェア、
台北国際アウドドア用品フェア（春季展）、台北国際ワイン
＆リキュールフェア  3 月16日～ 3 月19日

第 28 回台北電機エアコン 3C 展示会
2018　国際留学教育展示会  3 月17日～ 3 月18日

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
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九州の身近
なデータを

ワンポイント
解説する

コーナーで
す。

　
高
級
な
果
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
メ
ロ
ン
で
す
が
、と

て
も
栄
養
価
が
高
く
、特
に
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
な
ど

の
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
カ
リ
ウ
ム
が
果
物
の
中
で

も
特
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
メ
ロ
ン
の
収
穫

量
を
都
道
府
県
別
に
見
て
み
る
と
、熊
本
県
が
第
３
位

（
13・7
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
現
在
の
よ
う
な
温
室
メ
ロ
ン
が
生
産
さ
れ
始

め
た
の
は
大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、熊
本
県
菊
池
市

し
ち
じ
ょ
う

七
城
町
で
は
、昭
和
の
初
め
頃
か
ら
メ
ロ
ン
の
栽
培
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。当
時
は
、県
内
に
メ
ロ
ン
の
生

産
地
は
多
く
、七
城
町
が
特
に
有
名
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、1
9
9
5
年（
平
成
7
年
）に
道

の
駅『
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
』が
オ
ー
プ
ン
し
、品
質
に
徹

底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
メ
ロ
ン
だ
け
を
販
売
し
て
い
る
こ
と

を
、県
内
外
へ
積
極
的
に
P
R
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
メ
ロ

ン
と
言
っ
た
ら
七
城
メ
ロ
ン
」と
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

ま
し
た
。さ
ら
に
、1
9
9
9
年（
平
成
11
年
）か
ら
は
、

糖
度
14
度
以
上
で「
優
品
」以
上
の
等
級
の
メ
ロ
ン
の
み

を
販
売
し
始
め
た
こ
と
か
ら
、全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
七
城
メ
ロ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
ホ
ー
ム
ラ
ン
メ
ロ
ン
」

の
出
荷
の
始
ま
る
3
月
頃
か
ら
、自
宅
用
の
み
な
ら
ず
贈

答
用
と
し
て
、甘
く
て
美
味
し
い
メ
ロ
ン
を
安
心
し
て
購

入
す
る
た
め
、『
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
』に
は
多
く
の
お
客

様
が
足
を
運
ば
れ
ま
す
。

メロンの収穫量

山形県
11,000t／7.0%

青森県
10,400t／6.6%

静岡県
8,240t／5.2%

千葉県
6,830t／4.3%

愛知県
8,490t／5.4%

秋田県
2,970t／1.9%

高知県
2,530t／1.6%

長崎県
2,530t／1.6%

熊本県
21,600t
13.7%

茨城県
41,600t
26.3%

北海道
24,700t
15.6%

出所：農林水産省「平成28年産野菜生産出荷統計」を基にFFGビジネスコンサルティング作成

メロンの収穫量
今月の注目データ

その他
17,280t
10.9%

道の駅『七城メロンドーム』

2018　第 28 回春夏国際美容・化粧品フェア  3 月23日～ 3 月27日
2018　第 30 回台湾国際家具インテリア装飾品建材展示会  3 月30日～ 4 月 2 日
2018　台北食品博覧会、台北国際ベジタリアン＆法事用品
彫刻品展、茶文化産業展

 4 月 5 日～ 4 月 8 日第 20 回台北国際ベビー＆マタニティ製品フェア（春夏季）
2018　台北国際キッズ博覧会＆教育展（春夏季）
台北国際自動車部品展覧会  4 月11日～ 4 月14日
台湾国際バイク産業展

 4 月12日～ 4 月15日
台湾国際改造車＆車輌メンテナンス用品フェア
台北国際ギフト＆文房具フェア

 4 月19日～ 4 月22日
台湾お土産・ギフトフェア
台湾国際照明科学技術展  4 月25日～ 4 月28日
2018　春季パソコンフェア  4 月27日～ 4 月30日
第 12 回台北国際観光博覧会、2018 年台湾観光特産物＆グ
ルメフェア  5 月 4 日～ 5 月 7 日

台湾ゲーム機産業展示会  5 月10日～ 5 月12日
2018　台北国際ベジタリアン＆有機産品博覧会  5 月11日～ 5 月14日
台北ウェディング用品展示会 - 夏季展、台北国際ジュエリー
展示会

 5 月18日～ 5 月21日
第 23 回台北国際家具・台所・建築・建材展示会＆ 2018 台
湾国際建築・空間デザイン生活展
2018　第 37 回新デザイン展示会  5 月25日～ 5 月28日

Taipei World Trade
Center Hall 3

第 6 回台北国際ベジタリアン養生＆銘茶展示会、第 6 回台北
国際健康促進、養生介護産業展示会  3 月 1 日～ 3 月 4 日

台北国際スポーツ用品フェア  3 月 8 日～ 3 月10日
2018　台湾猫日、上聯台北国際ペット用品博覧会（春季展）  4 月 5 日～ 4 月 8 日
第 17 回台北国際ウエディング＆ジュエリーフェア  4 月13日～ 4 月16日
台北国際酒春季フェア  4 月27日～ 4 月30日
2018　台北新芸術博覧会  5 月18日～ 5 月21日
2018　第 37 回新デザイン展示会  5 月25日～ 5 月28日

Taipei World 
TradeCenter 
Nangang　Exhibition 
Hall

台北国際ペツト用品フェア & ペットカーニバル  3 月 2 日～ 3 月 5 日
2018　台北国際料理展示会＆料理名店街  3 月15日～ 3 月18日
2018　スマートシティフォーラム及び博覧会

 3 月27日～ 3 月30日
2018　国際先端医療博覧会
台北国際自動車部品展覧会  4 月11日～ 4 月14日
第 21 回台北国際安全博覧会  4 月25日～ 4 月27日
台北国際スマート機械＆スマート製造展示会  5 月 9 日～ 5 月12日

Greater Taichung 
International Expo 
Center 

台中ベビー＆マタニティ製品フェア  3 月 2 日～ 3 月 5 日

World Trade Center 
Taichung 

2018　商業車博覧会  4 月12日～ 4 月15日
第 17 回台湾創業加盟展示会 - 台中展  4 月27日～ 4 月30日

Taichung 
International 
Exhibitional Center

2018　台中国際旅行フェア  4 月27日～ 4 月30日

Kaohsiung Exhibition 
Center 

2018　台湾国際ヨットフェア  3 月15日～ 3 月18日
2018　高雄自動化工業展  3 月30日～ 4 月 2 日
2018　台湾国際ファスナー展示会  4 月10日～ 4 月12日
2018　高雄市旅行団体旅行展示会  4 月20日～ 4 月23日
2018　高雄国際ジュエリー＆母の日ギフト展示会  4 月28日～ 5 月 1 日
台湾国際機械＆化学工業展示会  5 月30日～ 6 月 2 日

バンコク
バンコク国際貿易展示
センター（Bangkok  
International Trade & 
Exhibition Centre）

アジアウェアハウジングショー (AWS)  3 月 7 日～ 3 月 9 日
Furniture Fun Fair   3 月10日～ 3 月18日
Global Rubber Latex & Tyre Expo - GRTE 2018  3 月14日～ 3 月16日
Labelexpo Southeast Asia 2018  5 月10日～ 5 月12日

Queen Sirikit National
Convention Centre

第 46 回 Thaiteawthai　（旅行フェア）  3 月 1 日～ 3 月 4 日
タイコーヒーフェスタ 2018  3 月 8 日～ 3 月11日
Money 360 ( お金の EXPO)  3 月 9 日～ 3 月11日
住宅フォーラム 2018、コンドミニアム展示会  3 月15日～ 3 月18日
COMMART CONNECT 2018  3 月22日～ 3 月25日
第 46 回　バンコク書籍展示会 2018  3 月28日～ 4 月 8 日
第 30 回 BABY ＆ KIDS BEST BUY  5 月 3 日～ 5 月 6 日
THAILAND TRAVEL & DIVE EXPO 2018

 5 月10日～ 5 月13日
THAILAND GOLF EXPO 2018
THAILAND'S EDUCATION TECHNOLOGY EXPO 2018 
(EDTEX 2018)  5 月11日～ 5 月12日

THAILAND MOBILE EXPO 2018  5 月24日～ 5 月27日
PET EXPO THAILAND 2018

 5 月31日～ 6 月 3 日
HEALTHCARE 2018

Impact Arena 
Exhibition &
Convention Center

Print Tech & LED Expo  3 月 4 日
Thailand International Furniture Expo 2018 (TIF Expo 
2018)  3 月 7 日～ 3 月11日

第 12 回 フランチャイズと中小企業の展示会

 3 月15日～ 3 月18日
第 19 回 Travel Thailand Travel World （旅行フェア）
第 12 回 Thailand Coffee, Tea & Drinks 
第 12 回 Thailand Bakery & Ice Cream 
第 27 回 Homepro Expo 

 3 月16日～ 3 月25日
Sports World Expo 2018 (March)
World Cyber Games 2018  4 月26日～ 4 月29日
LED Expo Thailand 2018

 5 月10日～ 5 月12日
第 18 回 お金の EXPO 2018
THAIFEX/ タイフェックス 2018 - World of food  5 月29日～ 6 月 2 日

ホーチミン・ハノイ
Saigon Exhibition &
Convention Center

（Ho Chi Minh）

VIFA EXPO 2018 （インテリア家具類、付属品）  3 月 7 日～ 3 月10日
ILDEX VIETNAM 2018 （畜産、獣医、食肉加工）

 3 月14日～ 3 月16日AGRI MACHINERY& TECH VIETNAM EXPO 2018 （農業、
農業機械）
HORTEX VIETNAM 2018 （園芸、花卉生産、加工技術）
PROPAK VIETNAM 2018 （包装機械、食品加工機械）

 3 月20日～ 3 月22日PLASTICS & RUBBER VIETNAM 2018 （プラスチック、ゴ
ム製品）
SHOP & STORE VIETNAM 2018 （リテール、フランチャ
イズ）  3 月28日～ 3 月30日

Vietnam Textile & Garment Industry Expo （繊維、皮革）  4 月11日～ 4 月14日
Lifestyle Vietnam 2018 （手芸品、刺繍、民芸品、アクセサ
リー）  4 月18日～ 4 月21日

Cosmobeaute Vietnam 2018 （美容用品、ケア用品）  4 月19日～ 4 月21日
Automechanika Ho Chi Minh City 18 （車部品、車用品）  4 月25日～ 4 月27日
Vietnam International Cafe Show（コーヒー、紅茶、チョ
コレート、機械設備）  5 月 3 日～ 5 月 5 日

The 10th International Exhibition on Environment and 
Energy Technology（省エネ・環境保護製品、技術）  5 月 9 日～ 5 月11日

Food ingredients Vietnam 2018（食品、原材料）  5 月16日～ 5 月18日
May International Jewelry + Watch Vietnam 2018（宝
石、ジュエリー、時計）  5 月17日～ 5 月20日

Saigon International Autotech & Accessories Show 
2018（車部品、車用品）  5 月24日～ 5 月27日

Hanoi International 
Center
for Exhibition

Vietnam International Trade Fair （機械、電気、建築、家具）  4 月11日～ 4 月14日

Minig Vietnam 2018  4 月18日～ 4 月20日

National Exhibition 
Construction Center 
(Hanoi)

FBC ハノイ 2018 ものづくり商談会 （金属部品、精密機械、
サービス）  3 月 8 日～ 3 月 9 日

HVACR Vietnam 2018 （暖房、換気、空調）  4 月18日～ 4 月20日

シンガポール 
Suntec SINGAPORE Phar-East  - Asia's Pharma & Biotech Festival  3 月 1 日～ 3 月 2 日

WCA First Conference  3 月 2 日～ 3 月 5 日
IT Show  3 月15日～ 3 月18日
CEE 2018  3 月24日～ 3 月27日
Asia Health Exhibition 2018  4 月 2 日～ 4 月 4 日
IDEM Singapore 2018  4 月13日～ 4 月15日
Fluid Solutions Asia 2018 (FSA2018)  5 月16日～ 5 月18日

Singapore Expo IFFS 2018 - International Furniture Fair Singapore  3 月 8 日～ 3 月11日
Food & Hotel Asia 2018

 4 月24日～ 4 月27日

Bakery&Pastry 2018 - The 12th International Exhibition 
of Equipment , Ingredients and Supplies for the Bakery 
and Pastry Industry 
HotelAsia2018 - The 21st International Exhibition 
of Hotel, Restaurant and Foodservice Equipment, 
Supplies and Services 
Hospitality Technology 2018 - The 11th International 
Hospitality Technology Exhibition

Marina Bay Sands アジア・パシフィック・マリタイム 2018（APM）  3 月14日～ 3 月16日
Singapore International Optical Expo  4 月10日～ 4 月12日
TFWA Asia Pacific Exhibition & Conference  5 月 6 日～ 5 月10日

マレーシア
KL Convention Centre MEGA Careers & Study Fair (MCASF 9th edition)  3 月 3 日～ 3 月 4 日

オフショアー・テクノロジー・コンフェレンス・アジア  3 月20日～ 3 月23日
Ecobuild Southeast Asia 2018  3 月27日～ 3 月29日
スマート・キッズ・アジア

 3 月31日～ 4 月 1 日
Facon Education Fair, March 2018 
アジアウォーター 2018  4 月10日～ 4 月12日
第 30 回マレーシア国際宝飾フェスティバル  4 月19日～ 4 月22日
Franchise International Malaysia 2018 (FIM2018)  4 月20日～ 4 月22日
ホームデザイン・インテリア展示会 2018（HOMEDEC)  4 月26日～ 4 月29日
Internaional Invention, Innovation & Technology 
Exhibition 2018 (ITEX)  5 月10日～ 5 月12日

21st SE-ASIAN HEALTH CARE - PHARMA & CLEAN 
ROOM SHOW  5 月14日～ 5 月16日

Putra World Trade 
Centre 

MIFF 2018  3 月 8 日～ 3 月11日
マレーシア ライフスタイル エキスポ 2018

 3 月16日～ 3 月18日
MATTA Fair 2018
ビューティ ビジネス マレーシア 2018  3 月26日～ 3 月29日
Prefect Livin 2018  4 月 5 日～ 4 月 8 日

インドネシア
Jakarta Convention 
Centre

DEEP & EXTREME Indonesia 2018  3 月 8 日～ 3 月11日
LAB Indonesia 2018  4 月 4 日～ 4 月 6 日
Islamic Book Fair 2018  4 月18日～ 4 月22日
インドネシア・アウトドアーフェスティバル -INDOFEST 
2018  5 月 4 日～ 5 月 6 日

インドネシア・パブリックサービス・エキスポ 2018  5 月17日～ 5 月19日

インド
Bombay Exihibition 
Centre

India International Dairy Expo  3 月12日～ 3 月14日
Medical Fair India  3 月16日～ 3 月18日
Chemicals and Plastic Exhibition  3 月22日～ 3 月24日
International Interiors & Design Fair  5 月 3 日～ 5 月 6 日
ムンバイ LED 展示会  5 月10日～ 5 月12日
インド　コンクリート展示会  5 月17日～ 5 月19日

Pragati Maidan, New 
Delhi

Asia Rubber Expo  5 月 4 日～ 5 月 6 日
Homeland Security Expo India  5 月10日～ 5 月11日
インド宝石、ジュエリーフェア  5 月13日～ 5 月14日
International Beauty & Spa Expo  5 月28日～ 5 月29日
Fabrics & Accessories Trade Show  5 月31日～ 5 月 2 日

マニラ
マニラ世界貿易セン
ター（World Trade 
Center Metro
Manila）

WORLDBEX 2018 - フィリピン世界建築・建設博覧会  3 月14日～ 3 月18日
マニラ国際自動車ショー 2018  4 月 5 日～ 4 月 8 日
IFEX フィリピン 2018 （シーフード関連 )  5 月25日～ 5 月27日

SMX 会議場（SMX 
Convention Center 
Manila）

フィリピン国際家具ショー　2018
 3 月 8 日～ 3 月10日

インテリア＆デザインマニラ　2018
philbeauty 2018 - フィリピン国際ビューティーショー  5 月30日～ 6 月 1 日

平成 30年 2月 26日現在

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
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出所：農林水産省「平成28年産野菜生産出荷統計」を基にFFGビジネスコンサルティング作成

メロンの収穫量
今月の注目データ

その他
17,280t
10.9%

道の駅『七城メロンドーム』
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平成30年3月　住宅セミナー

ブランドキャラクター「ユーモ」

参加
無料

［ご注意事項］■先着順ですので、お早めにお申込みください。■受講票等
は送付いたしませんので、ご来場の際は受付にてお名前をお伝えください。
■セミナーの受付は開始時間の30分前からとなります。■セミナー開始
後30分経過しますと、受付は終了させていただきます。受付終了後はセミ
ナーにご参加いただけませんので、あらかじめご了承ください。■セミ
ナーの予定は、予告なしに変更する場合がございます。最新の情報は福岡
銀行のホームページをご覧ください。また、自然災害などによりセミナー
の内容変更、中断または中止させていただくことがあります。■駐車場に
ついては、数に限りがございます。公共の交通機関をご利用ください。

24h予約OK!
ふくぎん 住宅セミナー 検 索

［受付時間］平日9：00～20：00（但し、銀行休業日は除きます。）
お電話の場合は、予約コード（C-366など）とセミナー名を
お申し付けください。

0120-559-655

セミナーのお申込みは

■ふくぎんダイレクトコンサルティングプラザ■ふくぎんホームページ

※1 午前・午後共に同一の内容です。　※2 第1部、第2部のみのご参加も可能です。

携帯
からも
OK！

日 時 予約コードセミナー名 講 師 会 場定 員

3
月

8（木） C-36610名住宅ローン基礎の基礎11：00～12：30 福岡銀行 住宅ローン担当者

14（水）

C-367
住まいる
ギャラリー

20名
ファブリックパネルを
つくろう! ※1

10：00～12：00
インテリアコーディネーター
坂本 美子氏

C-36820名14：00～16：00

24（土） C-36920名
家を買う前に知っておきたい
お金と家のハナシ ※2

10：30～13：30
福岡銀行 住宅ローン担当者
保険担当者
住まいるギャラリー建築士

福岡銀行 住宅ローン担当者・
保険担当者・住まいるギャラリー建築士

講師

インテリアコーディネーター
坂本 美子氏

講師

家を買う前に見直したいお得な保険

家計の見直し術 住宅ローンの選び方

お気に入りの生地を選んでファブリックパネルを作る

使用する生地の紹介

第1部 お金編

自分にあった収納方法

好事例

家事ラク動線の考え方
第2部 家づくり編

家を買う前に
知っておきたい
お金と家のハナシ

資金計画の方法

住宅ローンのしくみ

金利の違い・見方

※材料はすべてこちらでご準備いたします。

ファブリック
パネルをつくろう！

福岡銀行
住宅ローン担当者

講師

住宅ローン
基礎の基礎

平成30年2月26日現在
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C-367
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第2部 家づくり編

家を買う前に
知っておきたい
お金と家のハナシ
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住宅ローンのしくみ
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平成30年2月26日現在

福岡銀行住まいるギャラリーには、無料で相談できる建築士がいます。「誰に相談していいかわからない！」
そんな疑問を一緒に解決していきます。契約や請負は行っておりません。第三者としての提案に努めます。

ブランドキャラクター「ユーモ」

家が欲しいなぁと思ったら…！

こんなこと
相談できるよ！

● 女性目線で考える間取り・収納・インテリアのご提案！
● 住宅セミナー随時開催！ セミナー詳細はこちらからCHECK！
● お子様連れでもOK！ キッズコーナーあり！

□ マンションと戸建てどちらにしようかな？
□ 資金計画どう立てるの？建築費用ってどの位？
□ この土地にどんな家が建つのかな？

ふくぎんで

お問合わせ・
ご相談は 〒810-8727

福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店中2F

【営業時間】平日／9：00～17：00　土曜／10：00～17：00
（日曜・祝日および12月31日～1月3日はお休みさせていただきます。）

TEL092-723-2290
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We look into  your  eye s ,  lend a n  ea r  to  you,  a nd engage  w it h  you.

阿武　義人 氏　青藍会グループ　代表／医療法人社団 青藍会　理事長
井　貴樹 氏　株式会社 旅館壱の井　代表取締役
中嶋　恒治 氏　株式会社 中嶋屋本店　代表取締役

To p  I n t e r v i e w

ビジネスに役立つ様々なサービスをご利用いただけます。

26,000円年会費

FFG経営者クラブ
ビジネスに直結する情報提供を通じて会員企業さまの発展をサポートいたします。

商談会の開催

FFGのネットワ－クを
利用した商談会！
販路拡大に繋がる商談会を開催
いたします。

ビジネスに即した
様々な情報を入手！
経営上の疑問・課題の解決に役
立つ豊富な情報をタイムリーに
提供します。

社員教育・研修で大活躍！
多様なテーマでバックアップ！
新入社員、若手社員向けのビジネ
スマナーはもちろん、コンプライ

アンス経営、顧客満足など、経営全般に参考となるDVD・
ビデオ（総数200タイトル以上）を無料でご利用いただけます。

社員教育用DVD・ビデオの無料貸出

交通至便な
福岡天神の商談スペース！
福岡銀行本店ビル5F（福岡天神）の
ビジネスマッチングフロアを無料
でご利用いただけます。

ビジネスマッチングフロアのご利用

実務情報や
経営ノウハウが直接聞ける！
人材育成に関するテーマを中心に、
経験豊富な講師陣による各種セミ
ナー・研修会を開催いたします。

セミナー・研修会の開催

株式会社FFGビジネスコンサルティング内
〒810-0001 福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店ビル5階

TEL 092-723-2241
受付時間／平日9：00～17：45（但し、銀行休業日は除きます。）

FFG経営者クラブ事務局
お申込み
お問合せ

多彩なセミナーを
インターネットで視聴できる！

24時間いつでもご利用いただける
インターネットセミナー

豊富なラインナップから、お客様の
ご希望のセミナーを24時間無制限
でご視聴いただけます。勉強会（社内
研修）などにもご活用いただけます。

FFG経営者クラブ入会受付中

FFG経営者クラブ
インターネット情報サービスによる情報提供

FFG調査月報、
小冊子のご提供

ビジネスに役立つ！ 日常業務でも使える！
ふくおかフィナンシャルグループの経済情報誌や
ハンドブックをお届けします。




